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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　認可スペクトルおよび無認可スペクトルの両方を介して送信することが可能なユーザ機
器（ＵＥ）において、前記認可スペクトルを介してアップリンク許可を受信すること、こ
こにおいて、前記アップリンク許可は、前記無認可スペクトル上のリソースの第１のセッ
トおよび前記認可スペクトル上のフォールバックリソースの第２のセットが前記ＵＥのた
めにリザーブされることを示す、と、
　前記無認可スペクトル上のリソースの前記第１のセットの利用可能性を決定するために
、前記アップリンク許可に応答してクリアチャネルアセスメント（ＣＣＡ）を前記ＵＥに
よって実行すること、前記ＣＣＡは、リソースの前記第１のセットおよびフォールバック
リソースの前記第２のセットの出現の前に実行される、と、
　リソースの前記第１のセットが利用できることを前記実行されたＣＣＡが示す場合、前
記認可スペクトル上のフォールバックリソースの前記第２のセットの代わりに、前記無認
可スペクトル上のリソースの前記第１のセットを使用して、伝送を前記ＵＥによって実行
することと、
　リソースの前記第１のセットが利用できないことを前記実行されたＣＣＡが示す場合、
前記無認可スペクトル上のリソースの前記第１のセットの代わりに、前記認可スペクトル
上のフォールバックリソースの前記第２のセットを使用して、フォールバック伝送を前記
ＵＥによって実行することと、
　を備える、ワイヤレス通信のための方法。
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【請求項２】
　リソースの前記第１のセットが利用できないことを前記ＣＣＡが示す場合、前記無認可
スペクトルの非利用可能性を示すシグナリングを、前記認可スペクトルを使用して送信す
ること
　をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　リソースの前記第１のセットおよびリソースの前記第２のセットの各々は、
　いくつかのサブフレーム、連続するサブフレーム間の時間間隔、および前記アップリン
ク許可の受信の時間とリソースサブセットの前記第１のセットまたはフォールバックリソ
ースの前記第２のセットの中のサブフレームの最初の出現との間の初期オフセット
　のうちの、１つまたは複数の観点から規定される、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　リソースの前記第１のセットは、フォールバックリソースの前記第２のセットに時間的
に重複する、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　リソースの前記第１のセットおよびリソースの前記第２のセットは、同じサブフレーム
の中で開始する、請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　リソースの前記第１のセットは、第１のサブフレームの中で開始し、
　リソースの前記第２のセットは、前記第１のサブフレームから遅延した第２のサブフレ
ームの中で開始する、
　請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　前記アップリンク許可は、アップリンク許可の優先シーケンスを備え、アップリンク許
可の前記優先シーケンスの中の各アップリンク許可は、それぞれのコンポーネントキャリ
アに関連付けられ、
　　ＣＣＡを実行することは、前記１つまたは複数のそれぞれのコンポーネントキャリア
の利用可能性を決定するために、アップリンク許可の前記優先シーケンスに関連付けられ
ている前記それぞれのコンポーネントキャリアのうちの１つまたは複数のコンポーネント
キャリア上で１つまたは複数のＣＣＡを実行することを備え、前記方法は、
　前記１つまたは複数のコンポーネントキャリアのうちの１つのコンポーネントキャリア
を前記１つまたは複数のＣＣＡに少なくとも部分的に基づいて利用できると識別すること
と
　をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　前記識別することは、前記１つまたは複数のコンポーネントキャリアのうちの複数のコ
ンポーネントキャリアを利用できると識別することを備え、前記複数のコンポーネントキ
ャリアは、アップリンク許可の前記優先シーケンスの中のアップリンク許可のサブセット
に対応し、前記識別されたコンポーネントキャリアは、前記複数のコンポーネントキャリ
アから選択され、アップリンク許可の前記サブセットの中で最も優先度の高い第２のアッ
プリンク許可に対応する、請求項７に記載の方法。
【請求項９】
　アップリンク許可の前記優先シーケンスの中の各アップリンク許可は、
　　前記それぞれのコンポーネントキャリアに対する物理リソースブロック（ＰＲＢ）の
セット、および
　　前記アップリンク許可が適用できるサブフレームのサブセット
　のうちの１つまたは複数をさらに備える、
　請求項７に記載の方法。
【請求項１０】
　サブフレームの前記サブセットは、
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　サブフレームの前記サブセットの中のいくつかのサブフレーム、サブフレームの前記サ
ブセットの中の連続するサブフレーム間の時間間隔、および前記アップリンク許可の受信
の時間とサブフレームの前記サブセットの中のサブフレームの最初の出現との間の初期オ
フセット
　のうちの、１つまたは複数の観点から規定される、請求項９に記載の方法。
【請求項１１】
　アップリンク許可の前記優先シーケンスの中の第２のアップリンク許可の中のパラメー
タは、アップリンク許可の前記優先シーケンスの中の別のアップリンク許可の中のそれぞ
れのパラメータから暗黙のうちに決定される、請求項７に記載の方法。
【請求項１２】
　前記優先シーケンスの相異なるアップリンク許可の中のパラメータ間の暗黙の関係は、
無線リソース制御（ＲＲＣ）シグナリングを通じて少なくとも部分的に規定される、請求
項７に記載の方法。
【請求項１３】
　ＰＲＢのセットに対する前記無認可スペクトル上での最大アップリンクデータレートの
指示を、前記認可スペクトルを介して受信することと、
　前記指示に応答してサブフレームの中でＣＣＡを実行すること、前記ＣＣＡは、次のサ
ブフレームの中で前記伝送を実行するための、前記無認可スペクトル中のＰＲＢの前記セ
ットに対するコンポーネントキャリアの利用可能性を決定するために実行される、と、
　をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項１４】
　前記無認可スペクトル中のＰＲＢの前記セットに対する前記コンポーネントキャリアが
利用できることを前記ＣＣＡが示す場合、前記アップリンク許可に少なくとも部分的に基
づいて、前記無認可スペクトルを使用して前記伝送を実行することと、
　前記無認可スペクトル中のＰＲＢの前記セットに対する前記コンポーネントキャリアが
利用できないことを前記ＣＣＡが示す場合、前記アップリンク許可に少なくとも部分的に
基づいて、前記次のサブフレームの中でＣＣＡを実行することと
　をさらに備える、請求項１３に記載の方法。
【請求項１５】
　前記無認可スペクトル中のＰＲＢの前記セットに対する前記コンポーネントキャリアが
利用できることを前記ＣＣＡが示す場合、前記アップリンク許可に少なくとも部分的に基
づいて、前記無認可スペクトルを使用して前記伝送を実行することと、
　前記無認可スペクトル中のＰＲＢの前記セットに対する前記コンポーネントキャリアが
利用できないことを前記ＣＣＡが示す場合、前記アップリンク許可に少なくとも部分的に
基づいて、前記認可スペクトルを使用して前記伝送を実行することと
　をさらに備える、請求項１３に記載の方法。
【請求項１６】
　ＰＲＢの同じセットは、複数のユーザの各々に前記無認可スペクトルのアップリンク上
で割り当てられる、請求項１３に記載の方法。
【請求項１７】
　ＰＲＢの前記同じセットが割り当てられた前記複数のユーザから送信されるデータは、
逐次干渉除去（ＳＩＣ）を使用して復号される、請求項１６に記載の方法。
【請求項１８】
　ＰＲＢの前記同じセットが割り当てられた前記複数のユーザは、直交復調基準信号（Ｄ
Ｍ－ＲＳ）シーケンスが割り当てられる、請求項１６に記載の方法。
【請求項１９】
　前記複数のユーザの各々は、別個のスクランブリングコードが割り当てられる、請求項
１８に記載の方法。
【請求項２０】
　前記無認可スペクトル中のＰＲＢの前記セットに対する前記コンポーネントキャリアが
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利用できることを前記ＣＣＡが示す場合、前記方法は、
　割り当てられた直交ＤＭ－ＲＳシーケンスおよび割り当てられたスクランブリングコー
ドのうちの一方または両方に従って、アップリンクデータ、アップリンク制御信号、およ
びアップリンク基準信号のうちの１つまたは複数を送信すること
　をさらに備える、請求項１３に記載の方法。
【請求項２１】
　前記アップリンクデータ、前記アップリンク制御信号、および前記アップリンク基準信
号のうちの前記１つまたは複数と一緒に、送信フォーマット選択、ハイブリッド自動再送
要求識別子（ＨＡＲＱ－ＩＤ）、およびＨＡＲＱ冗長バージョン（ＲＶ）のうちの１つま
たは複数を示す信号を送信すること
　をさらに備える、請求項２０に記載の方法。
【請求項２２】
　基地局が前記アップリンク許可をスケジュールするために、スケジューリング要求、バ
ッファステータス報告、および電力ヘッドルーム報告のうちの１つまたは複数を送信する
こと
　をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項２３】
　前記電力ヘッドルーム報告は、前記認可スペクトルと関連した第１の電力ヘッドルーム
と、前記無認可スペクトルと関連した第２の電力ヘッドルームとを示す、請求項２２に記
載の方法。
【請求項２４】
　前記アップリンク許可によって示される変調コーディング方式（ＭＣＳ）からの変更を
識別することと、
　前記アップリンク許可によって割り振られたＰＲＢ内のリソース要素のセットを介して
メッセージを送信すること、前記メッセージは、ＭＣＳの前記識別された変更を示す、と
　をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項２５】
　前記アップリンク許可は、アップリンク伝送に対してＭＣＳを割り振ることなく、アッ
プリンク伝送に対してＰＲＢを割り振り、前記方法は、
　前記アップリンク許可を受信すると、アップリンク伝送に対して前記ＭＣＳを決定する
ことと、
　アップリンク伝送に対して割り振られた前記ＰＲＢ内のリソース要素のセットを介して
メッセージを送信すること、前記メッセージは、アップリンク伝送に対して決定された前
記ＭＣＳを示す、と
　をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項２６】
　プロセッサと、
　前記プロセッサと電子通信しているメモリと、
　前記メモリに記憶された命令、前記命令は、
　　認可スペクトルおよび無認可スペクトルの両方を介して送信することが可能なユーザ
機器（ＵＥ）において、前記認可スペクトルを介してアップリンク許可を受信すること、
ここにおいて、前記アップリンク許可は、前記無認可スペクトル上のリソースの第１のセ
ットおよび前記認可スペクトル上のフォールバックリソースの第２のセットが前記ＵＥの
ためにリザーブされることを示す、と、
　　前記無認可スペクトル上のリソースの前記第１のセットの利用可能性を決定するため
に、前記アップリンク許可に応答してクリアチャネルアセスメント（ＣＣＡ）を前記ＵＥ
によって実行すること、前記ＣＣＡは、リソースの前記第１のセットおよびフォールバッ
クリソースの前記第２のセットの出現の前に実行される、と、
　　リソースの前記第１のセットが利用できることを前記実行されたＣＣＡが示す場合、
前記認可スペクトル上のフォールバックリソースの前記第２のセットの代わりに、前記無
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認可スペクトル上のリソースの前記第１のセットを使用して、伝送を前記ＵＥによって実
行することと、
　　リソースの前記第１のセットが利用できないことを前記実行されたＣＣＡが示す場合
、前記無認可スペクトル上のリソースの前記第１のセットの代わりに、前記認可スペクト
ル上のフォールバックリソースの前記第２のセットを使用して、フォールバック伝送を前
記ＵＥによって実行することと、
　を行うように前記プロセッサによって実行可能である、と、
　を備える、ワイヤレス通信のための装置。
【請求項２７】
　前記命令は、
　リソースの前記第１のセットが利用できないことを前記ＣＣＡが示す場合、前記無認可
スペクトルの非利用可能性を示すシグナリングを、前記認可スペクトルを使用して送信す
る、
　ように前記プロセッサによって実行可能である、請求項２６に記載の装置。
【請求項２８】
　リソースの前記第１のセットおよびリソースの前記第２のセットの各々は、
　いくつかのサブフレーム、連続するサブフレーム間の時間間隔、および前記アップリン
ク許可の受信の時間とリソースの前記第１のセットまたはフォールバックリソースの前記
第２のセットの中のサブフレームの最初の出現との間の初期オフセットのうちの、１つま
たは複数の観点から規定される、請求項２６に記載の装置。
【請求項２９】
　リソースの前記第１のセットは、第１のサブフレームの中で開始し、
　リソースの前記第２のセットは、前記第１のサブフレームから遅延した第２のサブフレ
ームの中で開始する、
　請求項２６に記載の装置。
【請求項３０】
　前記アップリンク許可は、アップリンク許可の優先シーケンスを備え、アップリンク許
可の前記優先シーケンスの中の各アップリンク許可は、それぞれのコンポーネントキャリ
アに関連付けられ、
　前記ＣＣＡを実行するための前記命令は、
　　前記１つまたは複数のそれぞれのコンポーネントキャリアの利用可能性を決定するた
めに、アップリンク許可の前記優先シーケンスに関連付けられている前記それぞれのコン
ポーネントキャリアのうちの１つまたは複数のコンポーネントキャリア上で１つまたは複
数のＣＣＡを実行する
　ように前記プロセッサによってさらに実行可能であり、前記命令は、
　　前記１つまたは複数のコンポーネントキャリアのうちの１つのコンポーネントキャリ
アを前記１つまたは複数のＣＣＡに少なくとも部分的に基づいて利用できると識別する、
　ように前記プロセッサによって実行可能である、請求項２６に記載の装置。
【請求項３１】
　アップリンク許可の前記優先シーケンスの中の各アップリンク許可は、
　　前記それぞれのコンポーネントキャリアに対する物理リソースブロック（ＰＲＢ）の
セット、および
　　前記アップリンク許可が適用できるサブフレームのサブセット
　のうちの１つまたは複数をさらに備える、請求項３０に記載の装置。
【請求項３２】
　サブフレームの前記サブセットは、
　サブフレームの前記サブセットの中のいくつかのサブフレーム、サブフレームの前記サ
ブセットの中の連続するサブフレーム間の時間間隔、および前記アップリンク許可の受信
の時間とサブフレームの前記サブセットの中のサブフレームの最初の出現との間の初期オ
フセット
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　のうちの、１つまたは複数の観点から規定される、請求項３１に記載の装置。
【請求項３３】
　前記優先シーケンスの相異なるアップリンク許可の中のパラメータ間の暗黙の関係は、
無線リソース制御（ＲＲＣ）シグナリングを通じて少なくとも部分的に規定される、請求
項３０に記載の装置。
【請求項３４】
　前記命令は、
　ＰＲＢのセットに対する前記無認可スペクトル上での最大アップリンクデータレートの
指示を、前記認可スペクトルを介して受信することと、
　前記指示に応答してサブフレームの中でＣＣＡを実行すること、前記ＣＣＡは、次のサ
ブフレームの中で前記伝送を実行するための、前記無認可スペクトル中のＰＲＢの前記セ
ットに対するコンポーネントキャリアの利用可能性を決定するために実行される、
　を行うように前記プロセッサによって実行可能である、請求項２６に記載の装置。
【請求項３５】
　前記命令は、
　前記無認可スペクトル中のＰＲＢの前記セットに対する前記コンポーネントキャリアが
利用できることを前記ＣＣＡが示す場合、前記アップリンク許可に少なくとも部分的に基
づいて、前記無認可スペクトルを使用して前記伝送を実行することと、
　前記無認可スペクトル中のＰＲＢの前記セットに対する前記コンポーネントキャリアが
利用できないことを前記ＣＣＡが示す場合、前記アップリンク許可に少なくとも部分的に
基づいて、前記次のサブフレームの中でＣＣＡを実行することと
　を行うように前記プロセッサによって実行可能である、請求項３４に記載の装置。
【請求項３６】
　前記命令は、
　前記無認可スペクトル中のＰＲＢの前記セットに対する前記コンポーネントキャリアが
利用できることを前記ＣＣＡが示す場合、前記アップリンク許可に少なくとも部分的に基
づいて、前記無認可スペクトルを使用して前記伝送を実行することと、
　前記無認可スペクトル中のＰＲＢの前記セットに対する前記コンポーネントキャリアが
利用できないことを前記ＣＣＡが示す場合、前記アップリンク許可に少なくとも部分的に
基づいて、前記認可スペクトルを使用して前記伝送を実行することと
　を行うように前記プロセッサによって実行可能である、請求項３４に記載の装置。
【請求項３７】
　ＰＲＢの同じセットは、複数のユーザの各々に前記無認可スペクトルのアップリンク上
で割り当てられる、請求項３４に記載の装置。
【請求項３８】
　ＰＲＢの前記同じセットが割り当てられた前記複数のユーザから送信されるデータは、
逐次干渉除去（ＳＩＣ）を使用して復号される、請求項３７に記載の装置。
【請求項３９】
　ＰＲＢの前記同じセットが割り当てられた前記複数のユーザは、直交復調基準信号（Ｄ
Ｍ－ＲＳ）シーケンスが割り当てられる、請求項３７に記載の装置。
【請求項４０】
　前記複数のユーザの各々は、別個のスクランブリングコードが割り当てられる、請求項
３９に記載の装置。
【請求項４１】
　前記無認可スペクトル中のＰＲＢの前記セットに対する前記コンポーネントキャリアが
利用できることを前記ＣＣＡが示す場合、前記命令は、
　割り当てられた直交ＤＭ－ＲＳシーケンスおよび割り当てられたスクランブリングコー
ドのうちの一方または両方に従って、アップリンクデータ、アップリンク制御信号、およ
びアップリンク基準信号のうちの１つまたは複数を送信する
　ように前記プロセッサによって実行可能である、請求項３４に記載の装置。
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【請求項４２】
　前記命令は、
　前記アップリンクデータ、前記アップリンク制御信号、および前記アップリンク基準信
号のうちの前記１つまたは複数と一緒に、送信フォーマット選択、ハイブリッド自動再送
要求識別子（ＨＡＲＱ－ＩＤ）、およびＨＡＲＱ冗長バージョン（ＲＶ）のうちの１つま
たは複数を示す信号を送信する
　ように前記プロセッサによって実行可能である、請求項４１に記載の装置。
【請求項４３】
　前記命令は、
　基地局が前記アップリンク許可をスケジュールするために、スケジューリング要求、バ
ッファステータス報告、および電力ヘッドルーム報告のうちの１つまたは複数を送信する
　ように前記プロセッサによって実行可能である、請求項２６に記載の装置。
【請求項４４】
　前記アップリンク許可は、アップリンク伝送に対して変調コーディング方式（ＭＣＳ）
を割り振ることなく、アップリンク伝送に対してＰＲＢを割り振り、
　前記命令は、
　　前記アップリンク許可を受信すると、アップリンク伝送に対して前記ＭＣＳを決定す
ることと、
　　アップリンク伝送に対して割り振られた前記ＰＲＢ内のリソース要素のセットを介し
てメッセージを送信すること、前記メッセージは、アップリンク伝送に対して決定された
前記ＭＣＳを示す、と、
　を行うように前記プロセッサによって実行可能である、請求項２６に記載の装置。
【請求項４５】
　認可スペクトルおよび無認可スペクトルの両方を介して送信することが可能なユーザ機
器（ＵＥ）において、前記認可スペクトルを介してアップリンク許可を受信するための手
段、ここにおいて、前記アップリンク許可は、前記無認可スペクトル上のリソースの第１
のセットおよび前記認可スペクトル上のフォールバックリソースの第２のセットが前記Ｕ
Ｅのためにリザーブされることを示す、と、
　前記無認可スペクトル上のリソースの前記第１のセットの利用可能性を決定するために
、前記アップリンク許可に応答してクリアチャネルアセスメント（ＣＣＡ）を前記ＵＥに
よって実行するための手段、前記ＣＣＡは、リソースの前記第１のセットおよびフォール
バックリソースの前記第２のセットの出現前に実行される、と
　リソースの前記第１のセットが利用できることを前記実行されたＣＣＡが示す場合、前
記認可スペクトル上のフォールバックリソースの前記第２のセットの代わりに、前記無認
可スペクトル上のリソースの前記第１のセットを使用して、伝送を前記ＵＥによって実行
するための手段と、
　リソースの前記第１のセットが利用できないことを前記実行されたＣＣＡが示す場合、
前記無認可スペクトル上のリソースの前記第１のセットの代わりに、前記認可スペクトル
上のフォールバックリソースの前記第２のセットを使用して、フォールバック伝送を前記
ＵＥによって実行するための手段と
　を備える、ワイヤレス通信のための装置。
【請求項４６】
　リソースの前記第１のセットが利用できないことを前記ＣＣＡが示す場合、前記無認可
スペクトルの非利用可能性を示すシグナリングを、前記認可スペクトルを使用して送信す
るための手段
　をさらに備える、請求項４５に記載の装置。
【請求項４７】
　ワイヤレス通信のためのコンピュータプログラムであって、前記コンピュータプログラ
ムは、
　　認可スペクトルおよび無認可スペクトルの両方を介して送信することが可能なユーザ
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機器（ＵＥ）において、前記認可スペクトルを介してアップリンク許可を受信すること、
ここにおいて、前記アップリンク許可は、前記無認可スペクトル上のリソースの第１のセ
ットおよび前記認可スペクトル上のフォールバックリソースの第２のセットが前記ＵＥの
ためにリザーブされることを示す、と、
　　前記無認可スペクトル上のリソースの前記第１のセットの利用可能性を決定するため
に、前記アップリンク許可に応答してクリアチャネルアセスメント（ＣＣＡ）を前記ＵＥ
によって実行すること、前記ＣＣＡは、リソースの前記第１のセットおよびフォールバッ
クリソースの前記第２のセットの出現前に実行される、と、
　　リソースの前記第１のセットが利用できることを前記実行されたＣＣＡが示す場合、
前記認可スペクトル上のフォールバックリソースの前記第２のセットの代わりに、前記無
認可スペクトル上のリソースの前記第１のセットを使用して、伝送を前記ＵＥによって実
行することと、
　　リソースの前記第１のセットが利用できないことを前記実行されたＣＣＡが示す場合
、前記無認可スペクトル上のリソースの前記第１のセットの代わりに、前記認可スペクト
ル上のフォールバックリソースの前記第２のセットを使用して、フォールバック伝送を前
記ＵＥによって実行することと
　を行うようにプロセッサによって実行可能な命令を備える、ワイヤレス通信のためのコ
ンピュータプログラム。
【請求項４８】
　前記命令は、
　リソースの前記第１のセットが利用できないことを前記ＣＣＡが示す場合、前記無認可
スペクトルの非利用可能性を示すシグナリングを、前記認可スペクトルを使用して送信す
る
　ように前記プロセッサによって実行可能である、請求項４７に記載のコンピュータプロ
グラム。
【請求項４９】
　認可スペクトルを介してスケジューリング情報を受信することと、
　前記認可スペクトルおよび無認可スペクトルの両方を介して送信することが可能なユー
ザ機器（ＵＥ）に、前記認可スペクトルを介してアップリンク許可を送信すること、前記
アップリンク許可は、前記スケジューリング情報に少なくとも部分的に基づいており、か
つ、前記無認可スペクトル上のリソースの第１のセットおよび前記認可スペクトル上のフ
ォールバックリソースの第２のセットが前記ＵＥのためにリザーブされることを示し、前
記アップリンク許可は、リソースの前記第１のセットおよびフォールバックリソースの前
記第２のセットの出現の前に、前記無認可スペクトル上のリソースの前記第１のセットの
利用可能性を決定するためのクリアチャネルアセスメント（ＣＣＡ）をトリガするように
構成される、と、
　リソースの前記第１のセットが利用できることを前記ＣＣＡが示す場合、前記無認可ス
ペクトル上のリソースの前記第１のセットを介して伝送を受信することと、
　リソースの前記第１のセットが利用できないことを前記ＣＣＡが示す場合、前記認可ス
ペクトル上のフォールバックリソースの前記第２のセットを介してフォールバック伝送を
受信することと
　を備える、ワイヤレス通信のための方法。
【請求項５０】
　リソースの前記第１のセットは、フォールバックリソースの前記第２のセットに時間的
に重複する、請求項４９に記載の方法。
【請求項５１】
　リソースの前記第１のセットおよびリソースの前記第２のセットは、同じサブフレーム
の中で開始する、請求項４９に記載の方法。
【請求項５２】
　リソースの前記第１のセットは、第１のサブフレームの中で開始し、
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　リソースの前記第２のセットは、前記第１のサブフレームから遅延した第２のサブフレ
ームの中で開始する、
　請求項４９に記載の方法。
【請求項５３】
　前記無認可スペクトルの中のリソースの前記第１のセットを介して前記伝送が受信され
る場合、前記認可スペクトルの中のフォールバックリソースの前記第２のセットを解放す
ること
　をさらに備える、請求項５２に記載の方法。
【請求項５４】
　前記スケジューリング情報は、
　スケジューリング要求、
　バッファステータス報告、ならびに
　前記認可スペクトルと関連した第１の電力ヘッドルームおよび前記無認可スペクトルと
関連した第２の電力ヘッドルームを示す電力ヘッドルーム報告
　のうちの１つまたは複数を備える、請求項４９に記載の方法。
【請求項５５】
　物理リソースブロック（ＰＲＢ）の同じセットを、前記無認可スペクトルのアップリン
ク上の複数のユーザに、前記送信されたアップリンク許可に少なくとも部分的に基づいて
割り当てることと、
　前記割り当てられたＰＲＢを使用する前記複数のユーザからアップリンクデータを受信
することと、
　前記アップリンクデータを逐次干渉除去（ＳＩＣ）を使用して復号することと
　をさらに備える、請求項４９に記載の方法。
【請求項５６】
　直交復調基準信号（ＤＭ－ＲＳ）シーケンスおよびスクランブリングコードのうちの一
方または両方を、前記複数のユーザの各々に、前記アップリンクデータの伝送のために割
り当てること
　をさらに備える、請求項５５に記載の方法。
【請求項５７】
　前記複数のユーザの各々から、前記アップリンクデータと一緒に、送信フォーマット選
択、ハイブリッド自動再送要求識別子（ＨＡＲＱ－ＩＤ）、およびＨＡＲＱ冗長バージョ
ン（ＲＶ）のうちの１つまたは複数を示す信号を受信すること
　をさらに備える、請求項５５に記載の方法。
【請求項５８】
　プロセッサと、
　前記プロセッサと電子通信しているメモリと、
　前記メモリに記憶された命令、前記命令は、
　　認可スペクトルを介してスケジューリング情報を受信することと、
　　前記認可スペクトルおよび無認可スペクトルの両方を介して送信することが可能なユ
ーザ機器（ＵＥ）に、前記認可スペクトルを介してアップリンク許可を送信すること、前
記アップリンク許可は、前記スケジューリング情報に少なくとも部分的に基づいており、
かつ、前記無認可スペクトル上のリソースの第１のセットおよび前記認可スペクトル上の
フォールバックリソースの第２のセットが前記ＵＥのためにリザーブされることを示し、
前記アップリンク許可は、リソースの前記第１のセットおよびフォールバックリソースの
前記第２のセットの出現の前に、前記無認可スペクトル上のリソースの前記第１のセット
の利用可能性を決定するためのクリアチャネルアセスメント（ＣＣＡ）をトリガするよう
に構成される、と、
　リソースの前記第１のセットが利用できることを前記ＣＣＡが示す場合、前記無認可ス
ペクトル上のリソースの前記第１のセットを介して伝送を受信することと、
　リソースの前記第１のセットが利用できないことを前記ＣＣＡが示す場合、前記認可ス
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ペクトル上のフォールバックリソースの前記第２のセットを介してフォールバック伝送を
受信することと
　を行うように前記プロセッサによって実行可能である、と、
　を備える、ワイヤレス通信のための装置。
【請求項５９】
　前記スケジューリング情報は、
　スケジューリング要求、
　バッファステータス報告、ならびに
　前記認可スペクトルと関連した第１の電力ヘッドルームおよび前記無認可スペクトルと
関連した第２の電力ヘッドルームを示す電力ヘッドルーム報告
　のうちの１つまたは複数を備える、請求項５８に記載の装置。
【請求項６０】
　認可スペクトルを介してスケジューリング情報を受信するための手段と、
　前記認可スペクトルおよび無認可スペクトルの両方を介して送信することが可能なユー
ザ機器（ＵＥ）に、前記認可スペクトルを介してアップリンク許可を送信するための手段
、前記アップリンク許可は、前記スケジューリング情報に少なくとも部分的に基づいてお
り、かつ、前記無認可スペクトル上のリソースの第１のセットおよび前記認可スペクトル
上のフォールバックリソースの第２のセットが前記ＵＥのためにリザーブされることを示
し、前記アップリンク許可は、リソースの前記第１のセットおよびフォールバックリソー
スの前記第２のセットの出現の前に、前記無認可スペクトル上のリソースの前記第１のセ
ットの利用可能性を決定するためのクリアチャネルアセスメント（ＣＣＡ）をトリガする
ように構成される、と、
　リソースの前記第１のセットが利用できることを前記ＣＣＡが示す場合、前記無認可ス
ペクトル上のリソースの前記第１のセットを介して伝送を受信するための手段と、
　リソースの前記第１のセットが利用できないことを前記ＣＣＡが示す場合、前記認可ス
ペクトル上のフォールバックリソースの前記第２のセットを介してフォールバック伝送を
受信するための手段と
　を備える、ワイヤレス通信のための装置。
【請求項６１】
　ワイヤレス通信のためのコンピュータプログラムであって、
　前記コンピュータプログラムは、
　　認可スペクトルを介してスケジューリング情報を受信することと、
　　前記認可スペクトルおよび無認可スペクトルの両方を介して送信することが可能なユ
ーザ機器（ＵＥ）に、前記認可スペクトルを介してアップリンク許可を送信すること、前
記アップリンク許可は、前記スケジューリング情報に少なくとも部分的に基づいており、
かつ、前記無認可スペクトル上のリソースの第１のセットおよび前記認可スペクトル上の
フォールバックリソースの第２のセットが前記ＵＥのためにリザーブされることを示し、
前記アップリンク許可は、リソースの前記第１のセットおよびフォールバックリソースの
前記第２のセットの出現の前に、前記無認可スペクトル上のリソースの前記第１のセット
の利用可能性を決定するためのクリアチャネルアセスメント（ＣＣＡ）をトリガするよう
に構成される、
　　リソースの前記第１のセットが利用できることを前記ＣＣＡが示す場合、前記無認可
スペクトル上のリソースの前記第１のセットを介して伝送を受信することと、
　　リソースの前記第１のセットが利用できないことを前記ＣＣＡが示す場合、前記認可
スペクトル上のフォールバックリソースの前記第２のセットを介してフォールバック伝送
を受信することと
　を行うようにプロセッサによって実行可能な命令を備える、ワイヤレス通信のためのコ
ンピュータプログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
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【０００１】
相互参照
　[0001]本特許出願は、その各々が本出願の譲受人に譲渡されている２０１３年１２月４
日に出願された「ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ　Ｕｐｌｉｎｋ　Ｃａｒｒｉｅｒ　Ａｇｇｒｅｇａ
ｔｉｏｎ　Ｕｓｉｎｇ　Ｕｎｌｉｃｅｎｓｅｄ　Ｓｐｅｃｔｒｕｍ」と題するＭａｌｌａ
ｄｉらによる同時係属米国特許出願第１４／０９６，６８６号、および２０１３年６月１
１日に出願されたＭａｌｌａｄｉらによる「ＬＴＥ　Ｕｐｌｉｎｋ　Ｃａｒｒｉｅｒ　Ａ
ｇｇｒｅｇａｔｉｏｎ　Ｕｓｉｎｇ　Ｕｎｌｉｃｅｎｓｅｄ　Ｓｐｅｃｔｒｕｍ」と題す
る米国仮特許出願第６１／８３３，６７４号の優先権の利益を主張する。
【背景技術】
【０００２】
　[0002]ワイヤレス通信ネットワークは、音声、ビデオ、パケットデータ、メッセージン
グ、ブロードキャストなどの様々な通信サービスを提供するために広く展開されている。
これらのワイヤレスネットワークは、利用可能なネットワークリソースを共有することに
よって複数のユーザをサポートすることが可能な多元接続ネットワークであり得る。
【０００３】
　[0003]ワイヤレス通信ネットワークは、いくつかのユーザ機器（ＵＥ）のための通信を
サポートするいくつかの基地局、ノードＢ（ＮＢ）、または発展型ノードＢ（ｅノードＢ
またはｅＮＢ）を含み得る。ＵＥは、ダウンリンクおよびアップリンクを介して基地局と
通信し得る。ダウンリンク（または順方向リンク）は基地局からＵＥへの通信リンクを指
し、アップリンク（または逆方向リンク）はＵＥから基地局への通信リンクを指す。
【０００４】
　[0004]ワイヤレス通信ネットワークがより混雑するようになるにつれて、オペレータは
容量を増大させるための方法に注目し始めている。１つの手法は、トラフィックおよび／
またはシグナリングの一部をオフロードするために、ワイヤレスローカルエリアネットワ
ーク（ＷＬＡＮ）を使用することであり得る。認可スペクトルの中で動作するセルラーネ
ットワークとは異なり、ＷＬＡＮ（すなわち、ＷｉＦｉ（登録商標）ネットワーク）は、
一般に無認可スペクトルの中で動作するので魅力的である。その上、増大する量のスペク
トルが、認可を伴わないアクセスのために割り振られており、トラフィックおよび／また
はシグナリングをＷＬＡＮへオフロードすることのオプションをより魅力的にしている。
ＷＬＡＮはセルラーネットワークほど効率よくスペクトルを使用しない傾向があるので、
この手法は混雑の問題に部分的解決しかもたらさない場合がある。その上、ＷＬＡＮに関
係する規制およびプロトコルは、セルラーネットワーク用のものとは異なる。したがって
、無認可スペクトルは、より効率よく、また規制上の要件に従って使用され得る場合、依
然として混雑を緩和するための妥当なオプションのままであり得る。
【発明の概要】
【０００５】
　[0005]説明される特徴は、一般に、ワイヤレス通信のための１つまたは複数の改善され
た方法、システム、および／または装置に関する。
【０００６】
　[0006]ワイヤレス通信のための方法について説明する。いくつかの構成では、方法は、
認可スペクトルを介してアップリンク許可を受信することと、アップリンク許可に応答し
てクリアチャネルアセスメント（ＣＣＡ）を実行することとを含み得る。ＣＣＡは、無認
可スペクトルの利用可能性を決定するために実行され得、アップリンク許可と関連した伝
送の前に実行され得る。
【０００７】
　[0007]方法のいくつかの実施形態では、無認可スペクトルが利用できるという決定がな
される場合、データは無認可スペクトルを使用して送信され得、無認可スペクトルが利用
できないという決定がなされる場合、アップリンク許可は無視され得る。
【０００８】
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　[0008]方法のいくつかの実施形態では、無認可スペクトルが利用できるという決定がな
される場合、データは無認可スペクトルを使用して送信され得、無認可スペクトルが利用
できないという決定がなされる場合、無認可スペクトルの非利用可能性を示すシグナリン
グは、認可スペクトルを使用して送信され得る。
【０００９】
　[0009]いくつかの実施形態では、無認可スペクトルが利用できるという決定がなされる
場合、データは無認可スペクトルを使用して送信され得、無認可スペクトルが利用できな
いという決定がなされる場合、データは認可スペクトルを使用して送信され得る。これら
の実施形態では、無認可スペクトルを使用してデータを送信することは、アップリンク許
可によって示されるサブフレームの第１のサブセットの中でデータを送信することを含み
得、認可スペクトルを使用してデータを送信することは、アップリンク許可によって示さ
れるサブフレームの第２のサブセットの中でデータを送信することを含み得る。場合によ
っては、サブフレームの第１および第２のサブセットの各々は、サブセットの中のいくつ
かのサブフレーム、サブセットの中の連続するサブフレーム間の時間間隔、およびアップ
リンク許可の受信の時間とサブセットの中のサブフレームの最初の出現との間の初期オフ
セットのうちの、１つまたは複数の観点から規定され得る。場合によっては、サブフレー
ムの第１のサブセットは、サブフレームの第２のサブセットを含み得る。場合によっては
、サブフレームの第１および第２のサブセットは、同じサブフレームの中で開始し得、他
の場合には、サブフレームの第１のサブセットは、第１のサブフレームの中で開始し得、
サブフレームの第２のサブセットは、第１のサブフレームから遅延した第２のサブフレー
ムの中で開始し得る。
【００１０】
　[0010]方法のいくつかの実施形態では、アップリンク許可は、アップリンク許可の優先
シーケンスを含み得、優先シーケンスの中の各アップリンク許可は、それぞれのコンポー
ネントキャリアに関連付けられ得る。これらの実施形態では、無認可スペクトルの利用可
能性を決定するためにＣＣＡを実行することは、利用可能性を決定するために、アップリ
ンク許可の優先シーケンスに関連付けられているコンポーネントキャリアのうちの少なく
とも１つでＣＣＡを実行することと、データを送信する際の使用のために利用できると認
められたコンポーネントキャリアのうちの１つを識別することとを含み得る。場合によっ
ては、優先シーケンスの中のアップリンク許可のサブセットに対応するコンポーネントキ
ャリアは、利用できると認められ得、データを送信する際の使用のための１つのコンポー
ネントキャリアを識別することは、利用できると認められたコンポーネントキャリアの中
から、サブセットの中で最も優先度の高いアップリンク許可に対応するコンポーネントキ
ャリアを選択することを含み得る。いくつかの構成では、優先シーケンスの中の各アップ
リンク許可は、それぞれのコンポーネントキャリアに対する物理リソースブロック（ＰＲ
Ｂ）のセット、およびアップリンク許可が適用できるサブフレームのサブセットのうちの
、１つまたは複数を含み得る。これらの構成では、サブフレームのサブセットは、サブセ
ットの中のいくつかのサブフレーム、サブセットの中の連続するサブフレーム間の時間間
隔、およびアップリンク許可の受信の時間とサブセットの中のサブフレームの最初の出現
との間の初期オフセットのうちの、１つまたは複数の観点から規定され得る。場合によっ
ては、優先シーケンスの中のアップリンク許可の中のパラメータは、優先シーケンスの中
の別のアップリンク許可の中のそれぞれのパラメータから暗黙のうちに決定され得る。場
合によっては、優先シーケンスの相異なるアップリンク許可の中のパラメータ間の暗黙の
関係は、無線リソース制御（ＲＲＣ）シグナリングを通じて少なくとも部分的に規定され
得る。
【００１１】
　[0011]方法のいくつかの実施形態では、ＰＲＢのセットに対する無認可スペクトル上で
の最大アップリンクデータレートの指示は、認可スペクトルを介して受信され得、ＣＣＡ
は、指示に応答してサブフレームの中で実行され得る。ＣＣＡは、次のサブフレームの中
でデータを送信するための、無認可スペクトル中のＰＲＢのセットに対するコンポーネン
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トキャリアの利用可能性を決定するために実行され得る。これらの実施形態では、また場
合によっては、無認可スペクトル中のＰＲＢのセットに対するコンポーネントキャリアが
利用できるという決定がなされる場合、データは無認可スペクトルを使用して送信され得
、無認可スペクトル中のＰＲＢのセットに対するコンポーネントキャリアが利用できない
という決定がなされる場合、ＣＣＡは次のサブフレームの中で実行され得る。他の場合に
は、無認可スペクトル中のＰＲＢのセットに対するコンポーネントキャリアが利用できる
という決定がなされる場合、データは無認可スペクトルを使用して送信され得、無認可ス
ペクトル中のＰＲＢのセットに対するコンポーネントキャリアが利用できないという決定
がなされる場合、データは認可スペクトルを使用して送信され得る。いくつかの構成では
、ＰＲＢの同じセットは、複数のユーザの各々に無認可スペクトルのアップリンク上で割
り当てられ得る。これらの構成では、ＰＲＢの同じセットが割り当てられた複数のユーザ
から送信されるデータは、逐次干渉除去（ＳＩＣ）を使用して復号され得る。同様にこれ
らの構成では、また場合によっては、ＰＲＢの同じセットが割り当てられた複数のユーザ
は、直交復調基準信号（ＤＭ－ＲＳ）シーケンスが割り当てられ得る。複数のユーザの各
々は、また、別個のスクランブリングコードが割り当てられ得る。場合によっては、無認
可スペクトル中のＰＲＢのセットに対するコンポーネントキャリアが利用できるという決
定がなされる場合、方法は、割り当てられた直交ＤＭ－ＲＳシーケンスおよび割り当てら
れたスクランブリングコードのうちの一方または両方に従って、アップリンクデータ、ア
ップリンク制御信号、およびアップリンク基準信号のうちの１つまたは複数を送信するこ
とを含み得る。これらの場合には、方法はまた、アップリンクデータ、アップリンク制御
信号、およびアップリンク基準信号のうちの１つまたは複数と一緒に、送信フォーマット
選択、ハイブリッド自動再送要求識別子（ＨＡＲＱ－ＩＤ）、およびＨＡＲＱ冗長バージ
ョン（ＲＶ）のうちの１つまたは複数を示す信号を送信することを含み得る。
【００１２】
　[0012]方法のいくつかの実施形態では、方法は、基地局がアップリンク許可をスケジュ
ールするために、スケジューリング要求、バッファステータス報告、および電力ヘッドル
ーム報告のうちの１つまたは複数を送信することを含み得る。電力ヘッドルーム報告は、
場合によっては、認可スペクトルと関連した電力ヘッドルームと、無認可スペクトルと関
連した電力ヘッドルームとを示し得る。
【００１３】
　[0013]方法のいくつかの実施形態では、アップリンク許可によって示される変調コーデ
ィング方式（ＭＣＳ）からの変更は識別され得、メッセージは、アップリンク許可によっ
て割り振られたＰＲＢ内のリソース要素のセットを介して送信され得る。メッセージは、
識別されたＭＣＳの変更を示し得る。
【００１４】
　[0014]方法のいくつかの実施形態では、アップリンク許可は、アップリンク伝送に対し
てＭＣＳを割り振ることなく、アップリンク伝送に対してＰＲＢを割り振り得る。これら
の実施形態では、アップリンク許可を受信すると、アップリンク伝送に対してＭＣＳが決
定され得、メッセージは、アップリンク伝送に対して割り振られたＰＲＢ内のリソース要
素のセットを介して送信され得る。メッセージは、アップリンク伝送に対して決定された
ＭＣＳを示し得る。
【００１５】
　[0015]また、ワイヤレス通信のための装置について説明する。装置は、プロセッサと、
プロセッサと電子通信しているメモリと、メモリに記憶された命令とを含み得る。命令は
、認可スペクトルを介してアップリンク許可を受信することと、無認可スペクトルの利用
可能性を決定するために、アップリンク許可に応答してＣＣＡを実行することとをするよ
うにプロセッサによって実行可能であり得る。ＣＣＡは、アップリンク許可と関連した伝
送の前に実行され得る。
【００１６】
　[0016]装置のいくつかの実施形態では、命令は、無認可スペクトルが利用できるという
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決定がなされる場合、無認可スペクトルを使用してデータを送信することと、無認可スペ
クトルが利用できないという決定がなされる場合、アップリンク許可を無視することとを
するようにプロセッサによって実行可能であり得る。
【００１７】
　[0017]装置のいくつかの実施形態では、命令は、無認可スペクトルが利用できるという
決定がなされる場合、無認可スペクトルを使用してデータを送信することと、無認可スペ
クトルが利用できないという決定がなされる場合、無認可スペクトルの非利用可能性を示
すシグナリングを、認可スペクトルを使用して送信することとをするようにプロセッサに
よって実行可能であり得る。
【００１８】
　[0018]装置のいくつかの実施形態では、命令は、無認可スペクトルが利用できるという
決定がなされる場合、無認可スペクトルを使用してデータを送信することと、無認可スペ
クトルが利用できないという決定がなされる場合、認可スペクトルを使用してデータを送
信することとをするようにプロセッサによって実行可能であり得る。これらの実施形態で
は、また場合によっては、無認可スペクトルを使用してデータを送信するようにプロセッ
サによって実行可能な命令は、アップリンク許可によって示されるサブフレームの第１の
サブセットの中でデータを送信するようにプロセッサによって実行可能な命令を含み得、
認可スペクトルを使用してデータを送信するようにプロセッサによって実行可能な命令は
、アップリンク許可によって示されるサブフレームの第２のサブセットの中でデータを送
信するようにプロセッサによって実行可能な命令を含み得る。場合によっては、サブフレ
ームの第１および第２のサブセットの各々は、サブセットの中のいくつかのサブフレーム
、サブセットの中の連続するサブフレーム間の時間間隔、およびアップリンク許可の受信
の時間とサブセットの中のサブフレームの最初の出現との間の初期オフセットのうちの、
１つまたは複数の観点から規定され得る。いくつかの構成では、サブフレームの第１のサ
ブセットは、第１のサブフレームの中で開始し得、サブフレームの第２のサブセットは、
第１のサブフレームから遅延した第２のサブフレームの中で開始し得る。これらの構成で
は、アップリンク許可は、優先シーケンスの中の各アップリンク許可がそれぞれのコンポ
ーネントキャリアに関連付けられて、アップリンク許可の優先シーケンスを含み得、無認
可スペクトルの利用可能性を決定するためにＣＣＡを実行するようにプロセッサによって
実行可能な命令は、利用可能性を決定するために、アップリンク許可の優先シーケンスに
関連付けられているコンポーネントキャリアのうちの少なくとも１つでＣＣＡを実行する
ことと、データを送信する際の使用のために利用できると認められたコンポーネントキャ
リアのうちの１つを識別することとをするようにプロセッサによって実行可能な命令を含
み得る。場合によっては、優先シーケンスの中の各アップリンク許可は、それぞれのコン
ポーネントキャリアに対するＰＲＢのセット、およびアップリンク許可が適用できるサブ
フレームのサブセットのうちの、１つまたは複数を含み得る。サブフレームのサブセット
は、サブセットの中のいくつかのサブフレーム、サブセットの中の連続するサブフレーム
間の時間間隔、およびアップリンク許可の受信の時間とサブセットの中のサブフレームの
最初の出現との間の初期オフセットのうちの、１つまたは複数の観点から規定され得る。
場合によっては、優先シーケンスの相異なるアップリンク許可の中のパラメータ間の暗黙
の関係は、ＲＲＣシグナリングを通じて少なくとも部分的に規定され得る。
【００１９】
　[0019]装置のいくつかの実施形態では、命令は、ＰＲＢのセットに対する無認可スペク
トル上での最大アップリンクデータレートの指示を、認可スペクトルを介して受信するよ
うにプロセッサによって実行可能であり得る。ＣＣＡは、次いで、指示に応答してサブフ
レームの中で実行され得る。ＣＣＡは、次のサブフレームの中でデータを送信するための
、無認可スペクトル中のＰＲＢのセットに対するコンポーネントキャリアの利用可能性を
決定するために実行され得る。場合によっては、命令は、無認可スペクトル中のＰＲＢの
セットに対するコンポーネントキャリアが利用できるという決定がなされる場合、無認可
スペクトルを使用してデータを送信することと、無認可スペクトル中のＰＲＢのセットに
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対するコンポーネントキャリアが利用できないという決定がなされる場合、次のサブフレ
ームの中でＣＣＡを実行することとをするようにプロセッサによって実行可能であり得る
。場合によっては、命令は、無認可スペクトル中のＰＲＢのセットに対するコンポーネン
トキャリアが利用できるという決定がなされる場合、無認可スペクトルを使用してデータ
を送信することと、無認可スペクトル中のＰＲＢのセットに対するコンポーネントキャリ
アが利用できないという決定がなされる場合、認可スペクトルを使用してデータを送信す
ることとをするようにプロセッサによって実行可能であり得る。いくつかの構成では、Ｐ
ＲＢの同じセットは、複数のユーザの各々に無認可スペクトルのアップリンク上で割り当
てられ得る。場合によっては、ＰＲＢの同じセットが割り当てられた複数のユーザから送
信されるデータは、ＳＩＣを使用して復号され得る。場合によっては、ＰＲＢの同じセッ
トが割り当てられた複数のユーザは、直交復調基準信号（ＤＭ－ＲＳ）シーケンスが割り
当てられ得る。複数のユーザの各々は、また、別個のスクランブリングコードが割り当て
られ得る。場合によっては、無認可スペクトル中のＰＲＢのセットに対するコンポーネン
トキャリアが利用できるという決定がなされる場合、命令は、割り当てられた直交ＤＭ－
ＲＳシーケンスおよび割り当てられたスクランブリングコードのうちの一方または両方に
従って、アップリンクデータ、アップリンク制御信号、およびアップリンク基準信号のう
ちの１つまたは複数を送信するようにプロセッサによって実行可能であり得る。これらの
場合には、命令はまた、アップリンクデータ、アップリンク制御信号、およびアップリン
ク基準信号のうちの１つまたは複数と一緒に、送信フォーマット選択、ハイブリッド自動
再送要求識別子（ＨＡＲＱ－ＩＤ）、およびＨＡＲＱ冗長バージョン（ＲＶ）のうちの１
つまたは複数を示す信号を送信するようにプロセッサによって実行可能であり得る。
【００２０】
　[0020]装置のいくつかの実施形態では、命令は、基地局がアップリンク許可をスケジュ
ールするために、スケジューリング要求、バッファステータス報告、および電力ヘッドル
ーム報告のうちの１つまたは複数を送信するようにプロセッサによって実行可能であり得
る。
【００２１】
　[0021]装置のいくつかの実施形態では、アップリンク許可は、アップリンク伝送に対し
てＭＣＳを割り振ることなく、アップリンク伝送に対してＰＲＢを割り振り得、命令は、
アップリンク許可を受信すると、アップリンク伝送に対してＭＣＳを決定することと、ア
ップリンク伝送に対して割り振られたＰＲＢ内のリソース要素のセットを介してメッセー
ジを送信することとをするようにプロセッサによって実行可能であり得る。メッセージは
、アップリンク伝送に対して決定されたＭＣＳを示し得る。
【００２２】
　[0022]また、ワイヤレス通信のための別の装置について説明する。装置は、認可スペク
トルを介してアップリンク許可を受信するための手段と、無認可スペクトルの利用可能性
を決定するために、アップリンク許可に応答してＣＣＡを実行するための手段とを含み得
る。ＣＣＡは、アップリンク許可と関連した伝送の前に実行され得る。
【００２３】
　[0023]いくつかの実施形態では、装置は、無認可スペクトルが利用できるという決定が
なされる場合、無認可スペクトルを使用してデータを送信するための手段と、無認可スペ
クトルが利用できないという決定がなされる場合、アップリンク許可を無視するための手
段とをさらに含み得る。
【００２４】
　[0024]いくつかの実施形態では、装置は、無認可スペクトルが利用できるという決定が
なされる場合、無認可スペクトルを使用してデータを送信するための手段と、無認可スペ
クトルが利用できないという決定がなされる場合、無認可スペクトルの非利用可能性を示
すシグナリングを、認可スペクトルを使用して送信するための手段とをさらに含み得る。
【００２５】
　[0025]いくつかの実施形態では、装置は、無認可スペクトルが利用できるという決定が
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なされる場合、無認可スペクトルを使用してデータを送信するための手段と、無認可スペ
クトルが利用できないという決定がなされる場合、認可スペクトルを使用してデータを送
信するための手段とをさらに含み得る。無認可スペクトルを使用してデータを送信するた
めの手段は、アップリンク許可によって示されるサブフレームの第１のサブセットの中で
データを送信するための手段を含み得、認可スペクトルを使用してデータを送信するため
の手段は、アップリンク許可によって示されるサブフレームの第２のサブセットの中でデ
ータを送信するための手段を含み得る。場合によっては、サブフレームの第１および第２
のサブセットの各々は、サブセットの中のいくつかのサブフレーム、サブセットの中の連
続するサブフレーム間の時間間隔、およびアップリンク許可の受信の時間とサブセットの
中のサブフレームの最初の出現との間の初期オフセットのうちの、１つまたは複数の観点
から規定され得る。場合によっては、サブフレームの第１のサブセットは、サブフレーム
の第２のサブセットを含み得る。場合によっては、サブフレームの第１および第２のサブ
セットは、同じサブフレームの中で開始し得、他の場合には、サブフレームの第１のサブ
セットは、第１のサブフレームの中で開始し得、サブフレームの第２のサブセットは、第
１のサブフレームから遅延した第２のサブフレームの中で開始し得る。
【００２６】
　[0026]装置のいくつかの実施形態では、アップリンク許可は、優先シーケンスの中の各
アップリンク許可がそれぞれのコンポーネントキャリアに関連付けられて、アップリンク
許可の優先シーケンスを含み得、無認可スペクトルの利用可能性を決定するためにＣＣＡ
を実行するための手段は、利用可能性を決定するために、アップリンク許可の優先シーケ
ンスに関連付けられているコンポーネントキャリアのうちの少なくとも１つでＣＣＡを実
行するための手段と、データを送信する際の使用のために利用できると認められたコンポ
ーネントキャリアのうちの１つを識別するための手段とを含み得る。場合によっては、優
先シーケンスの中のアップリンク許可のサブセットに対応するコンポーネントキャリアは
、利用できると認められ得、データを送信する際の使用のための１つのコンポーネントキ
ャリアを識別するための手段は、利用できると認められたコンポーネントキャリアの中か
ら、サブセットの中で最も優先度の高いアップリンク許可に対応するコンポーネントキャ
リアを選択するための手段を含み得る。場合によっては、優先シーケンスの中の各アップ
リンク許可は、それぞれのコンポーネントキャリアに対する物理リソースブロック（ＰＲ
Ｂ）のセット、およびアップリンク許可が適用できるサブフレームのサブセットのうちの
、１つまたは複数を含み得る。サブフレームのサブセットは、場合によっては、サブセッ
トの中のいくつかのサブフレーム、サブセットの中の連続するサブフレーム間の時間間隔
、およびアップリンク許可の受信の時間とサブセットの中のサブフレームの最初の出現と
の間の初期オフセットのうちの、１つまたは複数の観点から規定され得る。場合によって
は、優先シーケンスの中のアップリンク許可の中のパラメータは、優先シーケンスの中の
別のアップリンク許可の中のそれぞれのパラメータから暗黙のうちに決定され得る。場合
によっては、優先シーケンスの相異なるアップリンク許可の中のパラメータ間の暗黙の関
係は、ＲＲＣシグナリングを通じて少なくとも部分的に規定され得る。
【００２７】
　[0027]いくつかの実施形態では、装置は、ＰＲＢのセットに対する無認可スペクトル上
での最大アップリンクデータレートの指示を、認可スペクトルを介して受信するための手
段をさらに含み得る。装置はまた、指示に応答してサブフレームの中でＣＣＡを実行する
ための手段を含み得る。ＣＣＡは、次のサブフレームの中でデータを送信するための、無
認可スペクトル中のＰＲＢのセットに対するコンポーネントキャリアの利用可能性を決定
するために実行され得る。これらの実施形態では、また場合によっては、装置は、無認可
スペクトル中のＰＲＢのセットに対するコンポーネントキャリアが利用できるという決定
がなされる場合、無認可スペクトルを使用してデータを送信するための手段と、無認可ス
ペクトル中のＰＲＢのセットに対するコンポーネントキャリアが利用できないという決定
がなされる場合、次のサブフレームの中でＣＣＡを実行するための手段とをさらに含み得
る。同様にこれらの実施形態では、また場合によっては、装置は、無認可スペクトル中の
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ＰＲＢのセットに対するコンポーネントキャリアが利用できるという決定がなされる場合
、無認可スペクトルを使用してデータを送信するための手段と、無認可スペクトル中のＰ
ＲＢのセットに対するコンポーネントキャリアが利用できないという決定がなされる場合
、認可スペクトルを使用してデータを送信するための手段とをさらに含み得る。いくつか
の構成では、ＰＲＢの同じセットは、複数のユーザの各々に無認可スペクトルのアップリ
ンク上で割り当てられ得る。これらの構成では、ＰＲＢの同じセットが割り当てられた複
数のユーザから送信されるデータは、ＳＩＣを使用して復号され得る。同様にこれらの構
成では、また場合によっては、ＰＲＢの同じセットが割り当てられた複数のユーザは、直
交ＤＭ－ＲＳシーケンスが割り当てられ得る。複数のユーザの各々は、また、別個のスク
ランブリングコードが割り当てられ得る。場合によっては、無認可スペクトル中のＰＲＢ
のセットに対するコンポーネントキャリアが利用できるという決定がなされる場合、装置
は、割り当てられた直交ＤＭ－ＲＳシーケンスおよび割り当てられたスクランブリングコ
ードのうちの一方または両方に従って、アップリンクデータ、アップリンク制御信号、お
よびアップリンク基準信号のうちの１つまたは複数を送信するための手段を含み得る。こ
れらの場合には、装置はまた、アップリンクデータ、アップリンク制御信号、およびアッ
プリンク基準信号のうちの１つまたは複数と一緒に、送信フォーマット選択、ハイブリッ
ド自動再送要求識別子（ＨＡＲＱ－ＩＤ）、およびＨＡＲＱ冗長バージョン（ＲＶ）のう
ちの１つまたは複数を示す信号を送信するための手段を含み得る。
【００２８】
　[0028]いくつかの実施形態では、装置は、基地局がアップリンク許可をスケジュールす
るために、スケジューリング要求、バッファステータス報告、および電力ヘッドルーム報
告のうちの１つまたは複数を送信するための手段をさらに含み得る。場合によっては、電
力ヘッドルーム報告は、認可スペクトルと関連した電力ヘッドルームと、無認可スペクト
ルと関連した電力ヘッドルームとを示し得る。
【００２９】
　[0029]いくつかの実施形態では、装置は、アップリンク許可によって示されるＭＣＳか
らの変更を識別するための手段と、アップリンク許可によって割り振られたＰＲＢ内のリ
ソース要素のセットを介してメッセージを送信するための手段とを含み得、メッセージは
、ＭＣＳの識別された変更を示す。
【００３０】
　[0030]いくつかの実施形態では、アップリンク許可は、アップリンク伝送に対してＭＣ
Ｓを割り振ることなく、アップリンク伝送に対してＰＲＢを割り振り得る。これらの実施
形態では、アップリンク許可を受信すると、アップリンク伝送に対してＭＣＳを決定する
ための手段と、アップリンク伝送に対して割り振られたＰＲＢ内のリソース要素のセット
を介してメッセージを送信するための手段とをさらに含み得る。メッセージは、アップリ
ンク伝送に対して決定されたＭＣＳを示し得る。
【００３１】
　[0031]また、ワイヤレス通信のためのコンピュータプログラム製品について説明する。
コンピュータプログラム製品は、認可スペクトルを介してアップリンク許可を受信するこ
とと、無認可スペクトルの利用可能性を決定するために、アップリンク許可に応答してＣ
ＣＡを実行することとをするようにプロセッサによって実行可能な命令を記憶する非一時
的コンピュータ可読媒体を含み得る。ＣＣＡは、アップリンク許可と関連した伝送の前に
実行され得る。
【００３２】
　[0032]コンピュータプログラム製品のいくつかの実施形態では、命令は、無認可スペク
トルが利用できるという決定がなされる場合、無認可スペクトルを使用してデータを送信
することと、無認可スペクトルが利用できないという決定がなされる場合、アップリンク
許可を無視することとをするようにプロセッサによって実行可能であり得る。
【００３３】
　[0033]コンピュータプログラム製品のいくつかの実施形態では、命令は、無認可スペク
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トルが利用できるという決定がなされる場合、無認可スペクトルを使用してデータを送信
することと、無認可スペクトルが利用できないという決定がなされる場合、無認可スペク
トルの非利用可能性を示すシグナリングを、認可スペクトルを使用して送信することとを
するようにプロセッサによって実行可能であり得る。
【００３４】
　[0034]コンピュータプログラム製品のいくつかの実施形態では、命令は、無認可スペク
トルが利用できるという決定がなされる場合、無認可スペクトルを使用してデータを送信
することと、無認可スペクトルが利用できないという決定がなされる場合、認可スペクト
ルを使用してデータを送信することとをするようにプロセッサによって実行可能であり得
る。
【００３５】
　[0035]コンピュータプログラム製品のいくつかの実施形態では、アップリンク許可は、
アップリンク許可の優先シーケンスを含み得る。優先シーケンスの中の各アップリンク許
可は、それぞれのコンポーネントキャリアに関連付けられ得、無認可スペクトルの利用可
能性を決定するためにＣＣＡを実行するようにプロセッサによって実行可能な命令は、利
用可能性を決定するために、アップリンク許可の優先シーケンスに関連付けられているコ
ンポーネントキャリアのうちの少なくとも１つでＣＣＡを実行することと、データを送信
する際の使用のために利用できると認められたコンポーネントキャリアのうちの１つを識
別することとをするようにプロセッサによって実行可能な命令を含み得る。
【００３６】
　[0036]コンピュータプログラム製品のいくつかの実施形態では、命令は、ＰＲＢのセッ
トに対する無認可スペクトル上での最大アップリンクデータレートの指示を、認可スペク
トルを介して受信することと、指示に応答してサブフレームの中でＣＣＡを実行すること
とをするようにプロセッサによって実行可能であり得る。ＣＣＡは、次のサブフレームの
中でデータを送信するための、無認可スペクトル中のＰＲＢのセットに対するコンポーネ
ントキャリアの利用可能性を決定するために実行され得る。
【００３７】
　[0037]コンピュータプログラム製品のいくつかの実施形態では、ＰＲＢの同じセットは
、複数のユーザの各々に無認可スペクトルのアップリンク上で割り当てられ得る。これら
の実施形態では、また場合によっては、ＰＲＢの同じセットが割り当てられた複数のユー
ザから送信されるデータは、ＳＩＣを使用して復号され得る。場合によっては、ＰＲＢの
同じセットが割り当てられる複数のユーザは、直交ＤＭ－ＲＳシーケンスが割り当てられ
得る。場合によっては、複数のユーザの各々は、また、別個のスクランブリングコードが
割り当てられ得る。
【００３８】
　[0038]コンピュータプログラム製品のいくつかの実施形態では、無認可スペクトル中の
ＰＲＢのセットに対するコンポーネントキャリアが利用できるという決定がなされ得る。
これらの実施形態では、命令は、割り当てられた直交ＤＭ－ＲＳシーケンスおよび割り当
てられたスクランブリングコードのうちの一方または両方に従って、アップリンクデータ
、アップリンク制御信号、およびアップリンク基準信号のうちの１つまたは複数を送信す
るようにプロセッサによって実行可能であり得る。同様にこれらの実施形態では、命令は
、アップリンクデータ、アップリンク制御信号、およびアップリンク基準信号のうちの１
つまたは複数と一緒に、送信フォーマット選択、ハイブリッド自動再送要求識別子（ＨＡ
ＲＱ－ＩＤ）、およびＨＡＲＱ冗長バージョン（ＲＶ）のうちの１つまたは複数を示す信
号を送信するようにプロセッサによって実行可能であり得る。
【００３９】
　[0039]コンピュータプログラム製品のいくつかの実施形態では、命令は、基地局がアッ
プリンク許可をスケジュールするために、スケジューリング要求、バッファステータス報
告、および電力ヘッドルーム報告のうちの１つまたは複数を送信するようにプロセッサに
よって実行可能であり得る。
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【００４０】
　[0040]また、ワイヤレス通信のための別の方法について説明する。いくつかの構成では
、方法は、認可スペクトルを介してスケジューリング情報を受信することと、認可スペク
トルを介してアップリンク許可を送信することとを含み得る。アップリンク許可は、スケ
ジューリング情報に少なくとも部分的に基づき得、アップリンク許可は、アップリンク許
可と関連した伝送の前に、無認可スペクトルの利用可能性を決定するためのＣＣＡをトリ
ガするように構成され得る。
【００４１】
　[0041]方法のいくつかの実施形態では、無認可スペクトルが利用できるという決定がな
される場合、データは無認可スペクトルを介して受信され得、無認可スペクトルが利用で
きないという決定がなされる場合、データは認可スペクトルを介して受信され得る。場合
によっては、無認可スペクトルを介してデータを受信することは、アップリンク許可によ
って示されるサブフレームの第１のサブセットを介して送信されたデータを受信すること
を含み得、認可スペクトルを介してデータを受信することは、アップリンク許可によって
示されるサブフレームの第２のサブセットを介して送信されたデータを受信することを含
み得る。いくつかの構成では、サブフレームの第１のサブセットは、サブフレームの第２
のサブセットを含み得る。いくつかの構成では、サブフレームの第１および第２のサブセ
ットは、同じサブフレームの中で開始し得、他の構成では、サブフレームの第１のサブセ
ットは、第１のサブフレームの中で開始し得、サブフレームの第２のサブセットは、第１
のサブフレームから遅延した第２のサブフレームの中で開始し得る。これらの後者の構成
の場合、サブフレームの第１のサブセットを介して送信されたデータが受信される場合、
サブフレームの第２のサブセットを介したデータの伝送と関連した認可スペクトルの中の
リソースは解放され得る。
【００４２】
　[0042]いくつかの実施形態では、スケジューリング情報は、スケジューリング要求、バ
ッファステータス報告、ならびに認可スペクトルと関連した電力ヘッドルームおよび無認
可スペクトルと関連した電力ヘッドルームを示す電力ヘッドルーム報告のうちの、１つま
たは複数を含み得る。
【００４３】
　[0043]いくつかの実施形態では、方法は、ＰＲＢの同じセットを、無認可スペクトルの
アップリンク上の複数のユーザに、送信されたアップリンク許可に少なくとも部分的に基
づいて割り当てることと、割り当てられたＰＲＢを使用する複数のユーザからアップリン
クデータを受信することと、アップリンクデータをＳＩＣを使用して復号することと含み
得る。これらの実施形態では、また場合によっては、方法は、直交ＤＭ－ＲＳシーケンス
およびスクランブリングコードのうちの一方または両方を、複数のユーザの各々に、アッ
プリンクデータの伝送のために割り当てることをさらに含み得る。場合によっては、送信
フォーマット選択、ＨＡＲＱ－ＩＤ、およびＨＡＲＱ　ＲＶのうちの１つまたは複数を示
す信号は、複数のユーザの各々からアップリンクデータと一緒に受信され得る。
【００４４】
　[0044]また、ワイヤレス通信のための別の装置について説明する。装置は、プロセッサ
と、プロセッサと電子通信しているメモリと、メモリに記憶された命令とを含み得る。命
令は、認可スペクトルを介してスケジューリング情報を受信することと、認可スペクトル
を介してアップリンク許可を送信することとをするようにプロセッサによって実行可能で
あり得る。アップリンク許可は、スケジューリング情報に少なくとも部分的に基づき得、
アップリンク許可と関連した伝送の前に、無認可スペクトルの利用可能性を決定するため
のＣＣＡをトリガするように構成され得る。
【００４５】
　[0045]装置のいくつかの実施形態では、命令は、無認可スペクトルが利用できるという
決定がなされる場合、無認可スペクトルを介してデータを受信することと、無認可スペク
トルが利用できないという決定がなされる場合、認可スペクトルを介してデータを受信す
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ることとをするようにプロセッサによって実行可能であり得る。これらの実施形態では、
無認可スペクトルを介してデータを受信するようにプロセッサによって実行可能な命令は
、アップリンク許可によって示されるサブフレームの第１のサブセットを介して送信され
たデータを受信するようにプロセッサによって実行可能な命令を含み得、認可スペクトル
を介してデータを受信するようにプロセッサによって実行可能な命令は、アップリンク許
可によって示されるサブフレームの第２のサブセットを介して送信されたデータを受信す
るようにプロセッサによって実行可能な命令を含み得る。
【００４６】
　[0046]装置のいくつかの実施形態では、スケジューリング情報は、スケジューリング要
求、バッファステータス報告、ならびに認可スペクトルと関連した電力ヘッドルームおよ
び無認可スペクトルと関連した電力ヘッドルームを示す電力ヘッドルーム報告のうちの、
１つまたは複数を含み得る。
【００４７】
　[0047]また、ワイヤレス通信のためのさらに別の装置について説明する。いくつかの構
成では、装置は、認可スペクトルを介してスケジューリング情報を受信するための手段と
、認可スペクトルを介してアップリンク許可を送信するための手段とを含み得る。アップ
リンク許可は、スケジューリング情報に少なくとも部分的に基づき得、アップリンク許可
と関連した伝送の前に、無認可スペクトルの利用可能性を決定するためのＣＣＡをトリガ
するように構成され得る。
【００４８】
　[0048]いくつかの実施形態では、装置は、無認可スペクトルが利用できるという決定が
なされる場合、無認可スペクトルを介してデータを受信するための手段と、無認可スペク
トルが利用できないという決定がなされる場合、認可スペクトルを介してデータを受信す
るための手段とをさらに含み得る。これらの実施形態では、また場合によっては、無認可
スペクトルを介してデータを受信するための手段は、アップリンク許可によって示される
サブフレームの第１のサブセットを介して送信されるデータを受信するための手段を含み
得、認可スペクトルを介してデータを受信するための手段は、アップリンク許可によって
示されるサブフレームの第２のサブセットを介して送信されるデータを受信するための手
段を含み得る。場合によっては、サブフレームの第１のサブセットは、サブフレームの第
２のサブセットを含み得る。場合によっては、サブフレームの第１および第２のサブセッ
トは、同じサブフレームの中で開始し得、他の場合には、サブフレームの第１のサブセッ
トは、第１のサブフレームの中で開始し得、サブフレームの第２のサブセットは、第１の
サブフレームから遅延した第２のサブフレームの中で開始し得る。場合によっては、装置
は、サブフレームの第１のサブセットを介して送信されたデータが受信される場合、サブ
フレームの第２のサブセットを介したデータの伝送と関連した認可スペクトルの中のリソ
ースを解放するための手段を含み得る。
【００４９】
　[0049]装置のいくつかの実施形態では、スケジューリング情報は、スケジューリング要
求、バッファステータス報告、ならびに認可スペクトルと関連した電力ヘッドルームおよ
び無認可スペクトルと関連した電力ヘッドルームを示す電力ヘッドルーム報告のうちの、
１つまたは複数を含み得る。
【００５０】
　[0050]また、ワイヤレス通信のためのコンピュータプログラム製品について説明する。
コンピュータプログラム製品は、認可スペクトルを介してスケジューリング情報を受信す
ることと、認可スペクトルを介してアップリンク許可を送信することとをするようにプロ
セッサによって実行可能な命令を記憶する非一時的コンピュータ可読媒体を含み得、アッ
プリンク許可は、スケジューリング情報に少なくとも部分的に基づき、アップリンク許可
は、アップリンク許可と関連した伝送の前に、無認可スペクトルの利用可能性を決定する
ためのＣＣＡをトリガするように構成される。
【００５１】



(21) JP 6416241 B2 2018.10.31

10

20

30

40

50

　[0051]コンピュータプログラム製品のいくつかの実施形態では、命令は、無認可スペク
トルが利用できるという決定がなされる場合、無認可スペクトルを介してデータを受信す
ることと、無認可スペクトルが利用できないという決定がなされる場合、認可スペクトル
を介してデータを受信することとをするようにプロセッサによって実行可能であり得る。
場合によっては、無認可スペクトルを介してデータを受信するようにプロセッサによって
実行可能な命令は、アップリンク許可によって示されるサブフレームの第１のサブセット
を介して送信されたデータを受信するようにプロセッサによって実行可能な命令を含み得
、認可スペクトルを介してデータを受信するようにプロセッサによって実行可能な命令は
、アップリンク許可によって示されるサブフレームの第２のサブセットを介して送信され
たデータを受信するようにプロセッサによって実行可能な命令を含み得る。
【００５２】
　[0052]コンピュータプログラム製品のいくつかの実施形態では、スケジューリング情報
は、スケジューリング要求、バッファステータス報告、ならびに認可スペクトルと関連し
た電力ヘッドルームおよび無認可スペクトルと関連した電力ヘッドルームを示す電力ヘッ
ドルーム報告のうちの、１つまたは複数を含み得る。
【００５３】
　[0053]説明される方法および装置の適用可能性のさらなる範囲は、以下の発明を実施す
るための形態、特許請求の範囲、および図面から明らかになろう。当業者には発明を実施
するための形態の趣旨および範囲内の様々な変更および改変が明らかになるので、発明を
実施するための形態および特定の例は、例示として与えられるものにすぎない。
【００５４】
　[0054]以下の図面を参照すれば、本発明の性質および利点のさらなる理解が得られ得る
。添付の図において、同様の構成要素または特徴は同じ参照ラベルを有し得る。さらに、
同じタイプの様々な構成要素は、同様の構成要素の中で区別するダッシュおよび第２のラ
ベルを参照ラベルの後に付けることによって区別され得る。第１の参照ラベルのみが明細
書において使用される場合、その説明は、第２の参照ラベルにかかわらず、同じ第１の参
照ラベルを有する同様の構成要素のうちのいずれにも適用可能である。
【図面の簡単な説明】
【００５５】
【図１】[0055]ワイヤレス通信システムのブロック図。
【図２Ａ】[0056]様々な実施形態による、ロングタームエボリューション（ＬＴＥ）およ
び／またはＬＴＥアドバンスト（ＬＴＥ－Ａ）の無認可スペクトルを使用するための展開
シナリオの例を示す図。
【図２Ｂ】[0057]様々な実施形態による、ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ無認可スペクトルを使用す
るキャリアアグリゲーションの一例を示す図。
【図３】[0058]様々な実施形態による、ＵＥとｅＮＢとの間の通信の一例を示すメッセー
ジフロー図。
【図４】[0059]様々な実施形態による、ｅＮＢおよびＵＥによって行われる伝送の一例を
示すタイミング図。
【図５】[0060]様々な実施形態による、ＵＥとｅＮＢとの間の通信の別の例を示すメッセ
ージフロー図。
【図６Ａ】[0061]様々な実施形態による、ｅＮＢおよびＵＥによって行われる伝送のさら
なる例を示すタイミング図。
【図６Ｂ】[0061]様々な実施形態による、ｅＮＢおよびＵＥによって行われる伝送のさら
なる例を示すタイミング図。
【図７】[0062]様々な実施形態による、認可スペクトルと無認可スペクトルとを使用する
ワイヤレス通信のための方法の一例のフローチャート。
【図８】[0063]様々な実施形態による、ＵＥとｅＮＢとの間の通信のさらに別の例を示す
メッセージフロー図。
【図９Ａ】[0064]様々な実施形態による、ｅＮＢおよびＵＥによって行われる伝送のさら



(22) JP 6416241 B2 2018.10.31

10

20

30

40

50

なる例を示すタイミング図。
【図９Ｂ】[0064]様々な実施形態による、ｅＮＢおよびＵＥによって行われる伝送のさら
なる例を示すタイミング図。
【図１０Ａ】[0065]様々な実施形態による、ワイヤレス通信における使用のためのＵＥな
どのデバイスの例のブロック図。
【図１０Ｂ】[0065]様々な実施形態による、ワイヤレス通信における使用のためのＵＥな
どのデバイスの例のブロック図。
【図１１Ａ】[0066]様々な実施形態による、ワイヤレス通信における使用のためのｅＮＢ
などのデバイスの例のブロック図。
【図１１Ｂ】[0066]様々な実施形態による、ワイヤレス通信における使用のためのｅＮＢ
などのデバイスの例のブロック図。
【図１２】[0067]様々な実施形態による、ＵＥのアーキテクチャの一例を示すブロック図
。
【図１３】[0068]様々な実施形態による、基地局のアーキテクチャの一例を示すブロック
図。
【図１４】[0069]様々な実施形態による、多入力多出力（ＭＩＭＯ）通信システムの一例
を示すブロック図。
【図１５】[0070]様々な実施形態による、認可スペクトルと無認可スペクトルとを（たと
えば、ＵＥにおいて）使用するワイヤレス通信のための方法の例のフローチャート。
【図１６】[0070]様々な実施形態による、認可スペクトルと無認可スペクトルとを（たと
えば、ＵＥにおいて）使用するワイヤレス通信のための方法の例のフローチャート。
【図１７】[0070]様々な実施形態による、認可スペクトルと無認可スペクトルとを（たと
えば、ＵＥにおいて）使用するワイヤレス通信のための方法の例のフローチャート。
【図１８】[0070]様々な実施形態による、認可スペクトルと無認可スペクトルとを（たと
えば、ＵＥにおいて）使用するワイヤレス通信のための方法の例のフローチャート。
【図１９】[0070]様々な実施形態による、認可スペクトルと無認可スペクトルとを（たと
えば、ＵＥにおいて）使用するワイヤレス通信のための方法の例のフローチャート。
【図２０】[0071]様々な実施形態による、認可スペクトルと無認可スペクトルとを（たと
えば、ｅＮＢにおいて）使用するワイヤレス通信のための方法の一例のフローチャート。
【発明を実施するための形態】
【００５６】
　[0072]無認可スペクトルがＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ通信のために使用される方法、装置、シ
ステム、およびデバイスが説明される。様々な展開シナリオは、ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａを無
認可スペクトルへ拡張するときにサポートされ得る。１つのシナリオは、ＬＴＥ／ＬＴＥ
－Ａダウンリンクトラフィックが無認可スペクトルへオフロードされ得る補助ダウンリン
クモードを含む。別のシナリオは、基地局（たとえば、ｅＮＢ）とＵＥとの間のＬＴＥ／
ＬＴＥ－Ａダウンリンク通信およびＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａアップリンク通信が無認可スペク
トルの中で行われ得るスタンドアロンモードを含む。さらに別のシナリオでは、キャリア
アグリゲーションモードが、ＬＴＥ／ＬＴＥ－ＡダウンリンクトラフィックとＬＴＥ／Ｌ
ＴＥ－Ａアップリンクトラフィックの両方を、認可スペクトルから無認可スペクトルへオ
フロードするために使用され得る。キャリアアグリゲーションモードが無認可スペクトル
の中でＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ通信のために使用されている場合、アップリンク伝送のための
異なる方式が存在し得る。基地局およびＵＥは、これらまたは同様の動作モードのうちの
１つまたは複数をサポートし得る。直交周波数分割多元接続（ＯＦＤＭＡ）通信信号が、
無認可スペクトルの中でＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａダウンリンク通信のために使用され得、シン
グルキャリア周波数分割多元接続（ＳＣ－ＦＤＭＡ）通信信号が、無認可スペクトルの中
でＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａアップリンク通信のために使用され得る。
【００５７】
　[0073]一般に、オペレータは、セルラーネットワークにおいて常に増大する混雑のレベ
ルを緩和するために無認可スペクトルを使用するための主なメカニズムとして、ＷｉＦｉ
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に注目してきた。しかしながら、ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ無認可スペクトルに基づくニューキ
ャリアタイプ（ＮＣＴ）は、キャリア階層のＷｉＦｉと互換性があり得、ＬＴＥ／ＬＴＥ
－Ａ無認可スペクトルを、ネットワークの混雑の緩和へ誘導されるＷｉＦｉ解決策の代替
物にさせる。ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ無認可スペクトルは、ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａの多くの概念
を活用し得、無認可スペクトルにおける効率のよい運用をもたらすとともに規制上の要件
を満たすために、ネットワークまたはネットワークデバイスの物理レイヤ（ＰＨＹ）およ
びメディアアクセス制御（ＭＡＣ）の態様にいくつかの修正を加え得る。無認可スペクト
ルは、たとえば、６００メガヘルツ（ＭＨｚ）から６ギガヘルツ（ＧＨｚ）までわたり得
る。場合によっては、ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ無認可スペクトルはＷｉＦｉよりも著しく良好
に働き得る。たとえば、無認可スペクトルの中のすべてＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａの（単一また
は複数のオペレータに対する）展開が、すべてＷｉＦｉの展開になぞらえられる場合、ま
たは高密度な小さいセルの展開が存在する場合、ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ無認可スペクトルは
ＷｉＦｉよりも著しく良好に働き得る。ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ無認可スペクトルが（単一ま
たは複数のオペレータに対して）ＷｉＦｉと混合される場合などの他の場合に、ＬＴＥ／
ＬＴＥ－Ａ無認可スペクトルはまた、ＷｉＦｉよりも良好に働き得る。
【００５８】
　[0074]単一のサービスプロバイダ（ＳＰ）にとって、無認可スペクトルの中で動作中の
ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａネットワークは、認可スペクトルの中で動作しているＬＴＥ／ＬＴＥ
－Ａネットワークと同期しているように構成され得る。しかしながら、無認可スペクトル
の中の、所与のチャネル上で複数のＳＰによって展開されるＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａネットワ
ークは、複数のＳＰにわたって同期しているように構成され得る。上記の特徴の両方を組
み入れるための１つの手法は、認可スペクトルの中のＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａと所与のＳＰの
ための無認可スペクトルのネットワークとの間で、一定のタイミングオフセットを使用す
ることを伴い得る。無認可スペクトルの中のＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａネットワークは、ＳＰの
必要性に従って、ユニキャストおよび／またはマルチキャストのサービスを提供し得る。
その上、無認可スペクトルの中のＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａネットワークは、ＬＴＥ／ＬＴＥ－
Ａセルがアンカーとして振る舞うとともに、関連するＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ無認可スペクト
ルのセル情報（たとえば、無線フレームタイミング、共通チャネルの構成、システムフレ
ーム番号すなわちＳＦＮなど）を提供する、ブートストラップモードで動作し得る。この
モードでは、認可スペクトルの中のＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａネットワークと無認可スペクトル
の中のＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａネットワークとの間に、緊密な相互作用が存在し得る。たとえ
ば、ブートストラップモードは、上記で説明した補助ダウンリンクモードとキャリアアグ
リゲーションモードとをサポートし得る。無認可スペクトルの中のＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａネ
ットワークのＰＨＹ－ＭＡＣレイヤは、無認可スペクトルの中のＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａネッ
トワークが認可スペクトルの中のＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａネットワークから独立に動作するス
タンドアロンモードで動作し得る。この場合、たとえば、一緒に置かれたＬＴＥ／ＬＴＥ
－Ａの認可スペクトルおよび無認可スペクトルのセルを伴う無線リンク制御（ＲＬＣ）レ
ベルのアグリゲーション、または複数のセルおよび／もしくは基地局にわたるマルチフロ
ーに基づいて、認可スペクトルの中のＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａネットワークと無認可スペクト
ルの中のＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａネットワークとの間に緩い相互作用が存在し得る。
【００５９】
　[0075]本明細書で説明する技法は、ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａに限定されず、ＣＤＭＡ、ＴＤ
ＭＡ、ＦＤＭＡ、ＯＦＤＭＡ、ＳＣ－ＦＤＭＡ、および他のシステムなどの様々なワイヤ
レス通信システムにも使用され得る。「システム」と「ネットワーク」という用語は、し
ばしば互換的に使用される。ＣＤＭＡシステムは、ＣＤＭＡ２０００、ユニバーサル地上
波無線アクセス（ＵＴＲＡ）などの無線技術を実装し得る。ＣＤＭＡ２０００は、ＩＳ－
２０００、ＩＳ－９５、およびＩＳ－８５６の標準規格を含む。ＩＳ－２０００リリース
０およびＡは、通常、ＣＤＭＡ２０００　１Ｘ、１Ｘなどと呼ばれる。ＩＳ－８５６（Ｔ
ＩＡ－８５６）は、通常、ＣＤＭＡ２０００　１ｘＥＶ－ＤＯ、高速パケットデータ（Ｈ
ＲＰＤ）などと呼ばれる。ＵＴＲＡは、広帯域ＣＤＭＡ（ＷＣＤＭＡ（登録商標））と、
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ＣＤＭＡの他の変形形態とを含む。ＴＤＭＡシステムは、モバイル通信用グローバルシス
テム（ＧＳＭ（登録商標））などの無線技術を実装し得る。ＯＦＤＭＡシステムは、ウル
トラモバイルブロードバンド（ＵＭＢ）、発展型ＵＴＲＡ（Ｅ－ＵＴＲＡ）、ＩＥＥＥ８
０２．１１（Ｗｉ－Ｆｉ（登録商標））、ＩＥＥＥ８０２．１６（ＷｉＭＡＸ（登録商標
））、ＩＥＥＥ８０２．２０、Ｆｌａｓｈ－ＯＦＤＭなどの無線技術を実装し得る。ＵＴ
ＲＡおよびＥ－ＵＴＲＡは、ユニバーサルモバイルテレコミュニケーションシステム（Ｕ
ＭＴＳ）の一部である。ＬＴＥおよびＬＴＥアドバンスト（ＬＴＥ－Ａ）は、Ｅ－ＵＴＲ
Ａを使用するＵＭＴＳの新しいリリースである。ＵＴＲＡ、Ｅ－ＵＴＲＡ、ＵＭＴＳ、Ｌ
ＴＥ、ＬＴＥ－ＡおよびＧＳＭは、「第３世代パートナーシッププロジェクト」（３ＧＰ
Ｐ：3rd Generation Partnership Project）と呼ばれる組織からの文書に記載されている
。ＣＤＭＡ２０００およびＵＭＢは、「第３世代パートナーシッププロジェクト２」（３
ＧＰＰ２：3rd Generation Partnership Project 2）と呼ばれる組織からの文書に記載さ
れている。本明細書において説明される技法は、上記のシステムおよび無線技術、ならび
に他のシステムおよび無線技術に使用され得る。ただし、以下の説明では、例として認可
スペクトルおよび／または無認可スペクトルにおけるＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａシステムについ
て説明し、以下の説明の大部分においてＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａの用語が使用されるが、本技
法はＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａの適用例以外に適用可能である。
【００６０】
　[0076]以下の説明は例を提供するものであり、特許請求の範囲に記載される範囲、適用
性、または構成を限定するものではない。本開示の趣旨および範囲から逸脱することなく
、説明する要素の機能および構成において変更が行われ得る。様々な実施形態は、必要に
応じて様々な手順または構成要素を省略、置換、または追加することができる。たとえば
、説明する方法は、説明する順序とは異なる順序で実施され得、様々なステップが追加、
省略、または組み合わせられ得る。また、いくつかの実施形態に関して記載される特徴は
、他の実施形態において組み合わせられ得る。
【００６１】
　[0077]最初に図１を参照すると、図はワイヤレス通信システムまたはネットワーク１０
０の一例を示している。システム１００は、基地局（またはセル）１０５と、通信デバイ
ス１１５と、コアネットワーク１３０とを含む。基地局１０５は、様々な実施形態ではコ
アネットワーク１３０または基地局１０５の一部であり得る、基地局コントローラ（図示
せず）の制御下で通信デバイス１１５と通信し得る。基地局１０５は、バックホール１３
２を介してコアネットワーク１３０と制御情報および／またはユーザデータを通信し得る
。実施形態では、基地局１０５は、有線またはワイヤレスの通信リンクであり得るバック
ホールリンク１３４を介して、直接的または間接的のいずれかで、互いに通信し得る。シ
ステム１００は、複数のキャリア（異なる周波数の波形信号）上での動作をサポートし得
る。マルチキャリア送信機は、複数のキャリア上で同時に被変調信号を送信し得る。たと
えば、各通信リンク１２５は、上記で説明した様々な無線技術に従って変調されたマルチ
キャリア信号であり得る。各被変調信号は、異なるキャリア上で送られ得、制御情報（た
とえば、基準信号、制御チャネルなど）、オーバーヘッド情報、データなどを搬送し得る
。
【００６２】
　[0078]基地局１０５は、１つまたは複数の基地局アンテナを介してデバイス１１５とワ
イヤレス通信し得る。基地局１０５のサイトの各々は、それぞれの地理的カバレージエリ
ア１１０に通信カバレージを提供し得る。いくつかの実施形態では、基地局１０５は、基
地トランシーバ局、無線基地局、アクセスポイント、無線トランシーバ、基本サービスセ
ット（ＢＳＳ）、拡張サービスセット（ＥＳＳ）、ノードＢ、ｅノードＢ（ｅＮＢ）、ホ
ームノードＢ、ホームｅノードＢ、またはいくつかの他の適切な用語で呼ばれる場合があ
る。基地局のためのカバレージエリア１１０は、カバレージエリアの一部分のみを構成す
るセクタ（図示せず）に分割され得る。システム１００は、異なるタイプの基地局１０５
（たとえば、マクロ基地局、マイクロ基地局、および／またはピコ基地局）を含み得る。
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異なる技術に対して重複するカバレージエリアが存在し得る。
【００６３】
　[0079]いくつかの実施形態では、システム１００は、１つまたは複数のＬＴＥ／ＬＴＥ
－Ａ無認可スペクトルの動作モードまたは展開シナリオをサポートするＬＴＥ／ＬＴＥ－
Ａネットワークであり得る。他の実施形態では、システム１００は、無認可スペクトルお
よびＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａと異なるアクセス技術、または認可スペクトルおよびＬＴＥ／Ｌ
ＴＥ－Ａと異なるアクセス技術を使用する、ワイヤレス通信をサポートし得る。発展型ノ
ードＢ（ｅＮＢ）およびユーザ機器（ＵＥ）という用語は、一般に、それぞれ基地局１０
５とデバイス１１５とを説明するために使用され得る。システム１００は、異なるタイプ
のｅＮＢが様々な地理的領域にカバレージを提供する、認可スペクトルおよび無認可スペ
クトルにおける異種ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａネットワークであり得る。たとえば、各ｅＮＢ１
０５は、マクロセル、ピコセル、フェムトセル、および／または他のタイプのセルに通信
カバレージを提供し得る。ピコセル、フェムトセル、および／または他のタイプのセルな
どのスモールセルは、低電力ノードすなわちＬＰＮを含み得る。マクロセルは、概して、
比較的大きい地理的エリア（たとえば、半径数キロメートル）をカバーし、ネットワーク
プロバイダのサービスに加入しているＵＥによる無制限アクセスを可能にし得る。ピコセ
ルは、概して、比較的小さい地理的エリアをカバーすることになり、ネットワークプロバ
イダのサービスに加入しているＵＥによる無制限アクセスを可能にし得る。また、フェム
トセルは、概して、比較的小さい地理的エリア（たとえば、自宅）をカバーすることにな
り、無制限アクセスに加えて、フェムトセルとの関連を有するＵＥ（たとえば、限定加入
者グループ（ＣＳＧ：closed subscriber group）中のＵＥ、自宅内のユーザのためのＵ
Ｅなど）による制限付きアクセスをも可能にし得る。マクロセルのためのｅＮＢはマクロ
ｅＮＢと呼ばれることがある。ピコセルのためのｅＮＢはピコｅＮＢと呼ばれることがあ
る。また、フェムトセルのためのｅＮＢはフェムトｅＮＢまたはホームｅＮＢと呼ばれる
ことがある。ｅＮＢは、１つまたは複数の（たとえば、２つ、３つ、４つなどの）セルを
サポートし得る。
【００６４】
　[0080]コアネットワーク１３０は、バックホール１３２（たとえば、Ｓ１など）を介し
てｅＮＢ１０５と通信し得る。ｅＮＢ１０５はまた、たとえば、バックホールリンク１３
４（たとえば、Ｘ２など）を介しておよび／またはバックホール１３２を介して（たとえ
ば、コアネットワーク１３０を通して）、直接的または間接的に互いに通信し得る。シス
テム１００は同期動作または非同期動作をサポートし得る。同期動作の場合、ｅＮＢは同
様のフレームタイミングおよび／またはゲーティングタイミングを有し得、異なるｅＮＢ
からの伝送は時間的にほぼ整合され得る。非同期動作の場合、ｅＮＢは異なるフレームタ
イミングおよび／またはゲーティングタイミングを有し得、異なるｅＮＢからの伝送は時
間的に整合されない場合がある。本明細書で説明される技法は、同期動作または非同期動
作のいずれかに対して使用され得る。
【００６５】
　[0081]ＵＥ１１５はシステム１００全体にわたって分散され、各ＵＥは固定またはモバ
イルであり得る。ＵＥ１１５はまた、当業者によって、移動局、加入者局、モバイルユニ
ット、加入者ユニット、ワイヤレスユニット、リモートユニット、モバイルデバイス、ワ
イヤレスデバイス、ワイヤレス通信デバイス、リモートデバイス、モバイル加入者局、ア
クセス端末、モバイル端末、ワイヤレス端末、リモート端末、ハンドセット、ユーザエー
ジェント、モバイルクライアント、クライアント、または何らかの他の適切な用語で呼ば
れる場合がある。ＵＥ１１５は、セルラー電話、携帯情報端末（ＰＤＡ）、ワイヤレスモ
デム、ワイヤレス通信デバイス、ハンドヘルドデバイス、タブレットコンピュータ、ラッ
プトップコンピュータ、コードレスフォン、ワイヤレスローカルループ（ＷＬＬ）局など
であり得る。ＵＥは、マクロｅＮＢ、ピコｅＮＢ、フェムトｅＮＢ、リレーなどと通信す
ることが可能であり得る。
【００６６】
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　[0082]システム１００中に示された通信リンク１２５は、モバイルデバイス１１５から
基地局１０５へのアップリンク（ＵＬ）伝送、および／または基地局１０５からモバイル
デバイス１１５へのダウンリンク（ＤＬ）伝送を含み得る。ダウンリンク伝送は順方向リ
ンク伝送と呼ばれることもあり、一方、アップリンク伝送は逆方向リンク伝送と呼ばれる
こともある。ダウンリンク伝送は、認可スペクトル（たとえば、ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ認可
スペクトル）、無認可スペクトル（たとえば、ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ無認可スペクトル）、
または両方を使用して行われ得る。同様に、アップリンク伝送は、認可スペクトル（たと
えば、ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ認可スペクトル）、無認可スペクトル（たとえば、ＬＴＥ／Ｌ
ＴＥ－Ａ無認可スペクトル）、または両方を使用して行われ得る。
【００６７】
　[0083]システム１００のいくつかの実施形態では、ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ無認可スペクト
ルのための様々な展開シナリオは、認可スペクトルの中のＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａダウンリン
ク容量が無認可スペクトルへオフロードされ得る補助ダウンリンクモードと、ＬＴＥ／Ｌ
ＴＥ－Ａダウンリンク容量とＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａアップリンク容量の両方が認可スペクト
ルから無認可スペクトルへオフロードされ得るキャリアアグリゲーションモードと、基地
局（たとえば、ｅＮＢ）とＵＥとの間のＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａダウンリンク通信およびＬＴ
Ｅ／ＬＴＥ－Ａアップリンク通信が無認可スペクトルの中で行われ得るスタンドアロンモ
ードとを含んでサポートされ得る。基地局１０５およびＵＥ１１５は、これらまたは同様
の動作モードのうちの１つまたは複数をサポートし得る。ＯＦＤＭＡ通信信号は、無認可
スペクトルおよび／または認可スペクトルの中のＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａダウンリンク伝送の
ために通信リンク１２５の中で使用され得、ＳＣ－ＦＤＭＡ通信信号は、無認可スペクト
ルおよび／または認可スペクトルの中のＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａアップリンク伝送のために通
信リンク１２５の中で使用され得る。システム１００などのシステムにおける、無認可ス
ペクトルの中のＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａの展開シナリオまたは動作モードの実装形態に関する
さらなる詳細、およびより詳細には、無認可スペクトルの中のキャリアアグリゲーション
モードでのＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａアップリンク伝送に関するさらなる詳細、ならびにＬＴＥ
／ＬＴＥ－Ａ無認可スペクトルの動作に関する他の特徴および機能を、図２Ａ～図２０を
参照しながら以下に提供する。
【００６８】
　[0084]次に図２Ａを参照すると、図２００は、無認可スペクトルをサポートするＬＴＥ
／ＬＴＥ－Ａネットワークのための補助ダウンリンクモードおよびキャリアアグリゲーシ
ョンモードの例を示す。図２００は、図１のシステム１００の部分の一例であり得る。そ
の上、基地局２０５は図１の基地局１０５の一例であり得、ＵＥ２１５、２１５－ａ、お
よび２１５－ｂは図１のＵＥ１１５の例であり得る。
【００６９】
　[0085]図２００における補助ダウンリンクモードの例では、基地局２０５は、ＯＦＤＭ
Ａ通信信号をＵＥ２１５へダウンリンク２２０を使用して送信し得る。ダウンリンク２２
０は、無認可スペクトルの中の周波数Ｆ１に関連付けられている。基地局２０５は、ＯＦ
ＤＭＡ通信信号を同じＵＥ２１５に双方向リンク２２５を使用して送信し得、ＳＣ－ＦＤ
ＭＡ通信信号をそのＵＥ２１５から双方向リンク２２５を使用して受信し得る。双方向リ
ンク２２５は、認可スペクトルの中の周波数Ｆ４に関連付けられている。無認可スペクト
ルの中のダウンリンク２２０および認可スペクトルの中の双方向リンク２２５は、同時に
動作し得る。ダウンリンク２２０は、ダウンリンク容量のオフロードを基地局２０５に提
供し得る。いくつかの実施形態では、ダウンリンク２２０は、ユニキャストサービス（た
とえば、１つのＵＥへアドレス指定される）のサービスのために、またはマルチキャスト
サービス（たとえば、いくつかのＵＥへアドレス指定される）のために使用され得る。こ
のシナリオは、認可スペクトルを使用しトラフィックおよび／またはシグナリングの混雑
のうちの一部を緩和する必要がある、任意のサービスプロバイダ（たとえば、従来のモバ
イルネットワークオペレータすなわちＭＮＯ）に対して生じ得る。
【００７０】
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　[0086]図２００におけるキャリアアグリゲーションモードの１つの例では、基地局２０
５は、ＯＦＤＭＡ通信信号をＵＥ２１５－ａへ双方向リンク２３０を使用して送信し得、
ＳＣ－ＦＤＭＡ通信信号を同じＵＥ２１５－ａから双方向リンク２３０を使用して受信し
得る。双方向リンク２３０は、無認可スペクトル内の周波数Ｆ１に関連付けられている。
基地局２０５はまた、ＯＦＤＭＡ通信信号を同じＵＥ２１５－ａへ双方向リンク２３５を
使用して送信し得、ＳＣ－ＦＤＭＡ通信信号を同じＵＥ２１５－ａから双方向リンク２３
５を使用して受信し得る。双方向リンク２３５は、認可スペクトルの中の周波数Ｆ２に関
連付けられている。双方向リンク２３０は、ダウンリンク容量およびアップリンク容量の
オフロードを基地局２０５に提供し得る。上記で説明した補助ダウンリンクのように、こ
のシナリオは、認可スペクトルを使用しトラフィックおよび／またはシグナリングの混雑
のうちの一部を緩和する必要がある、任意のサービスプロバイダ（たとえば、ＭＮＯ）に
対して生じ得る。
【００７１】
　[0087]図２００におけるキャリアアグリゲーションモードの別の例では、基地局２０５
は、ＯＦＤＭＡ通信信号をＵＥ２１５－ｂへ双方向リンク２４０を使用して送信し得、Ｓ
Ｃ－ＦＤＭＡ通信信号を同じＵＥ２１５－ｂから双方向リンク２４０を使用して受信し得
る。双方向リンク２４０は、無認可スペクトルの中の周波数Ｆ３に関連付けられている。
基地局２０５はまた、ＯＦＤＭＡ通信信号を同じＵＥ２１５－ｂへ双方向リンク２４５を
使用して送信し得、ＳＣ－ＦＤＭＡ通信信号を同じＵＥ２１５－ｂから双方向リンク２４
５を使用して受信し得る。双方向リンク２４５は、認可スペクトルの中の周波数Ｆ２に関
連付けられている。双方向リンク２４０は、ダウンリンク容量およびアップリンク容量の
オフロードを基地局２０５に提供し得る。この例および上記で提供した例は、説明のため
に提示され、容量のオフロードのために認可スペクトルおよび無認可スペクトルの中のＬ
ＴＥ／ＬＴＥ－Ａを組み合わせる他の同様の動作モードまたは展開シナリオが存在し得る
。
【００７２】
　[0088]上記で説明したように、ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ無認可スペクトルを使用することに
よって提供される容量のオフロードから利益を得ることができる典型的なサービスプロバ
イダは、ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ認可スペクトルを用いる従来のＭＮＯである。これらのサー
ビスプロバイダにとって、運用上の構成は、認可スペクトル上のＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ　１
次コンポーネントキャリア（ＰＣＣ）と無認可スペクトル上のＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ　２次
コンポーネントキャリア（ＳＣＣ）とを使用するブートストラップモード（たとえば、補
助ダウンリンク、キャリアアグリゲーション）を含み得る。
【００７３】
　[0089]キャリアアグリゲーションモードでは、データおよび制御は、一般にＬＴＥ／Ｌ
ＴＥ－Ａ認可スペクトルの中で（たとえば、双方向リンク２２５、２３５、および２４５
を介して）通信され得、データは、一般にＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ無認可スペクトルの中で（
たとえば、双方向リンク２３０および２４０を介して）通信され得る。ＬＴＥ／ＬＴＥ－
Ａ無認可スペクトルを使用する場合にサポートされるキャリアアグリゲーションメカニズ
ムは、ハイブリッド周波数分割複信－時分割複信（ＦＤＤ－ＴＤＤ）キャリアアグリゲー
ション、またはコンポーネントキャリアにわたって異なる対称性を伴うＴＤＤ－ＴＤＤキ
ャリアアグリゲーションの範疇に入り得る。
【００７４】
　[0090]図２Ｂは、図２Ａに関して上記で説明したＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ無認可スペクトル
のためのキャリアアグリゲーションモードのより詳細な例を示す図２５０を示す。この例
では、基地局２０５は、ＯＦＤＭＡ通信信号をＵＥ２１５－ａへ双方向リンク２３０のダ
ウンリンク（ＤＬ）を介して送信し得、ＳＣ－ＦＤＭＡ通信信号を同じＵＥ２１５－ａか
ら双方向リンク２３０のアップリンク（ＵＬ）を介して受信し得る。上記で説明したよう
に、双方向リンク２３０は、無認可スペクトルの中の周波数Ｆ１に関連付けられている。
基地局２０５はまた、ＯＦＤＭＡ通信信号を同じＵＥ２１５－ａへ双方向リンク２３５の
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ＤＬを介して送信し得、ＳＣ－ＦＤＭＡ通信信号を同じＵＥ２１５－ａから双方向リンク
２３５のＵＬを介して受信し得る。双方向リンク２３５は、認可スペクトルの中の周波数
Ｆ２に関連付けられている。双方向リンク２３０は、ダウンリンク容量およびアップリン
ク容量のオフロードを基地局２０５に提供し得る。このシナリオは、認可スペクトルを使
用しトラフィックおよび／またはシグナリングの混雑のうちの一部を緩和する必要がある
、任意のサービスプロバイダ（たとえば、ＭＮＯ）に対して生じ得る。シグナリングおよ
び／または制御情報は、一般に、基地局２０５とＵＥ２１５－ａとの間で双方向リンク２
３５のＵＬとＤＬとを使用して通信され得る。しかしながら、一部のシグナリングおよび
／または制御情報が、基地局２０５とＵＥ２１５－ａとの間で双方向リンク２３０のＵＬ
とＤＬとを使用して通信され得る事例があり得る。
【００７５】
　[0091]図３は、キャリアアグリゲーション動作モードに関するＵＥ３１５とｅＮＢ３０
５との間の通信の一例を示すメッセージフロー図３００である。ＵＥ３１５は、図１、図
２Ａ、および／または図２Ｂを参照しながら説明したＵＥ１１５および２１５のうちの１
つまたは複数の態様の一例であり得、ｅＮＢ３０５は、図１、図２Ａ、および／または図
２Ｂを参照しながら説明したｅＮＢ１０５および２０５のうちの１つまたは複数の態様の
一例であり得る。
【００７６】
　[0092]メッセージフローは、スケジューリング情報３２０をｅＮＢ３０５へ、認可スペ
クトル（たとえば、ＬＴＥスペクトル）上で搬送されるアップリンクを介して送信するＵ
Ｅ３１５を含み得る。場合によっては、スケジューリング情報は、スケジューリング要求
（ＳＲ）、バッファステータス報告（ＢＳＲ）、ならびに認可スペクトルと関連した電力
ヘッドルームおよび無認可スペクトル（たとえば、ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ無認可スペクトル
）と関連した電力ヘッドルームを示す電力ヘッドルーム報告（ＰＨＲ）のうちの、１つま
たは複数を含み得る。電力ヘッドルーム報告は、各スペクトルに対して、ＵＥ３１５の現
在の送信電力とＵＥ３１５の最大送信電力との間の差を示し得る。このことにより、ｅＮ
Ｂ３０５は、認可スペクトルまたは無認可スペクトルの中のチャネル状態（たとえば、チ
ャネル品質）に応じて、送信電力を調整できるようになり得る。場合によっては、ＰＨＲ
は、過去のクリアチャネルアセスメント（ＣＣＡ）履歴に基づいてバイアスをかけられ得
る。
【００７７】
　[0093]ｅＮＢ３０５は、スケジューリング情報３２０を受信し得、スケジューリング情
報に少なくとも部分的に基づいて、アップリンク（ＵＬ）許可３３０をＵＥ３１５へ認可
スペクトル上で搬送されるダウンリンクを介して送信し得る。ＵＬ許可（すなわち、「無
認可スペクトルＵＬ許可」）３３０は、ＵＬ許可と関連したＵＥ３１５による伝送の前に
、無認可スペクトルの利用可能性を決定するためのＣＣＡを実行するように、ＵＥ３１５
をトリガするように構成され得る。
【００７８】
　[0094]図４は、キャリアアグリゲーション動作モードに関してｅＮＢおよびＵＥによっ
て行われる伝送の一例を示すタイミング図４００である。ｅＮＢによる伝送４１０は、図
１、図２Ａ、図２Ｂ、および／または図３を参照しながら説明したｅＮＢ１０５、２０５
、および３０５のうちの１つによって行われる伝送の一例であり得、ＵＥによる伝送４２
０は、図１、図２Ａ、図２Ｂ、および／または図３を参照しながら説明したＵＥ１１５、
２１５、および３１５のうちの１つによって行われる伝送の一例であり得る。ｅＮＢによ
る伝送４１０は、認可スペクトル（たとえば、ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ認可スペクトル）のダ
ウンリンク（ＤＬ）を介して行われ得、ＵＥによって行われる伝送４２０は、無認可スペ
クトル（たとえば、ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ無認可スペクトル）のアップリンクを介して行わ
れ得る。
【００７９】
　[0095]最初に、ｅＮＢは、認可スペクトルのダウンリンク（ＤＬ）を介してＵＬ許可を
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送信（Ｔｘ）し得る。ＵＬ許可は、場合によっては、ｅＮＢによって（たとえば、ＵＥか
ら）受信されたスケジューリング情報に少なくとも部分的に基づき得る。ＵＬ許可は、ア
ップリンク許可と関連した伝送（たとえば、ＵＥによる伝送）の前に、無認可スペクトル
の利用可能性を決定するためのクリアチャネルアセスメント（ＣＣＡ）をトリガするよう
に構成され得る。
【００８０】
　[0096]サブフレーム（ＳＦ）ｋにおいて、ＵＬ許可は、認可スペクトルのＤＬを介して
受信され得る。パラメータｋの値は、伝送遅延および／または他の変数に基づき得、場合
によっては、あらかじめｅＮＢおよびＵＥによって知られ得る。
【００８１】
　[0097]サブフレームｋ＋ｎ－１において、ここでｎはＵＬ許可の中で規定される、また
はあらかじめＵＥおよびｅＮＢによって知られているパラメータであり、ＵＥは、無認可
スペクトルの利用可能性を決定するために、ＣＣＡ４３０を実行し得る。ＣＣＡ４３０は
、ＵＬ許可と関連した伝送（たとえば、ＵＥによる伝送）の前に実行され得る。無認可ス
ペクトルが利用できるという決定がなされる（すなわち、ＣＣＡが成功した）場合、デー
タは、ｅＮＢへサブフレームｋ＋ｎの中の無認可スペクトルを使用して送信され得る。し
かしながら、無認可スペクトルが利用できないという決定がなされる（すなわち、ＣＣＡ
が成功しなかった）場合、ＵＬ許可は、無視（ｉｇｎｏｒｅ）または無視（ｄｉｓｒｅｇ
ａｒｄ）され得る。場合によっては、ＵＥは、無認可スペクトルが利用できないと決定す
ると、信号をｅＮＢへ認可スペクトルの中で送信し得る。信号は、無認可スペクトルの非
利用可能性を示すメッセージを含み得る。
【００８２】
　[0098]場合によっては、データの伝送は、サブフレームｋ＋ｎで始まりｐ個のサブフレ
ームにわたって（たとえば、サブフレームｋ＋ｎ＋ｐ－１まで）継続してもよく、ここで
ｐはＵＬ許可の中で規定されるパラメータである。パラメータｐは、ＵＬ許可が適用でき
るサブフレームのサブセットを示し得る。サブフレームのサブセットは、サブセットの中
のいくつかのサブフレーム、サブセットの中の連続するサブフレーム間の時間間隔、およ
びアップリンク許可の受信の時間とサブセットの中のサブフレームの最初の出現との間の
初期オフセットのうちの、１つまたは複数の観点から規定され得る。ｐ＝１の場合、ＵＬ
許可は非持続的と見なされ得る。ｐ＞１の場合、ＵＬ許可は持続的と見なされ得る。－す
なわち、ＵＬ許可は、ＵＥが無認可スペクトルのアップリンクの、１つを越えるサブフレ
ームの中でデータを送信できるようにし得る。場合によっては、ＵＥは、無認可スペクト
ルのアップリンクの、１つを越えるサブフレームの中でデータを送信する前に、ＣＣＡを
一度実行してもよい。他の場合には、ＵＥは、ＵＥがその中で無認可スペクトルを介して
データを送信しようと望む各それぞれのサブフレームの前に、ＣＣＡを実行することが必
要となる場合がある。
【００８３】
　[0099]サブフレームｋ＋ｎ＋ｍにおいて、ｅＮＢは、ｅＮＢがＵＥからの伝送を無認可
スペクトルのアップリンクを介して受信したかどうかに応じて、ハイブリッド自動再送要
求（ＨＡＲＱ）のＡＣＫ／ＮＡＣＫなどの肯定応答（ＡＣＫ）または否定応答（ＮＡＣＫ
）を送信し得る。ＡＣＫまたはＮＡＣＫは、信頼性を向上させるために、認可スペクトル
のダウンリンクを介して送信され得る。
【００８４】
　[0100]場合によっては、ｅＮＢによって提供されるＵＬ許可は、固定の物理リソースブ
ロック（ＰＲＢ）の割振りと、変調コーディング方式（ＭＣＳ）とを規定し得る。他の場
合には、ＵＬ許可は、固定のＰＲＢの割振りと、可変のＭＣＳの割振りとを規定し得る。
可変のＭＣＳの割振りにより、ＵＥはチャネル状態に基づいてそのＭＣＳを変更できるよ
うになり得る。他の場合には、ＵＬ許可は、ＭＣＳの割振りを規定することなく、固定の
ＰＲＢの割振りを規定し得る。それらの場合には、ＵＥは、ＵＬ許可を受信するとＭＣＳ
を決定し得、アップリンク伝送のために使用されるべきＭＣＳを示すために、割り振られ
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たＰＲＢを伴うリソース要素のセットを介してメッセージをｅＮＢへ送信し得る。
【００８５】
　[0101]図５は、ＵＥ５１５がそのＭＣＳを変更することを許可されている場合の、キャ
リアアグリゲーション動作モードに関するＵＥ５１５とｅＮＢ５０５との間の通信の一例
を示すメッセージフロー図５００である。ＵＥ５１５は、図１、図２Ａ、図２Ｂ、および
／または図３を参照しながら説明したＵＥ１１５、２１５、および３１５のうちの１つま
たは複数の態様の一例であり得、ｅＮＢ５０５は、図１、図２Ａ、図２Ｂ、および／また
は図３を参照しながら説明したｅＮＢ１０５、２０５、および３０５のうちの１つまたは
複数の態様の一例であり得る。図５に示すメッセージフローは、本明細書で説明される様
々な他のメッセージフローと統合され得る。
【００８６】
　[0102]メッセージフローは、ブロック５２０において、ＵＥ５１５がそのＭＣＳの変更
を識別することを含み得る。ＵＥ５１５は、そのＵＬ許可によって割り振られたＰＲＢ内
のリソース要素のセットを介して、メッセージ５３０を送信し得る。メッセージ５３０は
、識別されたＭＣＳの変更を示すアップリンクのトランスポートフォーマット指標（ＴＦ
Ｉ）の一部として提供され得る。
【００８７】
　[0103]ｅＮＢ５０５は、メッセージ５３０を受信し得、メッセージ５３０に少なくとも
部分的に基づいて、ＭＣＳの割振りの変更に留意し得る。いくつかの実施形態では、ｅＮ
Ｂ５０５は、次のＵＬ許可をＵＥ５１５に与えるとき、ＭＣＳを考慮に入れることができ
る。すなわち、ｅＮＢ５０５とＵＥ５１５との間の後続の通信は、ＵＥ５１５によって識
別されｅＮＢ５０５に通信されたＭＣＳの割振りの変更に基づき得る。
【００８８】
　[0104]図６Ａは、キャリアアグリゲーション動作モードに関してｅＮＢおよびＵＥによ
って行われる伝送の別の例を示すタイミング図６００である。ｅＮＢによる伝送６１０は
、図１、図２Ａ、図２Ｂ、図３、および／または図５を参照しながら説明したｅＮＢ１０
５、２０５、２０５、および５０５のうちの１つによって行われる伝送の一例であり得、
ＵＥによる伝送６２０、６４０は、図１、図２Ａ、図２Ｂ、図３、および／または図５を
参照しながら説明したＵＥ１１５、２１５、３１５および５１５のうちの１つによって行
われる伝送の一例であり得る。ｅＮＢによる伝送６１０は、認可スペクトル（たとえば、
ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ認可スペクトル）のダウンリンク（ＤＬ）を介して行われ得、ＵＥに
よる伝送６２０および６４０は、それぞれ無認可スペクトル（たとえば、ＬＴＥ／ＬＴＥ
－Ａ無認可スペクトル）のアップリンクおよび認可スペクトルのアップリンクを介して行
われ得る。
【００８９】
　[0105]最初に、ｅＮＢは、ＵＬ許可を認可スペクトルのダウンリンクを介して送信し得
る。ＵＬ許可は、場合によっては、ｅＮＢによって（たとえば、ＵＥから）受信されたス
ケジューリング情報に少なくとも部分的に基づき得る。ＵＬ許可は、アップリンク許可と
関連した伝送（たとえば、ＵＥによる伝送）の前に、無認可スペクトルの利用可能性を決
定するためのＣＣＡをトリガするように構成され得る。
【００９０】
　[0106]サブフレームｋにおいて、ＵＬ許可は、認可スペクトルのＤＬを介して受信され
得る。パラメータｋの値は、伝送遅延および／または他の変数に基づき得、場合によって
は、あらかじめｅＮＢおよびＵＥによって知られ得る。
【００９１】
　[0107]サブフレームｋ＋ｎ－１において、ここでｎはＵＬ許可の中で規定される、また
はあらかじめＵＥおよびｅＮＢによって知られているパラメータであり、ＵＥは、無認可
スペクトルの利用可能性を決定するために、ＣＣＡ６３０を実行し得る。ＣＣＡ４３０は
、ＵＬ許可と関連した伝送（たとえば、ＵＥによる伝送）の前に実行され得る。無認可ス
ペクトルが利用できるという決定がなされる場合、データは、ｅＮＢへサブフレームｋ＋
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ｎの中の無認可スペクトルを使用して送信され得る。しかしながら、無認可スペクトルが
利用できないという決定がなされる場合、データは、ｅＮＢへ認可スペクトルを使用して
送信され得る。
【００９２】
　[0108]図６Ａに示すように、認可スペクトルを使用する伝送は、サブフレームｋ＋ｎ（
すなわち、伝送が無認可スペクトルの中で行われることになる同じサブフレーム）におい
て始まってもよい。交代に、また図６Ｂに示すように、認可スペクトルを使用する伝送は
、伝送が無認可スペクトルの中で行われることになるサブフレームｋ＋ｎと異なる、サブ
フレームｋ＋ｎ＋ｄ１において始まってもよい。パラメータｄ１は、場合によっては、い
くつかの数のサブフレームの遅延であり得る。パラメータｄ１を採用することによって、
ＵＥが、無認可スペクトルが利用できると決定するとともに認可スペクトルに対するＵＬ
許可が必要とされない場合、認可スペクトル上のフォールバック伝送を可能にするＵＬ許
可は、譲渡および再割り振りされ得る。すなわち、ｅＮＢが、無認可スペクトルがアップ
リンク伝送のために使用されたことを検出する場合、認可スペクトルを介した伝送に対す
るＵＬ許可の一部として割り振られたリソースは、解放および再割り振りされ得る。
【００９３】
　[0109]ｅＮＢは、複数のＵＥによる伝送の間の衝突の可能性を、異なるＵＥに異なるパ
イロットシーケンスを割り当てることによって軽減し得、それらのパイロットシーケンス
は、ｅＮＢによって復号され、区別され得る。場合によっては、異なるパイロットシーケ
ンスは、認可スペクトルの対応する物理アップリンク共有チャネル（ＰＵＳＣＨ）リソー
スの中の直交復調基準信号（ＤＭ－ＲＳ）であり得る。
【００９４】
　[0110]場合によっては、ＵＥによるデータの伝送は、サブフレームｋ＋ｎまたはｋ＋ｎ
＋ｄ１において始まりｐ０個またはｐ１個のサブフレームにわたって継続してもよく、こ
こで、ｐ０およびｐ１はＵＬ許可の中で規定されるパラメータである。パラメータｐ０は
、ＵＬ許可が無認可スペクトルの中で適用できるサブフレームの第１のサブセットを示し
得、パラメータｐ１は、ＵＬ許可が認可スペクトルの中で適用できるサブフレームの第２
のサブセットを示し得る。たとえば、無認可スペクトルを使用してデータを送信する場合
、ＵＥはサブフレームｐ０の第１のサブセット（または期間）の中でデータを送信し得る
が、認可スペクトルを使用してデータを送信する場合、ＵＥはサブフレームｐ１の第２の
サブセット（または期間）の中でデータを送信し得る。サブフレームの第１のサブセット
は、サブフレームの第２のサブセットよりも小さくても、それと等しくても、またはそれ
よりも大きくてもよい。しかしながら、無認可スペクトルが認可スペクトルよりも多くの
利用できる帯域幅を有する場合、サブフレームの第１のサブセットをサブフレームの第２
のサブセットよりも大きくさせることは有用であり得る。場合によっては、サブフレーム
の第１のサブセットは、サブフレームの第２のサブセットを含み得る。サブフレームの第
１および第２のサブセットは、同じサブフレームの中で、または異なる（すなわち、オフ
セットまたは遅延した）サブフレームにおいて開始し得る。サブフレームの第１および第
２のサブセットの各々は、サブセットの中のいくつかのサブフレーム、サブセットの中の
連続するサブフレーム間の時間間隔、およびアップリンク許可の受信の時間とサブセット
の中のサブフレームの最初の出現との間の初期オフセットのうちの、１つまたは複数の観
点から規定され得る。
【００９５】
　[0111]サブフレームｋ＋ｎ＋ｍにおいて、ｅＮＢは、ｅＮＢが無認可スペクトルおよび
／または認可スペクトルのアップリンクを介してＵＥから伝送を受信したかどうかに応じ
て、ＨＡＲＱのＡＣＫ／ＮＡＣＫなどの肯定応答（ＡＣＫ）または否定応答（ＮＡＣＫ）
を送信し得る。ＡＣＫまたはＮＡＣＫは、信頼性を向上させるために、認可スペクトルの
ダウンリンクを介して送信され得る。
【００９６】
　[0112]図７は、ワイヤレス通信のための方法７００の一例を示すフローチャートである
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。明快のために、方法７００について、図１、図２Ａ、図２Ｂ、図３、および／または図
５に示す、ｅＮＢ１０５、２０５、３０５、および５０５、またはＵＥ１１５、２１５、
３１５、および５１５のうちの１つを参照しながら以下で説明する。一実施形態では、Ｕ
Ｅのうちの１つは、以下で説明する機能を実行するために、ＵＥの機能要素を制御するた
めのコードの１つまたは複数のセットを実行し得る。
【００９７】
　[0113]ブロック７０５において、アップリンク許可は、認可スペクトルを介して受信さ
れ得る。いくつかの実施形態では、アップリンク許可は、ＵＥによってｅＮＢから受信さ
れ得る。いくつかの実施形態では、認可スペクトルは、ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａスペクトルを
含み得る。アップリンク許可は、優先シーケンスの中の各アップリンク許可がそれぞれの
コンポーネントキャリアにその中で関連付けられる、アップリンク許可の優先シーケンス
を含み得る。
【００９８】
　[0114]いくつかの実施形態では、優先シーケンスの中の各ＵＬ許可は、それぞれのコン
ポーネントキャリアに対するＰＲＢのセット、およびアップリンク許可が適用できるサブ
フレームのサブセットのうちの、一方または両方を含み得る。サブフレームのサブセット
は、サブセットの中のいくつか（期間）のサブフレーム、サブセットの中の連続するサブ
フレーム間の時間間隔、およびアップリンク許可の受信の時間とサブセットの中のサブフ
レームの最初の出現との間の初期オフセットまたは遅延のうちの、１つまたは複数の観点
から規定され得る。たとえば、アップリンク許可の優先シーケンスは、パラメータのセッ
ト｛Ｇｋ＝（ｆk，ｒk，ｐk）｜ｋ＝１，２，．．．，Ｎ｝を規定し得、ここで、各ｆkは
無認可スペクトルまたは認可スペクトルの中のコンポーネントキャリアであり、ｒkはそ
れぞれのコンポーネントキャリアに対するＰＲＢのセットであり、ｐkは、たとえばサブ
フレーム単位で規定される、許可の持続性である。
【００９９】
　[0115]場合によっては、優先シーケンスの中のＵＬ許可の中のパラメータは、優先シー
ケンスの中の別のＵＬ許可の中のそれぞれのパラメータから暗黙のうちに決定され得る。
このことは、アップリンク許可の優先シーケンスの一部として送信されることを必要とす
るパラメータの数を低減し得る。たとえば、リストの中の最後の許可は、認可スペクトル
の中のキャリアであり得る１次コンポーネントキャリア（ＰＣＣ）に対する許可であり得
る。さらなる例として、パラメータｐk+1は、すべてのｋに対してｐk－１と等しくあり得
、またはｐk+1はｃｅｉｌ（ｐk／２）と等しくあり得る。さらなる例として、ｋ＞１に対
して、許可パラメータＧkは、無線リソース制御（ＲＲＣ）シグナリングを使用して体系
的に構成され得る。この場合には、優先シーケンスは、シーケンスの中の第１の許可、Ｇ

1を動的に生成し、優先シーケンスの中で先行するキャリアに対してＣＣＡが失敗したと
き、持続的な割当てＧ2，Ｇ3，．．．，ＧNを活性化するために使用される。
【０１００】
　[0116]ブロック７１０および７１５において、またアップリンク許可の優先シーケンス
に応答して、ＣＣＡは、無認可スペクトルの利用可能性を決定するために実行され得る。
場合によっては、ＣＣＡは、１）ブロック７１０において、利用可能性を決定するために
、アップリンク許可の優先シーケンスに関連付けられているコンポーネントキャリアのう
ちの少なくとも１つでＣＣＡを実行すること、および２）ブロック７１５において、デー
タを送信する際の使用のために利用できると認められたコンポーネントキャリアのうちの
１つを識別することによって、実行され得る。１つの例では、ＵＥは、ｋ＝１で始まる各
コンポーネントキャリアｆkに対してＣＣＡを連続的に実行し得る。ｆnに対応する無認可
スペクトルが利用できると決定すると、さらなるＣＣＡは実行される必要が無くてもよい
。別の例では、優先シーケンスの中のアップリンク許可のサブセットに対応するコンポー
ネントキャリアは、利用できると認められ得、データを送信する際の使用のための１つの
コンポーネントキャリアは、利用できると認められたコンポーネントキャリアの中から、
サブセットの中で最も優先度の高いアップリンク許可に対応するコンポーネントキャリア
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を選択することによって識別され得る。
【０１０１】
　[0117]ブロック７２０において、ＵＬデータは、識別されたコンポーネントキャリアを
使用して（たとえば、ＵＥ１１５からｅＮＢ１０５へ）送信され得る。たとえば、ＵＥは
、次のｐn個のサブフレームに対して、コンポーネントキャリアｆn上でＰＲＢ　ｒnを使
用してデータを送信し得る。図７に示さないが、特定の優先度のＵＬ許可に対するコンポ
ーネントキャリアが利用できるものと決定される場合、より低い優先度の使用されていな
いＵＬ許可は解放され得る。
【０１０２】
　[0118]いくつかの実施形態では、優先シーケンスの中のアップリンク許可の中のパラメ
ータは、優先シーケンスの中の別のアップリンク許可の中のそれぞれのパラメータから暗
黙のうちに決定され得る。いくつかの実施形態では、優先シーケンスの相異なるアップリ
ンク許可の中のパラメータ間の暗黙の関係は、無線リソース制御（ＲＲＣ）シグナリング
を通じて少なくとも部分的に規定され得る。
【０１０３】
　[0119]したがって、方法７００はワイヤレス通信を提供し得る。方法７００は一実装形
態にすぎず、方法７００の動作は、他の実装形態が可能であるように再構成あるいは修正
されてよいことに留意されたい。
【０１０４】
　[0120]図８は、ＵＥ８１５とｅＮＢ８０５との間の通信の一例を示すメッセージフロー
図８００である。ＵＥ８１５は、図１、図２Ａ、図２Ｂ、図３、および／または図５を参
照しながら説明したＵＥ１１５、２１５、３１５、および５１５のうちの１つまたは複数
の態様の一例であり得、ｅＮＢ８０５は、図１、図２Ａ、図２Ｂ、図３、および／または
図５を参照しながら説明したｅＮＢ１０５、２０５、３０５、および５０５のうちの１つ
または複数の態様の一例であり得る。
【０１０５】
　[0121]メッセージフローは、ＵＥ８１５が、スケジューリング情報８２０をｅＮＢ８０
５へ、認可スペクトル（たとえば、ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ認可スペクトル）上で搬送される
アップリンクを介して送信することを含み得る。場合によっては、スケジューリング情報
は、スケジューリング要求、バッファステータス報告、ならびに認可スペクトルと関連し
た電力ヘッドルームおよび無認可スペクトル（たとえば、ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ無認可スペ
クトル）と関連した電力ヘッドルームを示す電力ヘッドルーム報告のうちの、１つまたは
複数を含み得る。電力ヘッドルーム報告は、各スペクトルに対して、ＵＥ８１５の現在の
送信電力とＵＥ８１５の最大送信電力との間の差を示し得る。このことにより、ｅＮＢ８
０５は、認可スペクトルまたは無認可スペクトルの中のチャネル状態（たとえば、チャネ
ル品質）に応じて、送信電力を調整できるようになり得る。場合によっては、電力ヘッド
ルームは、過去のＣＣＡ履歴に基づいてバイアスをかけられ得る。
【０１０６】
　[0122]ｅＮＢ８０５は、スケジューリング情報８２０を受信し得、スケジューリング情
報に少なくとも部分的に基づいて、ＰＲＢのセットに対する無認可スペクトル上での最大
アップリンクデータレート（トランスポートフォーマットすなわちＴＦ）の指示８３０を
送信し得る。ＵＥ８１５は、この指示を受信し得、指示に応答してサブフレームの中でＣ
ＣＡを実行し得る。ＣＣＡは、次のサブフレームの中でデータを送信するための、無認可
スペクトル中のＰＲＢのセットに対するコンポーネントキャリアの利用可能性を決定する
ために実行され得る。最大アップリンクデータレートの指示に応答してＣＣＡを実行する
ことの例を、以下で説明する。
【０１０７】
　[0123]図９Ａは、ｅＮＢおよびＵＥによって行われる伝送の別の例を示すタイミング図
９００である。ｅＮＢによる伝送９１０は、図１、図２Ａ、図２Ｂ、図３、図５、および
／または図８を参照しながら説明したｅＮＢ１０５、２０５、３０５、５０５、および８
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０５のうちの１つによって行われる伝送の一例であり得、ＵＥによる伝送９２０は、図１
、図２Ａ、図２Ｂ、図３、図５、および／または図８を参照しながら説明したＵＥ１１５
、２１５、３１５、５１５、および８１５のうちの１つによって行われる伝送の一例であ
り得る。ｅＮＢによる伝送９１０は、認可スペクトル（たとえば、ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａス
ペクトル）のダウンリンク（ＤＬ）を介して行われ得、ＵＥによって行われる伝送９２０
は、無認可スペクトル（たとえば、ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ無認可スペクトル）のアップリン
クを介して行われ得る。
【０１０８】
　[0124]最初に、ｅＮＢは、ＵＬ許可を認可スペクトルのダウンリンクを介して送信し得
る。ｅＮＢはまた、最大アップリンクデータレート（たとえば、ＴＦ指示）を、認可スペ
クトルのダウンリンクを介して送信し得る。ＵＬ許可およびＴＦ指示に応答して、ＣＣＡ
は、アップリンク許可と関連した伝送（たとえば、ＵＥによる伝送）の前に、無認可スペ
クトルの利用可能性を決定するためにトリガされ得る。
【０１０９】
　[0125]ＵＬ許可は、ブロードキャストまたはユニキャストされ得る。ブロードキャスト
される場合、ＵＬ許可がブロードキャストされる先のＵＥのすべては、アップリンクＰＲ
ＢのグループのすべてのＰＲＢＳ上で送信することを許可される。ユニキャストされる場
合、各ＵＥは、ＰＲＢの固有のセット上で送信することを許可される。
【０１１０】
　[0126]サブフレームｋにおいて、ＴＦ指示は、認可スペクトルのＤＬを介して受信され
得る。パラメータｋの値は、伝送遅延および／または他の変数に基づき得、場合によって
は、あらかじめｅＮＢおよびＵＥによって知られ得る。
【０１１１】
　[0127]サブフレームｋ＋ｎ－１において、ここでｎはＵＬ許可の中で規定される、また
はあらかじめＵＥおよびｅＮＢによって知られているパラメータであり、ＵＥは、無認可
スペクトル中のＰＲＢのセットに対するコンポーネントキャリアの利用可能性を決定する
ために、ＣＣＡ９３０を実行し得る。ＣＣＡ９３０は、ＵＬ許可と関連した伝送（たとえ
ば、ＵＥによる伝送）の前に実行され得る。無認可スペクトルが利用できるという決定が
なされる場合、データは、ｅＮＢへサブフレームｋ＋ｎ（たとえば、次のサブフレーム）
の中の無認可スペクトルを使用して送信され得る。しかしながら、無認可スペクトル中の
ＰＲＢのセットに対するコンポーネントキャリアが利用できないという決定がなされる場
合、ＣＣＡ９３２は、サブフレームｋ＋ｎの中で実行され得る。ＣＣＡ９３２に応じて無
認可スペクトルが利用できるという決定がなされる場合、データは、ｅＮＢへサブフレー
ムｋ＋ｎ＋１の中の無認可スペクトルを使用して送信され得る。さもなければ、ｅＮＢに
よって規定または許可される限り、サイクルは継続し得る。
【０１１２】
　[0128]いくつかのＵＥの各々は、図９Ａに関して説明した動作を並行して実行し得、符
号分割多元接続（ＣＤＭＡ）技術（たとえば、拡散シーケンス）が、同じサブフレームの
中でデータを送信するＵＥ間の干渉を軽減するために使用され得る。
【０１１３】
　[0129]データがその中でｅＮＢへ送信される、または送信されないサブフレームからｍ
個のサブフレームであるサブフレームにおいて、ｅＮＢは、ｅＮＢが無認可スペクトルの
アップリンクを介してＵＥから伝送を受信したかどうかに応じて、ＨＡＲＱのＡＣＫ／Ｎ
ＡＣＫなどの肯定応答（ＡＣＫ）または否定応答（ＮＡＣＫ）を送信し得る。ＡＣＫまた
はＮＡＣＫは、信頼性を向上させるために、認可スペクトルのダウンリンクを介して送信
され得る。
【０１１４】
　[0130]図９Ｂは、ｅＮＢおよびＵＥによって行われる伝送のさらに別の例を示すタイミ
ング図９００である。ｅＮＢによる伝送９１０は、図１、図２Ａ、図２Ｂ、図３、図５、
および／または図８を参照しながら説明したｅＮＢ１０５、２０５、３０５、５０５、お
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よび８０５のうちの１つによって行われる伝送の一例であり得、ＵＥによる伝送９２０お
よび９５０は、図１、図２Ａ、図２Ｂ、図３、図５、および／または図８を参照しながら
説明したＵＥ１１５、２１５、３１５、５１５、および８１５のうちの１つによって行わ
れる伝送の一例であり得る。ｅＮＢによる伝送９１０は、認可スペクトル（たとえば、Ｌ
ＴＥ／ＬＴＥ－Ａ認可スペクトル）のダウンリンク（ＤＬ）を介して行われ得、ＵＥによ
る伝送９２０および９４０は、それぞれ無認可スペクトル（たとえば、ＬＴＥ／ＬＴＥ－
Ａ無認可スペクトル）のアップリンクおよび認可スペクトルのアップリンクを介して行わ
れ得る。
【０１１５】
　[0131]最初に、ｅＮＢは、ＵＬ許可を認可スペクトルのダウンリンクを介して送信し得
る。ｅＮＢはまた、最大アップリンクデータレート（たとえば、ＴＦ指示）を、認可スペ
クトルのダウンリンクを介して送信し得る。ＵＬ許可およびＴＦ指示に応答して、ＣＣＡ
は、アップリンク許可と関連した伝送（たとえば、ＵＥによる伝送）の前に、無認可スペ
クトルの利用可能性を決定するためにトリガされ得る。
【０１１６】
　[0132]サブフレームｋにおいて、ＴＦ指示は、認可スペクトルのＤＬを介して受信され
得る。パラメータｋの値は、伝送遅延および／または他の変数に基づき得、場合によって
は、あらかじめｅＮＢおよびＵＥによって知られ得る。
【０１１７】
　[0133]サブフレームｋ＋ｎ－１において、ここでｎはＵＬ許可の中で規定される、また
はあらかじめＵＥおよびｅＮＢによって知られているパラメータであり、ＵＥは、無認可
スペクトル中のＰＲＢのセットに対するコンポーネントキャリアの利用可能性を決定する
ために、ＣＣＡ９３０を実行し得る。ＣＣＡ９３０は、ＵＬ許可と関連した伝送（たとえ
ば、ＵＥによる伝送）の前に実行され得る。無認可スペクトルが利用できるという決定が
なされる場合、データは、ｅＮＢへサブフレームｋ＋ｎ（たとえば、次のサブフレーム）
の中の無認可スペクトルを使用して送信され得る。しかしながら、無認可スペクトルが利
用できないという決定がなされる場合、データは、ｅＮＢへＰＲＢのセットに対するサブ
フレームｋ＋ｎの中の認可スペクトルを使用して送信され得る。別のＣＣＡ９３２は、次
いで、サブフレームｋ＋ｎの中で実行され得る。ＣＣＡ９３２に応じて無認可スペクトル
が利用できるという決定がなされる場合、データは、ｅＮＢへサブフレームｋ＋ｎ＋１の
中の無認可スペクトルを使用して送信され得る。さもなければ、データは、ｅＮＢへサブ
フレームｋ＋ｎの中の認可スペクトルを使用して送信され得る。ｅＮＢによって規定また
は許可される限り、サイクルは継続し得る。
【０１１８】
　[0134]データがその中でｅＮＢへ送信される、または送信されないサブフレームからｍ
個のサブフレームであるサブフレームにおいて、ｅＮＢは、ｅＮＢが無認可スペクトルの
アップリンクを介してＵＥから伝送を受信したかどうかに応じて、ＨＡＲＱのＡＣＫ／Ｎ
ＡＣＫなどの肯定応答（ＡＣＫ）または否定応答（ＮＡＣＫ）を送信し得る。ＡＣＫまた
はＮＡＣＫは、信頼性を向上させるために、認可スペクトルのダウンリンクを介して送信
され得る。
【０１１９】
　[0135]少なくとも図９Ａおよび図９Ｂで説明される特徴に関して、ＰＲＢの同じセット
は、複数のユーザの各々に無認可スペクトルのアップリンク上で（たとえば、ｅＮＢ１０
５によって）割り当てられ得る。ＰＲＢの同じセットが割り当てられた複数のユーザ（た
とえば、複数のＵＥ１１５）から送信されるデータは、データがそれらのＰＲＢを占有す
る場合、逐次干渉除去（ＳＩＣ）を使用して（たとえば、ｅＮＢ１０５によって）復号さ
れ得る。ＰＲＢの同じセットが割り当てられた複数のユーザは、直交復調基準信号（ＤＭ
－ＲＳ）シーケンスが（たとえば、ｅＮＢ１０５によって）割り当てられ得る。直交ＤＭ
－ＲＳシーケンスが割り当てられたユーザの各々は、また、別個のスクランブリングコー
ドが（たとえば、ｅＮＢ１０５によって）割り当てられ得る。無認可スペクトル中のＰＲ
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Ｂのセットに対するコンポーネントキャリアが利用できるという決定がなされる（たとえ
ば、ＣＣＡが成功した）場合、アップリンク基準信号、制御信号、および／またはデータ
信号は、ユーザに割り当てられた直交ＤＭ－ＲＳシーケンスおよびスクランブリングコー
ドのうちの一方または両方を使用して送信され得る。さらなる信号は、アップリンク基準
信号、制御信号、および／またはデータ信号と一緒に送信され得、ここで、さらなる信号
は、送信フォーマット選択（たとえば、送信フォーマット指示すなわちＴＦＩを通じて）
、ハイブリッド自動再送要求識別子（ＨＡＲＱ－ＩＤ）、およびＨＡＲＱ冗長バージョン
（ＲＶ）のうちの１つまたは複数を示す。
【０１２０】
　[0136]次に図１０Ａを参照すると、ブロック図１０００は、様々な実施形態によるワイ
ヤレス通信における使用のためのデバイス１０１５を示す。いくつかの実施形態では、デ
バイス１０１５は、図１、図２、図３、図５、および／または図８を参照しながら説明し
たＵＥ１１５、２１５、３１５、５１５、および８１５のうちの１つの、１つまたは複数
の態様の一例であり得る。デバイス１０１５は、プロセッサでもあり得る。デバイス１０
１５は、受信機モジュール１００５、ＵＥ　ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ無認可スペクトルアップ
リンクキャリアアグリゲーションモジュール１０１０、および／または送信機モジュール
１０２０を含み得る。これらの構成要素の各々は互いに通信し得る。
【０１２１】
　[0137]デバイス１０１５の構成要素は、ハードウェアにおいて適用可能な機能の一部ま
たは全部を実行するように適応された１つまたは複数の特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ
）とともに、個々にまたはまとめて実装され得る。代替として、それらの機能は、１つま
たは複数の他の処理ユニット（またはコア）によって、１つまたは複数の集積回路上で実
施される場合がある。他の実施形態では、当技術分野で知られている任意の方法でプログ
ラムされ得る他のタイプの集積回路（たとえば、ストラクチャード／プラットフォームＡ
ＳＩＣ、フィールドプログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）、および他のセミカスタム
ＩＣ）が使用され得る。各ユニットの機能はまた、全体的または部分的に、１つまたは複
数の汎用プロセッサまたは特定用途向けプロセッサによって実行されるようにフォーマッ
トされた、メモリに組み込まれた命令を用いて実装され得る。
【０１２２】
　[0138]いくつかの実施形態では、受信機モジュール１００５は、認可スペクトル（たと
えば、ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ認可スペクトル）および／または無認可スペクトル（たとえば
、ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ無認可スペクトル）の中で伝送を受信するように動作可能なＲＦ受
信機などの、無線周波数（ＲＦ）受信機であり得、または無線周波数（ＲＦ）受信機を含
み得る。ＲＦ受信機は、認可スペクトルおよび無認可スペクトルに対して別個の受信機を
含み得る。受信機モジュール１００５は、図１、図２Ａ、および／または図２Ｂを参照し
ながら説明したワイヤレス通信システム１００の１つまたは複数の通信リンクなどの、認
可スペクトルと無認可スペクトルとを含むワイヤレス通信システムの１つまたは複数の通
信リンクを介して、様々なタイプのデータおよび／または制御信号（すなわち、伝送）を
受信するために使用され得る。
【０１２３】
　[0139]いくつかの実施形態では、送信機モジュール１０２０は、認可スペクトルおよび
／または無認可スペクトルの中で送信するように動作可能なＲＦ送信機などの、ＲＦ送信
機であり得、またはＲＦ送信機を含み得る。ＲＦ送信機は、認可スペクトルおよび無認可
スペクトルに対して別個の送信機を含み得る。送信機モジュール１０２０は、図１、図２
Ａ、および／または図２Ｂを参照しながら説明したワイヤレス通信システム１００の１つ
または複数の通信リンクなどの、ワイヤレス通信システムの１つまたは複数の通信リンク
を介して、様々なタイプのデータおよび／または制御信号（すなわち、伝送）を送信する
ために使用され得る。
【０１２４】
　[0140]いくつかの実施形態では、ＵＥ　ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ無認可スペクトルキャリア
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アグリゲーションモジュール１０１０は、認可スペクトルを介してアップリンク許可を受
信し得、無認可スペクトルの利用可能性を決定するために、アップリンク許可に応答して
ＣＣＡを実行し得る。ＣＣＡは、アップリンク許可と関連した伝送の前に実行され得る。
アップリンク許可は、たとえば、図１、図２Ａ、および／または図２Ｂを参照しながら説
明した基地局またはｅＮＢ１０５および２０５のうちの１つから受信され得る。
【０１２５】
　[0141]場合によっては、デバイス１０１５がスケジューリング要求、バッファステータ
ス報告、および電力ヘッドルーム報告のうちの１つまたは複数を基地局またはｅＮＢへ送
信した後、アップリンク許可は受信され得る。電力ヘッドルーム報告は、認可スペクトル
と関連した電力ヘッドルームおよび／または無認可スペクトルと関連した電力ヘッドルー
ムを示し得る。電力ヘッドルーム報告は、各スペクトルに対して、デバイス１０１５の現
在の送信電力とデバイス１０１５の最大送信電力との間の差を示し得る。このことにより
、ｅＮＢは、認可スペクトルまたは無認可スペクトルの中のチャネル状態（たとえば、チ
ャネル品質）に応じて、送信電力を調整できるようになり得る。場合によっては、電力ヘ
ッドルームは、過去のＣＣＡ履歴に基づいてバイアスをかけられ得る。
【０１２６】
　[0142]無認可スペクトルが利用できるという決定を行うと（たとえば、ＣＣＡの実行に
成功したことにより）、デバイス１０１５は、無認可スペクトルを使用してデータを送信
し得る。（たとえば、デバイス１０１５は、アップリンク許可に従ってデータを送信し得
る）。
【０１２７】
　[0143]次に図１０Ｂを参照すると、ブロック図１０３０は、様々な実施形態によるワイ
ヤレス通信における使用のためのデバイス１０３５を示す。いくつかの実施形態では、デ
バイス１０３５は、図１０Ａのデバイス１０１５の一例であり得る。デバイス１０３５は
、プロセッサでもあり得る。デバイス１０３５は、受信機モジュール１００５、ＵＥ　Ｌ
ＴＥ／ＬＴＥ－Ａ無認可スペクトルアップリンクキャリアアグリゲーションモジュール１
０４０、および／または送信機モジュール１０２０を含み得る。これらの構成要素の各々
は互いに通信し得る。
【０１２８】
　[0144]デバイス１０３５の構成要素は、個別にまたは集合的に、ハードウェア中の適用
可能な機能の一部または全部を実行するように構成された１つまたは複数のＡＳＩＣを用
いて実現され得る。代替として、それらの機能は、１つまたは複数の他の処理ユニット（
またはコア）によって、１つまたは複数の集積回路上で実施される場合がある。他の実施
形態では、当技術分野で知られている任意の方法でプログラムされ得る他のタイプの集積
回路（たとえば、ストラクチャード／プラットフォームＡＳＩＣ、ＦＰＧＡ、および他の
セミカスタムＩＣ）が使用され得る。各ユニットの機能はまた、全体的または部分的に、
１つまたは複数の汎用プロセッサまたは特定用途向けプロセッサによって実行されるよう
にフォーマットされた、メモリに組み込まれた命令を用いて実装され得る。
【０１２９】
　[0145]受信機モジュール１００５および送信機モジュール１０２０は、図１０Ａに関し
て説明したものと同様に構成され得る。ＵＥ　ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ無認可スペクトルアッ
プリンクキャリアアグリゲーションモジュール１０４０は、図１０Ａを参照しながら説明
したＵＥ　ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ無認可スペクトルアップリンクキャリアアグリゲーション
モジュール１０１０の一例であり得、アップリンク許可モジュール１０５０、ＣＣＡモジ
ュール１０６０、および／またはデータ送信モジュール１０７０を含み得る。これらの構
成要素の各々は互いに通信し得る。
【０１３０】
　[0146]いくつかの実施形態では、アップリンク許可モジュール１０５０は、認可スペク
トルを介してアップリンク許可を受信し得る。アップリンク許可は、たとえば、図１、図
２Ａ、および／または図２Ｂを参照しながら説明した基地局またはｅＮＢ１０５および２
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０５のうちの１つから受信され得る。
【０１３１】
　[0147]いくつかの実施形態では、ＣＣＡモジュール１０６０は、無認可スペクトルの利
用可能性を決定するために、アップリンク許可に応答してＣＣＡを実行し得る。ＣＣＡは
、アップリンク許可と関連した伝送の前に実行され得る。
【０１３２】
　[0148]いくつかの実施形態では、データ送信モジュール１０７０は、認可スペクトルモ
ジュール１０７５および／または無認可スペクトルモジュール１０８０を使用して、デー
タを送信し得る。たとえば、データ送信モジュール１０７０は、以下のシナリオのうちの
１つまたは複数に従って、データを送信し得る。
【０１３３】
　[0149]第１のシナリオでは、ＣＣＡモジュール１０６０が、無認可スペクトルが利用で
きるという決定を行った場合（たとえば、成功したＣＣＡに引き続いて）、データ送信モ
ジュール１０７０は、無認可スペクトルモジュール１０８０を使用してデータを送信し得
る。しかしながら、ＣＣＡモジュール１０６０が、無認可スペクトルが利用できないとい
う決定を行った場合、データ送信モジュール１０５０は、関連したアップリンク許可を無
視し得、いかなるデータも送信し得ない。動作のこの第１のシナリオの一例は、図４を参
照しながら説明されている。
【０１３４】
　[0150]第２のシナリオでは、ＣＣＡモジュール１０６０が、無認可スペクトルが利用で
きるという決定を行った場合（たとえば、成功したＣＣＡに引き続いて）、データ送信モ
ジュール１０７０は、無認可スペクトルモジュール１０８０を使用してデータを送信し得
る。しかしながら、ＣＣＡモジュール１０６０が、無認可スペクトルが利用できないとい
う決定を行った場合、認可スペクトルモジュール１０７５は、認可スペクトルを使用して
データを送信し得る。いくつかの実施形態では、無認可スペクトルを使用してデータを送
信することは、アップリンク許可によって示されるサブフレームの第１のサブセットの中
でデータを送信することを含み得、認可スペクトルを使用してデータを送信することは、
アップリンク許可によって示されるサブフレームの第２のサブセットの中でデータを送信
することを含み得る。サブフレームの第１のサブセットは、サブフレームの第２のサブセ
ットよりも小さくても、それと等しくても、またはそれよりも大きくてもよい。しかしな
がら、無認可スペクトルが認可スペクトルよりも多くの利用できる帯域幅を有する場合、
サブフレームの第１のサブセットをサブフレームの第２のサブセットよりも大きくさせる
ことは有用であり得る。場合によっては、サブフレームの第１のサブセットは、サブフレ
ームの第２のサブセットを含む。サブフレームの第１および第２のサブセットは、同じサ
ブフレームの中で、または異なるサブフレームにおいて開始し得る。後者の場合、また例
として、サブフレームの第１のサブセットは第１のサブフレームの中で開始し得、第２の
サブフレームが第１のサブフレームから遅延されて、サブフレームの第２のサブセットは
第２のサブフレームの中で開始し得る。サブフレームの第１および第２のサブセットが同
じサブフレームの中で開始する動作の第２のシナリオの一例は、図６Ａを参照しながら説
明されている。サブフレームの第１および第２のサブセットが異なるサブフレームの中で
開始する動作の第２のシナリオの一例は、図６Ｂを参照しながら説明されている。
【０１３５】
　[0151]第３のシナリオでは、アップリンク許可モジュール１０５０によって受信される
アップリンク許可は、優先シーケンスの中の各アップリンク許可がそれぞれのコンポーネ
ントキャリアに関連付けられる、アップリンク許可の優先シーケンスを含み得る。アップ
リンク許可の優先シーケンスに応答して、ＣＣＡモジュール１０６０は、無認可スペクト
ルの利用可能性を決定するために、１）利用可能性を決定するために、アップリンク許可
の優先シーケンスに関連付けられているコンポーネントキャリアのうちの少なくとも１つ
でＣＣＡを実行すること、および２）データを送信する際の使用のために利用できると認
められたコンポーネントキャリアのうちの１つを識別することによって、ＣＣＡを実行し
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得る。場合によっては、優先シーケンスの中のアップリンク許可のサブセットに対応する
コンポーネントキャリアが利用できると認められ得、データを送信する際の使用のための
１つのコンポーネントキャリアは、利用できると認められたコンポーネントキャリアの中
から、サブセットの中で最も優先度の高いアップリンク許可に対応するコンポーネントキ
ャリアを選択することによって識別され得る。
【０１３６】
　[0152]第３のシナリオによれば、しかしいくつかの場合のみにおいて、優先シーケンス
の中の各アップリンク許可は、それぞれのコンポーネントキャリアに対するＰＲＢのセッ
ト、およびアップリンク許可が適用できるサブフレームのサブセットのうちの、１つまた
は複数を含み得る。サブフレームのサブセットは、サブセットの中のいくつかのサブフレ
ーム、サブセットの中の連続するサブフレーム間の時間間隔、およびアップリンク許可の
受信の時間とサブセットの中のサブフレームの最初の出現との間の初期オフセットのうち
の、１つまたは複数の観点から規定され得る。場合によっては、優先シーケンスの中のア
ップリンク許可の中のパラメータは、優先シーケンスの中の別のアップリンク許可の中の
それぞれのパラメータから暗黙のうちに決定され得る。場合によっては、優先シーケンス
の相異なるアップリンク許可の中のパラメータ間の暗黙の関係は、ＲＲＣシグナリングを
通じて少なくとも部分的に規定され得る。
【０１３７】
　[0153]第４のシナリオでは、アップリンク許可モジュール１０５０は、ＰＲＢのセット
に対する無認可スペクトル上での最大アップリンクデータレートの指示を、認可スペクト
ルを介して受信し得る。ＣＣＡモジュール１０６０は、指示に応答してサブフレームの中
でＣＣＡを実行し得る。ＣＣＡは、次のサブフレームの中でデータを送信するための、無
認可スペクトル中のＰＲＢのセットに対するコンポーネントキャリアの利用可能性を決定
するために実行され得る。無認可スペクトルモジュール１０８０は、次いで、無認可スペ
クトル中のＰＲＢのセットに対するコンポーネントキャリアが利用できるという決定がＣ
ＣＡモジュール１０６０によってなされる場合、無認可スペクトルを使用してデータを送
信し得る。さもなければ、無認可スペクトル中のＰＲＢのセットに対するコンポーネント
キャリアが利用できないという決定がなされる場合、ＣＣＡモジュール１０６０は、次の
サブフレームの中でＣＣＡを実行し得る。動作のこの第４のシナリオの一例は、図９Ａを
参照しながら説明されている。
【０１３８】
　[0154]第５のシナリオでは、アップリンク許可モジュール１０５０は、ＰＲＢのセット
に対する無認可スペクトル上での最大アップリンクデータレートの指示を、認可スペクト
ルを介して受信し得る。ＣＣＡモジュール１０６０は、指示に応答してサブフレームの中
でＣＣＡを実行し得る。ＣＣＡは、次のサブフレームの中でデータを送信するための、無
認可スペクトル中のＰＲＢのセットに対するコンポーネントキャリアの利用可能性を決定
するために実行され得る。無認可スペクトルモジュール１０８０は、次いで、無認可スペ
クトル中のＰＲＢのセットに対するコンポーネントキャリアが利用できるという決定がＣ
ＣＡモジュール１０６０によってなされる場合、無認可スペクトルを使用してデータを送
信し得る。さもなければ、無認可スペクトル中のＰＲＢのセットに対するコンポーネント
キャリアが利用できないという決定がなされる場合、認可スペクトルモジュール１０７５
は、認可スペクトルを使用してデータを送信し得る。動作のこの第５のシナリオの一例は
、図９Ｂを参照しながら説明されている。
【０１３９】
　[0155]第６のシナリオでは、アップリンク許可モジュール１０５０は、アップリンク許
可を受信し得、アップリンク許可によって示されるＭＣＳからの変更を識別し得る。（第
１～第５のシナリオのうちのいずれかの一部を形成し得る）このシナリオでは、認可スペ
クトルモジュール１０７５は、アップリンク許可によって割り振られたＰＲＢ内のリソー
ス要素のセットを介してメッセージを送信するために、認可スペクトルを使用し得る。メ
ッセージは、識別されたＭＣＳの変更を示し得る。アップリンク許可がＭＣＳを示さない
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場合、デバイス１０３５は、アップリンク許可を受信するとアップリンク伝送に対するＭ
ＣＳを決定し、アップリンク許可によって割り振られたＰＲＢ内のリソース要素のセット
を介してメッセージを送信するように構成され得、ここで、メッセージは、アップリンク
伝送に対して使用されるべきＭＣＳを示す。
【０１４０】
　[0156]場合によっては、デバイス１０３５は、スケジューリング要求、バッファステー
タス報告、ならびに認可スペクトルと関連した電力ヘッドルームおよび無認可スペクトル
（たとえば、ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ無認可スペクトル）と関連した電力ヘッドルームを示す
電力ヘッドルーム報告のうちの、１つまたは複数を送信した後、アップリンク許可を受信
し得る。電力ヘッドルーム報告は、各スペクトルに対して、デバイス１０３５の現在の送
信電力とデバイス１０３５の最大送信電力との間の差を示し得る。このことにより、ｅＮ
Ｂは、認可スペクトルまたは無認可スペクトルの中のチャネル状態（たとえば、チャネル
品質）に応じて、送信電力を調整できるようになり得る。場合によっては、電力ヘッドル
ームは、過去のＣＣＡ履歴に基づいてバイアスをかけられ得る。スケジューリング報告、
バッファステータス報告、および電力ヘッドルーム報告は、場合によっては、認可スペク
トルモジュール１０７５によって認可スペクトルを使用して送信され得る。
【０１４１】
　[0157]次に図１１Ａを参照すると、ブロック図１１００は、様々な実施形態によるワイ
ヤレス通信における使用のためのデバイス１１０５を示す。いくつかの実施形態では、デ
バイス１１０５は、図１、図２、図３、図５、および／または図８を参照しながら説明し
た基地局またはｅＮＢ１０５、２０５、３０５、５０５、および８０５のうちの１つの、
１つまたは複数の態様の一例であり得る。デバイス１１０５は、プロセッサでもあり得る
。デバイス１１０５は、受信機モジュール１１１０、ｅＮＢ　ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ無認可
スペクトルアップリンクキャリアアグリゲーションモジュール１１１５、および／または
送信機モジュール１１２０を含み得る。これらの構成要素の各々は互いに通信し得る。
【０１４２】
　[0158]デバイス１１０５の構成要素は、個別にまたは集合的に、ハードウェア中の適用
可能な機能の一部または全部を実行するように構成された１つまたは複数のＡＳＩＣを用
いて実現され得る。代替として、それらの機能は、１つまたは複数の他の処理ユニット（
またはコア）によって、１つまたは複数の集積回路上で実施される場合がある。他の実施
形態では、当技術分野で知られている任意の方法でプログラムされ得る他のタイプの集積
回路（たとえば、ストラクチャード／プラットフォームＡＳＩＣ、ＦＰＧＡ、および他の
セミカスタムＩＣ）が使用され得る。各ユニットの機能はまた、全体的または部分的に、
１つまたは複数の汎用プロセッサまたは特定用途向けプロセッサによって実行されるよう
にフォーマットされた、メモリに組み込まれた命令を用いて実装され得る。
【０１４３】
　[0159]いくつかの実施形態では、受信機モジュール１１１０は、認可スペクトル（たと
えば、ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ認可スペクトル）および／または無認可スペクトル（たとえば
、ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ無認可スペクトル）の中で伝送を受信するように動作可能な受信機
などの、ＲＦ受信機であり得、またはＲＦ受信機を含み得る。ＲＦ受信機は、認可スペク
トルおよび無認可スペクトルに対して別個の受信機を含み得る。受信機モジュール１１１
０は、図１、図２Ａ、および／または図２Ｂを参照しながら説明したワイヤレス通信シス
テム１００の１つまたは複数の通信リンクなどの、認可スペクトルと無認可スペクトルと
を含むワイヤレス通信システムの１つまたは複数の通信リンクを介して、様々なタイプの
データおよび／または制御信号（すなわち、伝送）を受信するために使用され得る。
【０１４４】
　[0160]いくつかの実施形態では、送信機モジュール１１２０は、認可スペクトルおよび
／または無認可スペクトルの中で送信するように動作可能な送信機などの、ＲＦ送信機で
あり得、またはＲＦ送信機を含み得る。ＲＦ送信機は、認可スペクトルおよび無認可スペ
クトルに対して別個の送信機を含み得る。送信機モジュール１１２０は、図１、図２Ａ、
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および／または図２Ｂを参照しながら説明したワイヤレス通信システム１００の１つまた
は複数の通信リンクなどの、ワイヤレス通信システムの１つまたは複数の通信リンクを介
して、様々なタイプのデータおよび／または制御信号（すなわち、伝送）を送信するため
に使用され得る。
【０１４５】
　[0161]いくつかの実施形態では、ｅＮＢ　ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ無認可スペクトルアップ
リンクキャリアアグリゲーションモジュール１１１５は、認可スペクトルを介してスケジ
ューリング情報を（たとえば、図１、図２Ａ、図２Ｂ、図３、図５、図８、図１０Ａ、お
よび／または図１０Ｂを参照しながら説明したＵＥ１１５、２１５、３１５、５１５、お
よび８１５またはデバイス１０１５および１０３５のうちの１つなどのＵＥまたはデバイ
スから）受信し得、次いで、認可スペクトルを介してアップリンク許可を（たとえば、Ｕ
Ｅへ）送信し得る。アップリンク許可は、スケジューリング情報に少なくとも部分的に基
づき得、アップリンク許可と関連した伝送（たとえば、ＵＥからの伝送）の前に、無認可
スペクトルの利用可能性を決定するためのＣＣＡをトリガするように構成され得る。アッ
プリンク許可および／または無認可スペクトルの利用可能性に応じて、データは、デバイ
ス１１０５によって認可スペクトルおよび／または無認可スペクトルを介して受信され得
る。
【０１４６】
　[0162]場合によっては、スケジューリング情報は、スケジューリング要求、バッファス
テータス報告、ならびに認可スペクトルと関連した電力ヘッドルームおよび無認可スペク
トル（たとえば、ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ無認可スペクトル）と関連した電力ヘッドルームを
示す電力ヘッドルーム報告のうちの、１つまたは複数を含み得る。電力ヘッドルーム報告
は、各スペクトルに対して、ＵＥの現在の送信電力とＵＥの最大送信電力との間の差を示
し得る。このことにより、ｅＮＢは、認可スペクトルまたは無認可スペクトルの中のチャ
ネル状態（たとえば、チャネル品質）に応じて、送信電力を調整できるようになり得る。
場合によっては、電力ヘッドルームは、過去のＣＣＡ履歴に基づいてバイアスをかけられ
得る。
【０１４７】
　[0163]次に図１１Ｂを参照すると、ブロック図１１３０は、様々な実施形態によるワイ
ヤレス通信における使用のためのデバイス１１３５を示す。いくつかの実施形態では、デ
バイス１１３５は、図１１Ａのデバイス１１０５の一例であり得る。デバイス１１３５は
、プロセッサでもあり得る。デバイス１１３５は、受信機モジュール１１１０、ｅＮＢ　
ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ無認可スペクトルアップリンクキャリアアグリゲーションモジュール
１１４０、および／または送信機モジュール１１２０を含み得る。これらの構成要素の各
々は互いに通信し得る。
【０１４８】
　[0164]デバイス１１３５の構成要素は、個別にまたは集合的に、ハードウェア中の適用
可能な機能の一部または全部を実行するように構成された１つまたは複数のＡＳＩＣを用
いて実現され得る。代替として、それらの機能は、１つまたは複数の他の処理ユニット（
またはコア）によって、１つまたは複数の集積回路上で実施される場合がある。他の実施
形態では、当技術分野で知られている任意の方法でプログラムされ得る他のタイプの集積
回路（たとえば、ストラクチャード／プラットフォームＡＳＩＣ、ＦＰＧＡ、および他の
セミカスタムＩＣ）が使用され得る。各ユニットの機能はまた、全体的または部分的に、
１つまたは複数の汎用プロセッサまたは特定用途向けプロセッサによって実行されるよう
にフォーマットされた、メモリに組み込まれた命令を用いて実装され得る。
【０１４９】
　[0165]受信機モジュール１１１０および送信機モジュール１１２０は、図１１Ａに関し
て説明したものと同様に構成され得る。ｅＮＢ　ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ無認可スペクトルア
ップリンクキャリアアグリゲーションモジュール１１４０は、図１１Ａを参照しながら説
明したｅＮＢ　ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ無認可スペクトルアップリンクキャリアアグリゲーシ
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ョンモジュール１１１５の一例であり得、スケジューリング情報モジュール１１５０、ア
ップリンク許可モジュール１１６０、データ受信モジュール１１７０、および／またはリ
ソース管理モジュール１１９０を含み得る。これらの構成要素の各々は互いに通信し得る
。
【０１５０】
　[0166]いくつかの実施形態では、スケジューリング情報モジュール１１５０は、認可ス
ペクトルを介してスケジューリング情報を（たとえば、図１、図２Ａ、図２Ｂ、図３、図
５、図８、図１０Ａ、および／または図１０Ｂを参照しながら説明したＵＥ１１５、２１
５、３１５、５１５、および８１５またはデバイス１０１５および１０３５のうちの１つ
などの、ＵＥまたはデバイスから）受信し得る。場合によっては、スケジューリング情報
は、スケジューリング要求、バッファステータス報告、ならびに認可スペクトルと関連し
た電力ヘッドルームおよび無認可スペクトル（たとえば、ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ無認可スペ
クトル）と関連した電力ヘッドルームを示す電力ヘッドルーム報告のうちの、１つまたは
複数を含み得る。電力ヘッドルーム報告は、各スペクトルに対して、ＵＥの現在の送信電
力とＵＥの最大送信電力との間の差を示し得る。このことにより、ｅＮＢは、認可スペク
トルまたは無認可スペクトルの中のチャネル状態（たとえば、チャネル品質）に応じて、
送信電力を調整できるようになり得る。場合によっては、電力ヘッドルームは、過去のＣ
ＣＡ履歴に基づいてバイアスをかけられ得る。
【０１５１】
　[0167]いくつかの実施形態では、アップリンク許可モジュール１１６０は、認可スペク
トルを介してアップリンク許可を（たとえば、ＵＥへ）送信し得る。アップリンク許可は
、スケジューリング情報に少なくとも部分的に基づき得、アップリンク許可と関連した伝
送（たとえば、ＵＥからの伝送）の前に、無認可スペクトルの利用可能性を決定するため
のＣＣＡをトリガするように構成され得る。
【０１５２】
　[0168]いくつかの実施形態では、データ受信モジュール１１７０は、認可スペクトルモ
ジュール１１７５および／または無認可スペクトルモジュール１１８０を使用してデータ
を受信し得る。たとえば、無認可スペクトルモジュール１１８０は、無認可スペクトルが
利用できるという決定が（たとえば、ＵＥによって）なされる場合、無認可スペクトルを
介してデータを受信し得、認可スペクトルモジュール１１７５は、無認可スペクトルが利
用できないという決定が（たとえば、ＵＥによって）なされる場合、認可スペクトルを介
してデータを受信し得る。
【０１５３】
　[0169]場合によっては、無認可スペクトルを介してデータを受信することは、アップリ
ンク許可によって示されるサブフレームの第１のサブセットを介して送信されたデータを
受信することを含み得、認可スペクトルを介してデータを受信することは、アップリンク
許可によって示されるサブフレームの第２のサブセットを介して送信されたデータを受信
することを含み得る。サブフレームの第１のサブセットは、サブフレームの第２のサブセ
ットよりも小さくても、それと等しくても、またはそれよりも大きくてもよい。しかしな
がら、無認可スペクトルが認可スペクトルよりも多くの利用できる帯域幅を有する場合、
サブフレームの第１のサブセットをサブフレームの第２のサブセットよりも大きくさせる
ことは有用であり得る。場合によっては、サブフレームの第１のサブセットは、サブフレ
ームの第２のサブセットを含む。サブフレームの第１および第２のサブセットは、同じサ
ブフレームの中で、または異なるサブフレームにおいて開始し得る。後者の場合、また例
として、サブフレームの第１のサブセットは第１のサブフレームの中で開始し得、第２の
サブフレームが第１のサブフレームからオフセットまたは遅延されて、サブフレームの第
２のサブセットは第２のサブフレームの中で開始し得る。
【０１５４】
　[0170]いくつかの実施形態では、サブフレームの第１のサブセットを介して送信された
データがデバイス１１３５によって受信される場合、リソース管理モジュール１１９０は
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、サブフレームの第２のサブセットを介したデータの伝送と関連した認可スペクトルの中
のリソースを解放し得る。
【０１５５】
　[0171]図１２を参照すると、ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ無認可スペクトルの中での動作のため
に構成されるＵＥ１２１５を示す図１２００が示される。ＵＥ１２１５は、様々な他の構
成を有し得、パーソナルコンピュータ（たとえば、ラップトップコンピュータ、ネットブ
ックコンピュータ、タブレットコンピュータなど）、セルラー電話、ＰＤＡ、デジタルビ
デオレコーダ（ＤＶＲ）、インターネット機器、ゲームコンソール、電子リーダーなどに
含まれるか、またはその一部であり得る。ＵＥ１２１５は、モバイル動作を容易にするた
めに、小型バッテリーなどの内蔵電源（図示せず）を有し得る。ＵＥ１２１５は、図１、
図２Ａ、図２Ｂ、図３、図５、図８、図１０Ａ、および／または図１０Ｂを参照しながら
説明したＵＥまたはデバイス１１５、２１５、３１５、５１５、８１５、１０１５、およ
び１０３５のうちの１つまたは複数の一例であり得る。ＵＥ１２１５は、図１～図１０Ｂ
に関して上述した特徴および機能のうちの少なくともいくつかを実施するように構成され
得る。
【０１５６】
　[0172]ＵＥ１２１５は、プロセッサモジュール１２０５と、メモリモジュール１２１０
と、少なくとも１つのトランシーバモジュール（トランシーバモジュール１２７０によっ
て表される）と、少なくとも１つのアンテナ（アンテナ１２８０によって表される）と、
ＵＥ　ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａモジュール１２４０とを含み得る。これらのコンポーネントの
各々は、１つまたは複数のバス１２３５を介して、直接的または間接的に互いに通信し得
る。
【０１５７】
　[0173]メモリモジュール１２１０は、ランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）と読取り専用
メモリ（ＲＯＭ）とを含み得る。メモリモジュール１２１０は、実行されるとき、プロセ
ッサモジュール１２０５に、キャリアアグリゲーション動作モードで認可スペクトルおよ
び／または無認可スペクトルを使用するアップリンク伝送に関する様々な態様を含む、認
可スペクトルおよび／または無認可スペクトルの中でＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａベースの通信を
使用するために、本明細書で説明される様々な機能を実行させるように構成される命令を
含むコンピュータ可読でコンピュータ実行可能なソフトウェア（ＳＷ）コード１２２０を
記憶し得る。代替的に、ソフトウェアコード１２２０は、プロセッサモジュール１２０５
によって直接的に実行可能でない場合があるが、（たとえば、コンパイルされ実行される
と）ＵＥ１２１５に本明細書で説明する機能のうちのいくつかを実行させるように構成さ
れ得る。
【０１５８】
　[0174]プロセッサモジュール１２０５は、インテリジェントハードウェアデバイス、た
とえば、中央処理ユニット（ＣＰＵ）、マイクロコントローラ、ＡＳＩＣなどを含み得る
。プロセッサモジュール１２０５は、トランシーバモジュール１２７０を介して受信され
た情報、および／またはアンテナ１２８０を介した送信のためにトランシーバモジュール
１２７０へ送られるべき情報を処理し得る。プロセッサモジュール１２０５は、単独で、
またはＵＥ　ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａモジュール１２４０とともに、キャリアアグリゲーショ
ン動作モードで認可スペクトルおよび／または無認可スペクトルを使用するアップリンク
伝送に関する様々な態様を含む、認可スペクトルおよび／または無認可スペクトルの中で
ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａベースの通信を使用することの様々な態様を処理し得る。
【０１５９】
　[0175]トランシーバモジュール１２７０は、基地局またはｅＮＢと双方向に通信するよ
うに構成され得る。トランシーバモジュール１２７０は、１つまたは複数の送信機モジュ
ールおよび１つまたは複数の別個の受信機モジュールとして実装され得る。トランシーバ
モジュール１２７０は、少なくとも１つの認可スペクトル（たとえば、ＬＴＥ／ＬＴＥ－
Ａスペクトル）の中の、および少なくとも１つの無認可スペクトル（たとえば、ＬＴＥ／
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ＬＴＥ－Ａ無認可スペクトル）の中の通信をサポートし得る。トランシーバモジュール１
２７０は、パケットを変調するとともに変調されたパケットを送信のためにアンテナ１２
８０に供給し、アンテナ１２８０から受信されたパケットを復調するように構成されるモ
デムを含み得る。ＵＥ１２１５は、単一のアンテナを含む場合があるが、ＵＥ１２１５が
複数のアンテナ１２８０を含み得る実施形態が存在する場合がある。
【０１６０】
　[0176]図１２のアーキテクチャによれば、ＵＥ１２１５はさらに、通信管理モジュール
１２３０を含み得る。通信管理モジュール１２３０は、様々な基地局との通信を管理し得
る。通信管理モジュール１２３０は、１つまたは複数のバス１２３５を介してＵＥ１２１
５の他の構成要素の一部または全部と通信する、ＵＥ１２１５の構成要素であり得る。代
替として、通信管理モジュール１２３０の機能性は、トランシーバモジュール１２７０の
構成要素として、コンピュータプログラム製品として、および／またはプロセッサモジュ
ール１２０５の１つもしくは複数のコントローラ要素として実装され得る。
【０１６１】
　[0177]ＵＥ　ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａモジュール１２４０は、認可スペクトルおよび／また
は無認可スペクトルの中でＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａベースの通信を使用することに関して図１
～図１０Ｂで説明した機能または態様の一部または全部を、実行および／または制御する
ように構成され得る。たとえば、ＵＥ　ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａモジュール１２４０は、補助
ダウンリンクモード、キャリアアグリゲーションモード、および／またはスタンドアロン
モードをサポートするように構成され得る。ＵＥ　ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａモジュール１２４
０は、ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ認可スペクトル通信を処理するように構成されるＬＴＥ／ＬＴ
Ｅ－Ａ認可モジュール１２４５と、ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ無認可スペクトル通信を処理する
ように構成されるＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ無認可モジュール１２５０と、無認可スペクトルの
中のＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ無認可スペクトル通信以外の通信を処理するように構成される無
認可モジュール１２５５とを含み得る。ＵＥ　ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａモジュール１２４０は
また、図３、図４、図５、図６Ａ、図６Ｂ、図８、図９Ａ、図９Ｂ、図１０Ａ、および／
または図１０Ｂを参照しながら説明したＵＥ機能のうちのいずれかを実行するように構成
される、ＵＥ　ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ無認可スペクトルアップリンクキャリアアグリゲーシ
ョンモジュール１２６０を含み得る。ＵＥ　ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ無認可スペクトルアップ
リンクキャリアアグリゲーションモジュール１２６０は、図１０Ａおよび図１０Ｂで説明
した同様のモジュールの一例であり得る。ＵＥ　ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａモジュール１２４０
またはそれの部分は、プロセッサを含み得る。その上、ＵＥ　ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａモジュ
ール１２４０の機能性の一部または全部は、プロセッサモジュール１２０５によって、お
よび／またはプロセッサモジュール１２０５とともに実行され得る。
【０１６２】
　[0178]図１３を参照すると、ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ無認可スペクトルの中での動作のため
に構成される基地局またはｅＮＢ１３０５を示す図１３００が示される。いくつかの実施
形態では、基地局１３０５は、図１、図２Ａ、図２Ｂ、図３、図５、図８、図１１Ａ、お
よび／または図１１Ｂを参照しながら説明したｅＮＢまたはデバイス１０５、２０５、３
０５、５０５、８０５、１１０５、および１１３５のうちの１つまたは複数の一例であり
得る。基地局１３０５は、図１～図９、図１１Ａ、および図１１Ｂに関して上述した特徴
および機能のうちの少なくともいくつかを実施するように構成され得る。基地局１３０５
は、プロセッサモジュール１３３０と、メモリモジュール１３１０と、少なくとも１つの
トランシーバモジュール（トランシーバモジュール１３５５によって表される）と、少な
くとも１つのアンテナ（アンテナ１３６０によって表される）と、ｅＮＢ　ＬＴＥ／ＬＴ
Ｅ－Ａモジュール１３７０とを含み得る。基地局１３０５はまた、基地局通信モジュール
１３２５およびネットワーク通信モジュール１３４０のうちの一方または両方を含み得る
。これらのコンポーネントの各々は、１つまたは複数のバス１３３５を介して、直接的ま
たは間接的に互いに通信し得る。
【０１６３】
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　[0179]メモリモジュール１３１０は、ＲＡＭとＲＯＭとを含み得る。メモリモジュール
１３１０はまた、実行されるとき、プロセッサモジュール１３３０に、キャリアアグリゲ
ーション動作モードで認可スペクトルおよび／または無認可スペクトルを使用するアップ
リンク伝送に関する様々な態様を含む、認可スペクトルおよび／または無認可スペクトル
の中でＬＴＥベースの通信を使用するために、本明細書で説明される様々な機能を実行さ
せるように構成される命令を含むコンピュータ可読でコンピュータ実行可能なソフトウェ
ア（ＳＷ）コード１３２０を記憶し得る。代替的に、ソフトウェアコード１３２０は、プ
ロセッサモジュール１３３０によって直接的に実行可能でない場合があるが、たとえば、
コンパイルされ実行されると、基地局またはｅＮＢ１３０５に本明細書で説明する機能の
うちのいくつかを実行させるように構成され得る。
【０１６４】
　[0180]プロセッサモジュール１３３０は、インテリジェントハードウェアデバイス、た
とえば、ＣＰＵ、マイクロコントローラ、ＡＳＩＣなどを含み得る。プロセッサモジュー
ル１３３０は、トランシーバモジュール１３５５、基地局通信モジュール１３２５、およ
び／またはネットワーク通信モジュール１３４０を介して受信された情報を処理し得る。
プロセッサモジュール１３３０はまた、アンテナ１３６０を通じた送信のためにトランシ
ーバモジュール１３５５へ送られるべき情報、１つまたは複数の他の基地局またはｅＮＢ
１３０５－ａおよび１３０５－ｂへの送信のために基地局通信モジュール１３２５へ送ら
れるべき情報、および／または図１のコアネットワーク１３０の一例であり得るコアネッ
トワーク１３４５への送信のためにネットワーク通信モジュール１３４０へ送られるべき
情報を、処理し得る。プロセッサモジュール１３３０は、単独で、またはｅＮＢ　ＬＴＥ
／ＬＴＥ－Ａモジュール１３７０とともに、キャリアアグリゲーション動作モードで認可
スペクトルおよび／または無認可スペクトルを使用するアップリンク伝送に関する様々な
態様を含む、認可スペクトルおよび／または無認可スペクトルの中でＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ
ベースの通信を使用することの様々な態様を処理し得る。
【０１６５】
　[0181]トランシーバモジュール１３５５は、パケットを変調するとともに変調されたパ
ケットを送信のためにアンテナ１３６０に供給し、アンテナ１３６０から受信されたパケ
ットを復調するように構成されるモデムを含み得る。トランシーバモジュール１３５５は
、１つまたは複数の送信機モジュールおよび１つまたは複数の別個の受信機モジュールと
して実装され得る。トランシーバモジュール１３５５は、少なくとも１つの認可スペクト
ル（たとえば、ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ認可スペクトル）の中の、および少なくとも１つの無
認可スペクトル（たとえば、ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ無認可スペクトル）の中の通信をサポー
トし得る。トランシーバモジュール１３５５は、図１、図２Ａ、図２Ｂ、図３、図５、図
８、図１０Ａ、図１０Ｂ、および／または図１２を参照しながら説明したＵＥまたはデバ
イス１１５、２１５、３１５、５１５、８１５、１０１５、１０３５、および１２１５の
うちの１つまたは複数と、アンテナ１３６０を介して、双方向に通信するように構成され
得る。基地局１３０５は、通常、複数のアンテナ１３６０（たとえば、アンテナアレイ）
を含み得る。基地局１３０５は、ネットワーク通信モジュール１３４０を介してコアネッ
トワーク１３４５と通信し得る。基地局１３０５は、基地局通信モジュール１３２５を使
用して、ｅＮＢ１３０５－ａおよび１３０５－ｂなどの他の基地局と通信し得る。
【０１６６】
　[0182]図１３のアーキテクチャによれば、基地局１３０５はさらに、通信管理モジュー
ル１３５０を含み得る。通信管理モジュール１３５０は、他の基地局および／またはデバ
イスとの通信を管理し得る。通信管理モジュール１３５０は、１つまたは複数のバス１３
３５を介して、基地局１３０５の他の構成要素の一部または全部と通信し得る。代替とし
て、通信管理モジュール１３５０の機能性は、トランシーバモジュール１３５５の構成要
素として、コンピュータプログラム製品として、および／またはプロセッサモジュール１
３３０の１つもしくは複数のコントローラ要素として実装され得る。
【０１６７】
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　[0183]ｅＮＢ　ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａモジュール１３７０は、認可スペクトルおよび／ま
たは無認可スペクトルの中でＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａベースの通信を使用することに関して図
１～図９Ｂ、図１１Ａ、および図１１Ｂを参照しながら説明した機能または態様の一部ま
たは全部を、実行および／または制御するように構成され得る。たとえば、ｅＮＢ　ＬＴ
Ｅ／ＬＴＥ－Ａモジュール１３７０は、補助ダウンリンクモード、キャリアアグリゲーシ
ョンモード、および／またはスタンドアロンモードをサポートするように構成され得る。
ｅＮＢ　ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａモジュール１３７０は、ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ認可スペクトル
通信を処理するように構成されるＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ認可モジュール１３７５と、ＬＴＥ
／ＬＴＥ－Ａ無認可スペクトル通信を処理するように構成されるＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ無認
可モジュール１３８０と、無認可スペクトルの中のＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ通信以外の通信を
処理するように構成される無認可モジュール１３８５とを含み得る。ｅＮＢ　ＬＴＥ／Ｌ
ＴＥ－Ａモジュール１３７０はまた、たとえば、図３、図４、図５、図６Ａ、図６Ｂ、図
８、図９Ａ、図９Ｂ、図１１Ａ、および／または図１１Ｂを参照しながら説明したｅＮＢ
機能のうちのいずれかを実行するように構成される、ｅＮＢ　ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ無認可
スペクトルアップリンクキャリアアグリゲーションモジュール１３９０を含み得る。ｅＮ
Ｂ　ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ無認可スペクトルアップリンクキャリアアグリゲーションモジュ
ール１３９０は、図１１Ａおよび図１１Ｂで説明した同様のモジュールの一例であり得る
。ｅＮＢ　ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａモジュール１３７０またはそれの部分は、プロセッサを含
み得る。その上、ｅＮＢ　ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａモジュール１３７０の機能性の一部または
全部は、プロセッサモジュール１３３０によって、および／またはプロセッサモジュール
１３３０とともに実行され得る。
【０１６８】
　[0184]次に図１４を参照すると、基地局１４０５（たとえば、ｅＮＢ）とＵＥ１４１５
とを含む多入力多出力（ＭＩＭＯ）通信システム１４００のブロック図が示される。基地
局１４０５およびＵＥ１４１５は、認可スペクトルおよび／または無認可スペクトル（た
とえば、ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ認可スペクトルおよび／またはＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ無認可ス
ペクトル）を使用するＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａベースの通信をサポートし得る。その上、基地
局１４０５およびＵＥ１４１５は、キャリアアグリゲーション動作モードに関するアップ
リンク伝送のための異なる方式をサポートし得る。基地局１４０５は、図１、図２Ａ、図
２Ｂ、図３、図５、図８、図１１Ａ、図１１Ｂ、および／または図１３を参照しながら説
明した基地局またはデバイス１０５、２０５、３０５、５０５、８０５、１１０５、１１
３５、および１３０５のうちの１つまたは複数の一例であり得、ＵＥ１４１５は、図１、
図２Ａ、図２Ｂ、図３、図５、図８、図１０Ａ、図１０Ｂ、および／または図１２を参照
しながら説明したＵＥまたはデバイス１１５、２１５、３１５、５１５、８１５、１０１
５、１０３５、および１２１５のうちの１つまたは複数の一例であり得る。システム１４
００は、図１、図２Ａ、および／または図２Ｂを参照しながら説明したワイヤレス通信シ
ステム１００の態様を示し得る。
【０１６９】
　[0185]基地局１４０５は、アンテナ１４３４－ａ～１４３４－ｘを備え得、ＵＥ１４１
５は、アンテナ１４５２－ａ～１４５２－ｎを備え得る。システム１４００において、基
地局１４０５は、複数の通信リンクを介して同時にデータを送ることが可能であり得る。
各通信リンクは「レイヤ」と呼ばれる場合があり、通信リンクの「ランク」は、通信に使
用されるレイヤの数を示すことができる。たとえば、基地局１４０５が２つの「レイヤ」
を送信する２×２ＭＩＭＯシステムでは、基地局１４０５とＵＥ１４１５との間の通信リ
ンクのランクは２であり得る。
【０１７０】
　[0186]基地局１４０５において、送信（Ｔｘ）プロセッサ１４２０は、データソースか
らデータを受け取り得る。送信プロセッサ１４２０は、データを処理し得る。送信プロセ
ッサ１４２０はまた、基準シンボルおよび／またはセル固有基準信号を生成し得る。送信
（Ｔｘ）ＭＩＭＯプロセッサ１４３０は、適用可能な場合、データシンボル、制御シンボ
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ル、および／または基準シンボルに対して空間処理（たとえば、プリコーディング）を実
施し得、出力シンボルストリームを送信変調器１４３２－ａ～１４３２－ｘに供給し得る
。各変調器１４３２は、出力サンプルストリームを取得するために、（たとえば、ＯＦＤ
Ｍなどのために）それぞれの出力シンボルストリームを処理し得る。各変調器１４３２は
、ダウンリンク（ＤＬ）信号を取得するために、出力サンプルストリームをさらに処理（
たとえば、アナログ変換、増幅、フィルタ、およびアップコンバート）し得る。１つの例
では、変調器１４３２－ａ～１４３２－ｘからのＤＬ信号は、それぞれアンテナ１４３４
－ａ～１４３４－ｘを介して送信され得る。
【０１７１】
　[0187]ＵＥ１４１５において、アンテナ１４５２－ａ～１４５２－ｎは、基地局１４０
５からＤＬ信号を受信し得、受信された信号をそれぞれ復調器１４５４－ａ～１４５４－
ｎに供給し得る。各復調器１４５４は、入力サンプルを取得するために、それぞれの受信
された信号を調整（たとえば、フィルタ、増幅、ダウンコンバート、およびデジタル化）
し得る。各復調器１４５４は、受信シンボルを取得するために、（たとえば、ＯＦＤＭな
どのために）入力サンプルをさらに処理し得る。ＭＩＭＯ検出器１４５６は、すべての復
調器１４５４－ａ～１４５４－ｎから受信シンボルを取得し得、適用可能な場合、受信シ
ンボルに対してＭＩＭＯ検出を実行し得、検出されたシンボルを供給し得る。受信（Ｒｘ
）プロセッサ１４５８は、検出されたシンボルを処理（たとえば、復調、デインターリー
ブ、および復号）し得、ＵＥ５１５のための復号データをデータ出力に供給し、復号され
た制御情報をプロセッサ１４８０、またはメモリ１４８２に提供し得る。プロセッサ１４
８０は、認可スペクトルおよび／または無認可スペクトルの中でＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａベー
スの通信を使用することに関する様々な機能を実行し得るモジュールまたは機能１４８１
を含み得る。たとえば、モジュールまたは機能１４８１は、図１～図１０Ｂおよび図１２
を参照しながら上記で説明した機能の一部または全部を実行し得る。
【０１７２】
　[0188]アップリンク（ＵＬ）では、ＵＥ１４１５において、送信（Ｔｘ）プロセッサ１
４６４は、データソースからのデータを受け取り、処理し得る。送信プロセッサ１４６４
はまた、基準信号用の基準シンボルを生成し得る。送信プロセッサ１４６４からのシンボ
ルは、適用可能な場合、送信（Ｔｘ）ＭＩＭＯプロセッサ１４６６によってプリコードさ
れ得、（たとえば、ＳＣ－ＦＤＭＡなどのために）復調器１４５４－ａ～１４５４－ｎに
よってさらに処理され得、基地局１４０５から受信した送信パラメータに従って基地局１
４０５へ送信され得る。基地局１４０５において、ＵＥ１４１５からのＵＬ信号は、アン
テナ１４３４によって受信され得、復調器１４３２によって処理され得、適用可能な場合
、ＭＩＭＯ検出器１４３６によって検出され得、受信プロセッサによってさらに処理され
得る。受信（Ｒｘ）プロセッサ１４３８は、復号データをデータ出力およびプロセッサ１
４４０に供給し得る。プロセッサ１４４０は、認可スペクトルおよび／または無認可スペ
クトルの中でＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａベースの通信を使用することに関する様々な態様を実行
し得るモジュールまたは機能１４４１を含み得る。たとえば、モジュールまたは機能１４
４１は、図１～図９Ｂ、図１１Ａ、図１１Ｂ、および図１３を参照しながら上記で説明し
た機能の一部または全部を実行し得る。
【０１７３】
　[0189]基地局１４０５の構成要素は、個別にまたは集合的に、ハードウェア中の適用可
能な機能の一部または全部を実行するように構成された１つまたは複数のＡＳＩＣを用い
て実現され得る。言及したモジュールの各々は、システム１４００の動作に関する１つま
たは複数の機能を実行するための手段であり得る。同様に、ＵＥ１４１５の構成要素は、
個別にまたは集合的に、ハードウェア中の適用可能な機能の一部または全部を実行するよ
うに構成された１つまたは複数のＡＳＩＣを用いて実現され得る。言及した構成要素の各
々は、システム１４００の動作に関する１つまたは複数の機能を実行するための手段であ
り得る。
【０１７４】
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　[0190]図１５は、ワイヤレス通信のための方法１５００の一例を示すフローチャートで
ある。明快のために、方法１５００について、図１、図２Ａ、図２Ｂ、図３、図５、図８
、図１０Ａ、図１０Ｂ、図１１Ａ、図１１Ｂ、図１２、図１３、および／または図１４に
示すｅＮＢ、ＵＥ、またはデバイスのうちの１つを参照しながら以下で説明する。一実施
形態では、ＵＥのうちの１つは、以下で説明する機能を実行するためにＵＥの機能要素を
制御するためのコードの１つまたは複数のセットを実行し得る。
【０１７５】
　[0191]ブロック１５０５において、アップリンク許可は、認可スペクトルを介して受信
され得る。いくつかの実施形態では、アップリンク許可は、ＵＥ（たとえば、ＵＥ１１５
）によってｅＮＢ（たとえば、ｅＮＢ１０５）から受信され得る。いくつかの実施形態で
は、認可スペクトルは、ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ認可スペクトルを含み得る。ブロック１５０
５における動作は、場合によっては、図１０Ａ、図１０Ｂもしくは図１２を参照しながら
説明したＵＥ　ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ無認可スペクトルアップリンクキャリアアグリゲーシ
ョンモジュール１０１０、１０４０、もしくは１２６０、または図１０Ｂを参照しながら
説明したアップリンク許可モジュール１０５０、または図１４を参照しながら説明したモ
ジュールもしくは機能１４８１によって、実行され得る。
【０１７６】
　[0192]ブロック１５１０において、ＣＣＡは、無認可スペクトルの利用可能性を決定す
るために、アップリンク許可に応答して実行され得る。ＣＣＡは、アップリンク許可と関
連した伝送の前に（たとえば、ＵＥのＵＬ伝送の前に）実行され得る。いくつかの実施形
態では、無認可スペクトルは、ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ無認可スペクトルを含み得る。ブロッ
ク１５１０における動作は、場合によっては、図１０Ａ、図１０Ｂもしくは図１２を参照
しながら説明したＵＥ　ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ無認可スペクトルアップリンクキャリアアグ
リゲーションモジュール１０１０、１０４０、および１２６０、または図１０Ｂを参照し
ながら説明したＣＣＡモジュール１０６０、または図１４を参照しながら説明したモジュ
ールもしくは機能１４８１によって、実行され得る。
【０１７７】
　[0193]方法１５００のいくつかの実施形態では、ＰＲＢのセットに対する無認可スペク
トル上での最大アップリンクデータレートの指示は、認可スペクトルを介して受信される
。方法は、指示に応答してサブフレームの中でＣＣＡを実行することを含み、ここで、Ｃ
ＣＡは、次のサブフレームの中でデータを送信するための、無認可スペクトル中のＰＲＢ
のセットに対するコンポーネントキャリアの利用可能性を決定するために実行される。Ｐ
ＲＢの同じセットは、複数のユーザの各々に無認可スペクトルのアップリンク上で割り当
てられ得る。ＰＲＢの同じセットが割り当てられた複数のユーザ（たとえば、複数のＵＥ
１１５）から送信されるデータは、データがそれらのＰＲＢを占有する場合、逐次干渉除
去（ＳＩＣ）を使用して（たとえば、ｅＮＢ１０５によって）復号され得る。ＰＲＢの同
じセットが割り当てられた複数のユーザは、直交復調基準信号（ＤＭ－ＲＳ）シーケンス
が割り当てられ得る。ＰＲＢの同じセットが割り当てられたユーザの各々は、また、別個
のスクランブリングコードが割り当てられ得る。無認可スペクトル中のＰＲＢのセットに
対するコンポーネントキャリアが利用できるという決定がなされる（たとえば、ＣＣＡが
成功した）場合、方法１５００は、アップリンク基準信号、制御信号および／またはデー
タ信号を、ユーザに割り当てられた直交ＤＭ－ＲＳシーケンスおよび別個のスクランブリ
ングコードのうちの一方または両方を使用して送信することを含み得る。アップリンク伝
送はまた、アップリンクデータに対する送信フォーマットの選択、ＨＡＲＱ－ＩＤ、およ
びＨＡＲＱ　ＲＶに基づいて、送信フォーマット指示（ＴＦＩ）のうちの１つまたは複数
を示すさらなる信号を含み得る。
【０１７８】
　[0194]したがって、方法１５００はワイヤレス通信を提供し得る。方法１５００は一実
装形態にすぎず、方法１５００の動作は、他の実装形態が可能であるように再構成あるい
は修正されてよいことに留意されたい。
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【０１７９】
　[0195]図１６は、ワイヤレス通信のための方法１６００の別の例を示すフローチャート
である。明快のために、方法１６００について、図１、図２Ａ、図２Ｂ、図３、図５、図
８、図１０Ａ、図１０Ｂ、図１１Ａ、図１１Ｂ、図１２、図１３、および／または図１４
に示すｅＮＢ、ＵＥ、またはデバイスのうちの１つを参照しながら以下で説明する。一実
施形態では、ＵＥのうちの１つは、以下で説明する機能を実行するためにＵＥの機能要素
を制御するためのコードの１つまたは複数のセットを実行し得る。
【０１８０】
　[0196]ブロック１６０５において、アップリンク許可は、認可スペクトルを介して受信
され得る。いくつかの実施形態では、アップリンク許可は、ＵＥ（たとえば、ＵＥ１１５
）によってｅＮＢ（たとえば、ｅＮＢ１０５）から受信され得る。いくつかの実施形態で
は、認可スペクトルは、ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ認可スペクトルを含み得る。ブロック１６０
５における動作は、場合によっては、図１０Ａ、図１０Ｂもしくは図１２を参照しながら
説明したＵＥ　ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ無認可スペクトルアップリンクキャリアアグリゲーシ
ョンモジュール１０１０、１０４０、もしくは１２６０、または図１０Ｂを参照しながら
説明したアップリンク許可モジュール１０５０、または図１４を参照しながら説明したモ
ジュールもしくは機能１４８１によって、実行され得る。
【０１８１】
　[0197]ブロック１６１０において、ＣＣＡは、無認可スペクトルの利用可能性を決定す
るために、アップリンク許可に応答して実行され得る。ＣＣＡは、アップリンク許可と関
連した伝送の前に（たとえば、ＵＥのＵＬ伝送の前に）実行され得る。いくつかの実施形
態では、無認可スペクトルは、ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ無認可スペクトルを含み得る。ブロッ
ク１６１０における動作は、場合によっては、図１０Ａ、図１０Ｂもしくは図１２を参照
しながら説明したＵＥ　ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ無認可スペクトルアップリンクキャリアアグ
リゲーションモジュール１０１０、１０４０、および１２６０、または図１０Ｂを参照し
ながら説明したＣＣＡモジュール１０６０、または図１４を参照しながら説明したモジュ
ールもしくは機能１４８１によって、実行され得る。
【０１８２】
　[0198]ブロック１６１５において、無認可スペクトルが利用できるという決定がなされ
る場合、データは、無認可スペクトルを使用して送信され得る（たとえば、データは、Ｕ
ＥからｅＮＢへ送信され得る）。
【０１８３】
　[0199]ブロック１６２０において、無認可スペクトルが利用できないという決定がなさ
れる場合、アップリンク許可は無視され得る。
【０１８４】
　[0200]ブロック１６１５および／または１６２０における動作は、場合によっては、図
１０Ａ、図１０Ｂもしくは図１２を参照しながら説明したＵＥ　ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ無認
可スペクトルアップリンクキャリアアグリゲーションモジュール１０１０。１０４０、お
よび１２６０、または図１０Ｂを参照しながら説明したデータ送信モジュール１０７０、
または図１４を参照しながら説明したモジュールもしくは機能１４８１によって、実行さ
れ得る。
【０１８５】
　[0201]方法１６００の実装形態の一例は、図４を参照しながら説明されている。
【０１８６】
　[0202]したがって、方法１６００はワイヤレス通信を提供し得る。方法１６００は一実
装形態にすぎず、方法１６００の動作は、他の実装形態が可能であるように再構成あるい
は修正されてよいことに留意されたい。
【０１８７】
　[0203]図１７は、ワイヤレス通信のための方法１７００のさらに別の例を示すフローチ
ャートである。明快のために、方法１７００について、図１、図２Ａ、図２Ｂ、図３、図
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５、図８、図１０Ａ、図１０Ｂ、図１１Ａ、図１１Ｂ、図１２、図１３、および／または
図１４に示すｅＮＢ、ＵＥ、またはデバイスのうちの１つを参照しながら以下で説明する
。一実施形態では、ＵＥのうちの１つは、以下で説明する機能を実行するためにＵＥの機
能要素を制御するためのコードの１つまたは複数のセットを実行し得る。
【０１８８】
　[0204]ブロック１７０５において、アップリンク許可は、認可スペクトルを介して受信
され得る。いくつかの実施形態では、アップリンク許可は、ＵＥ（たとえば、ＵＥ１１５
）によってｅＮＢ（たとえば、ｅＮＢ１０５）から受信され得る。いくつかの実施形態で
は、認可スペクトルは、ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ認可スペクトルを含み得る。ブロック１７０
５における動作は、場合によっては、図１０Ａ、図１０Ｂもしくは図１２を参照しながら
説明したＵＥ　ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ無認可スペクトルアップリンクキャリアアグリゲーシ
ョンモジュール１０１０、１０４０、もしくは１２６０、または図１０Ｂを参照しながら
説明したアップリンク許可モジュール１０５０、または図１４を参照しながら説明したモ
ジュールもしくは機能１４８１によって、実行され得る。
【０１８９】
　[0205]ブロック１７１０において、ＣＣＡは、無認可スペクトルの利用可能性を決定す
るために、アップリンク許可に応答して実行され得る。ＣＣＡは、アップリンク許可と関
連した伝送の前に（たとえば、ＵＥ１１５のＵＬ伝送の前に）実行され得る。いくつかの
実施形態では、無認可スペクトルは、ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ無認可スペクトルを含み得る。
ブロック１７１０における動作は、場合によっては、図１０Ａ、図１０Ｂ、もしくは図１
２を参照しながら説明したＵＥ　ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ無認可スペクトルアップリンクキャ
リアアグリゲーションモジュール１０１０、１０４０、もしくは１２６０、または図１０
Ｂを参照しながら説明したＣＣＡモジュール１０６０、または図１４を参照しながら説明
したモジュールもしくは機能１４８１によって、実行され得る。
【０１９０】
　[0206]ブロック１７１５において、無認可スペクトルが利用できるという決定がなされ
る場合、データは、無認可スペクトルを使用して送信され得る（たとえば、データは、Ｕ
ＥからｅＮＢへ送信され得る）。
【０１９１】
　[0207]ブロック１７２０において、無認可スペクトルが利用できないという決定がなさ
れる場合、データは、認可スペクトルを使用して送信され得る。
【０１９２】
　[0208]いくつかの実施形態では、無認可スペクトルを使用してデータを送信することは
、アップリンク許可によって示されるサブフレームの第１のサブセットの中でデータを送
信することを含み得、認可スペクトルを使用してデータを送信することは、アップリンク
許可によって示されるサブフレームの第２のサブセットの中でデータを送信することを含
み得る。サブフレームの第１のサブセットは、サブフレームの第２のサブセットよりも小
さくても、それと等しくても、またはそれよりも大きくてもよい。しかしながら、無認可
スペクトルが認可スペクトルよりも多くの利用できる帯域幅を有する場合、サブフレーム
の第１のサブセットをサブフレームの第２のサブセットよりも大きくさせることは有用で
あり得る。場合によっては、サブフレームの第１のサブセットは、サブフレームの第２の
サブセットを含む。サブフレームの第１および第２のサブセットは、同じサブフレームの
中で、または異なるサブフレームにおいて開始し得る。後者の場合、また例として、サブ
フレームの第１のサブセットは第１のサブフレームの中で開始し得、第２のサブフレーム
が第１のサブフレームからオフセットまたは遅延されて、サブフレームの第２のサブセッ
トは第２のサブフレームの中で開始し得る。サブフレームの第１および第２のサブセット
の各々は、サブセットの中のいくつかのサブフレーム、サブセットの中の連続するサブフ
レーム間の時間間隔、およびアップリンク許可の受信の時間とサブセットの中のサブフレ
ームの最初の出現との間の初期オフセットのうちの、１つまたは複数の観点から規定され
得る。
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【０１９３】
　[0209]ブロック１７１５および／または１７２０における動作は、場合によっては、図
１０Ａ、図１０Ｂもしくは図１２を参照しながら説明したＵＥ　ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ無認
可スペクトルアップリンクキャリアアグリゲーションモジュール１０１０、１０４０、も
しくは１２６０、または図１０Ｂを参照しながら説明したデータ送信モジュール１０７０
、または図１４を参照しながら説明したモジュールもしくは機能１４８１によって、実行
され得る。
【０１９４】
　[0210]方法１７００の例示的な実装形態は、図６Ａおよび図６Ｂを参照しながら説明さ
れている。
【０１９５】
　[0211]したがって、方法１７００はワイヤレス通信を提供し得る。方法１７００は一実
装形態にすぎず、方法１７００の動作は、他の実装形態が可能であるように再構成あるい
は修正されてよいことに留意されたい。
【０１９６】
　[0212]図１８は、ワイヤレス通信のための方法１８００の別の例を示すフローチャート
である。明快のために、方法１８００について、図１、図２Ａ、図２Ｂ、図３、図５、図
８、図１０Ａ、図１０Ｂ、図１１Ａ、図１１Ｂ、図１２、図１３、および／または図１４
に示すｅＮＢ、ＵＥ、またはデバイスのうちの１つを参照しながら以下で説明する。一実
施形態では、ＵＥのうちの１つは、以下で説明する機能を実行するためにＵＥの機能要素
を制御するためのコードの１つまたは複数のセットを実行し得る。
【０１９７】
　[0213]ブロック１８０５において、アップリンク許可は、認可スペクトルを介して受信
され得る。アップリンク許可は、ＰＲＢのセットに対する無認可スペクトル上での最大ア
ップリンクデータレートの指示という形をとっても、もしくはそうした指示を含んでもよ
く、またはそうした指示に加えて提供されてもよい。いくつかの実施形態では、アップリ
ンク許可は、ＵＥ（たとえば、ＵＥ１１５）によってｅＮＢ（たとえば、ｅＮＢ１１５）
から受信され得る。いくつかの実施形態では、認可スペクトルはＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａスペ
クトルを含み得、無認可スペクトルはＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ無認可認可スペクトルを含み得
る。ブロック１８０５における動作は、場合によっては、図１０Ａ、図１０Ｂもしくは図
１２を参照しながら説明したＵＥ　ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ無認可スペクトルアップリンクキ
ャリアアグリゲーションモジュール１０１０、１０４０、もしくは１２６０、または図１
０Ｂを参照しながら説明したアップリンク許可モジュール１０５０、または図１４を参照
しながら説明したモジュールもしくは機能１４８１によって、実行され得る。
【０１９８】
　[0214]ブロック１８１０において、ＣＣＡは、指示に応答してサブフレームの中で実行
され得る。ＣＣＡは、次のサブフレームの中でデータを送信するための、無認可スペクト
ル中のＰＲＢのセットに対するコンポーネントキャリアの利用可能性を決定するために実
行され得る。ブロック１８１０における動作は、場合によっては、図１０Ａもしくは図１
２を参照しながら説明したＵＥ　ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ無認可スペクトルアップリンクキャ
リアアグリゲーションモジュール１０１０、または図１０Ｂを参照しながら説明したＣＣ
Ａモジュール１０６０、または図１４を参照しながら説明したモジュールもしくは機能１
４８１によって、実行され得る。
【０１９９】
　[0215]ブロック１８１５において、無認可スペクトル中のＰＲＢのセットに対するコン
ポーネントキャリアが利用できるというという決定がなされる場合、データは、無認可ス
ペクトルを使用して送信され得る（たとえば、データは、ＵＥ１１５からｅＮＢ１０５へ
送信され得る）。ブロック１８１５における動作は、場合によっては、図１０Ａ、図１０
Ｂ、もしくは図１２を参照しながら説明したＵＥ　ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ無認可スペクトル
アップリンクキャリアアグリゲーションモジュール１０１０、１０４０、もしくは１２６
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０、または図１０Ｂを参照しながら説明したデータ送信モジュール１０７０、または図１
４を参照しながら説明したモジュールもしくは機能１４８１によって、実行され得る。
【０２００】
　[0216]ブロック１８２０において、無認可スペクトル中のＰＲＢのセットに対するコン
ポーネントキャリアが利用できないという決定がなされる場合、ＣＣＡは、次のサブフレ
ームの中で実行され得る。ブロック１８２０における動作は、場合によっては、図１０Ａ
、図１０Ｂ、もしくは図１２を参照しながら説明したＵＥ　ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ無認可ス
ペクトルアップリンクキャリアアグリゲーションモジュール１０１０、１０４０、もしく
は１２６０、または図１０Ｂを参照しながら説明したＣＣＡモジュール１０６０、または
図１４を参照しながら説明したモジュールもしくは機能１４８１によって、実行され得る
。
【０２０１】
　[0217]方法１８００の実装形態の一例は、図９Ａを参照しながら説明されている。
【０２０２】
　[0218]したがって、方法１８００はワイヤレス通信を提供し得る。方法１８００は一実
装形態にすぎず、方法１８００の動作は、他の実装形態が可能であるように再構成あるい
は修正されてよいことに留意されたい。
【０２０３】
　[0219]図１９は、ワイヤレス通信のための方法１９００の別の例を示すフローチャート
である。明快のために、方法１９００について、図１、図２Ａ、図２Ｂ、図３、図５、図
８、図１０Ａ、図１０Ｂ、図１１Ａ、図１１Ｂ、図１２、図１３、および／または図１４
に示すｅＮＢ、ＵＥ、またはデバイスのうちの１つを参照しながら以下で説明する。一実
施形態では、ＵＥのうちの１つは、以下で説明する機能を実行するためにＵＥの機能要素
を制御するためのコードの１つまたは複数のセットを実行し得る。
【０２０４】
　[0220]ブロック１９０５において、アップリンク許可は、認可スペクトルを介して受信
され得る。アップリンク許可は、ＰＲＢのセットに対する無認可スペクトル上での最大ア
ップリンクデータレートの指示という形をとっても、またはそうした指示を含んでもよい
。いくつかの実施形態では、アップリンク許可は、ＵＥ（たとえば、ＵＥ１１５）によっ
てｅＮＢ（たとえば、ｅＮＢ１０５）から受信され得る。いくつかの実施形態では、認可
スペクトルはＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ認可スペクトルを含み得、無認可スペクトルはＬＴＥ／
ＬＴＥ－Ａ無認可スペクトルを含み得る。ブロック１９０５における動作は、場合によっ
ては、図１０Ａ、図１０Ｂもしくは図１２を参照しながら説明したＵＥ　ＬＴＥ／ＬＴＥ
－Ａ無認可スペクトルアップリンクキャリアアグリゲーションモジュール１０１０、１０
４０、もしくは１２６０、または図１０Ｂを参照しながら説明したアップリンク許可モジ
ュール１０５０、または図１４を参照しながら説明したモジュールもしくは機能１４８１
によって、実行され得る。
【０２０５】
　[0221]ブロック１９１０において、ＣＣＡは、指示に応答してサブフレームの中で実行
され得る。ＣＣＡは、次のサブフレームの中でデータを送信するための、無認可スペクト
ル中のＰＲＢのセットに対するコンポーネントキャリアの利用可能性を決定するために実
行され得る。ブロック１９１０における動作は、場合によっては、図１０Ａ、図１０Ｂ、
もしくは図１２を参照しながら説明したＵＥ　ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ無認可スペクトルアッ
プリンクキャリアアグリゲーションモジュール１０１０、１０４０、もしくは１２６０、
または図１０Ｂを参照しながら説明したＣＣＡモジュール１０６０、または図１４を参照
しながら説明したモジュールもしくは機能１４８１によって、実行され得る。
【０２０６】
　[0222]ブロック１９１５において、無認可スペクトル中のＰＲＢのセットに対するコン
ポーネントキャリアが利用できるという決定がなされる場合、データは、無認可スペクト
ルを使用して送信され得る（たとえば、データは、ＵＥからｅＮＢへ送信され得る）。
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【０２０７】
　[0223]ブロック１９２０において、無認可スペクトル中のＰＲＢのセットに対するコン
ポーネントキャリアが利用できないという決定がなされる場合、データは、認可スペクト
ルを使用して送信され得る。
【０２０８】
　[0224]ブロック１９１５および／または１９２０における動作は、場合によっては、図
１０Ａ、図１０Ｂもしくは図１２を参照しながら説明したＵＥ　ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ無認
可スペクトルアップリンクキャリアアグリゲーションモジュール１０１０、１０４０、も
しくは１２６０、または図１０Ｂを参照しながら説明したデータ送信モジュール１０７０
、または図１４を参照しながら説明したモジュールもしくは機能１４８１によって、実行
され得る。
【０２０９】
　[0225]方法１９００の実装形態の一例は、図９Ｂを参照しながら説明されている。
【０２１０】
　[0226]したがって、方法１９００はワイヤレス通信を提供し得る。方法１９００は一実
装形態にすぎず、方法１９００の動作は、他の実装形態が可能であるように再構成あるい
は修正されてよいことに留意されたい。
【０２１１】
　[0227]図２０は、ワイヤレス通信のための方法２０００の一例を示すフローチャートで
ある。明快のために、方法２０００について、図１、図２Ａ、図２Ｂ、図３、図５、図８
、図１０Ａ、図１０Ｂ、図１１Ａ、図１１Ｂ、図１２、図１３、および／または図１４に
示すｅＮＢ、ＵＥ、またはデバイスのうちの１つを参照しながら以下で説明する。一実施
形態では、ｅＮＢのうちの１つは、以下で説明する機能を実行するためにｅＮＢの機能要
素を制御するためのコードの１つまたは複数のセットを実行し得る。
【０２１２】
　[0228]ブロック２００５において、スケジューリング情報は、認可スペクトルを介して
受信され得る。いくつかの実施形態では、スケジューリング情報は、ｅＮＢ１０５によっ
てＵＥ１１５から受信され得る。いくつかの実施形態では、認可スペクトルは、ＬＴＥ／
ＬＴＥ－Ａ認可スペクトルを含み得る。ブロック２００５における動作は、場合によって
は、図１１Ａ、図１１Ｂもしくは図１３を参照しながら説明したｅＮＢ　ＬＴＥ／ＬＴＥ
－Ａ無認可スペクトルアップリンクキャリアアグリゲーションモジュール１１１５、１１
４０、もしくは１３９０、または図１１Ｂを参照しながら説明したスケジューリング情報
モジュール１１５０および／またはデータ受信モジュール１１７０、または図１４を参照
しながら説明したモジュールもしくは機能１４４１によって、実行され得る。
【０２１３】
　[0229]ブロック２０１０において、アップリンク許可は、認可スペクトルを介して送信
され得る。アップリンク許可は、スケジューリング情報に少なくとも部分的に基づき得、
アップリンク許可と関連した伝送の前に（たとえば、ＵＥのＵＬ伝送の前に）、無認可ス
ペクトルの利用可能性を決定するためのＣＣＡをトリガするように構成され得る。いくつ
かの実施形態では、無認可スペクトルは、ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ無認可スペクトルを含み得
る。ブロック２０１０における動作は、場合によっては、図１１Ａ、図１１Ｂもしくは図
１３を参照しながら説明したｅＮＢ　ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ無認可スペクトルアップリンク
キャリアアグリゲーションモジュール１１１５、１１４０、もしくは１３９０、または図
１１Ｂを参照しながら説明したアップリンク許可モジュール１１６０、または図１４を参
照しながら説明したモジュールもしくは機能１４４１によって、実行され得る。
【０２１４】
　[0230]方法２０００のいくつかの実施形態では、ＰＲＢの同じセットは、送信されたア
ップリンク許可に少なくとも部分的に基づいて、マリトプルユーザ（たとえば、ＵＥ１１
５）に無認可スペクトルのアップリンク上で（たとえば、ｅＮＢ１０５によって）割り当
てられ得る。方法２０００は、割り当てられたＰＲＢを使用する複数のユーザからアップ
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リンクデータを受信することと、ＳＩＣを使用してアップリンクデータを（たとえば、ｅ
ＮＢ１０５において）復号することとを含む。方法２０００は、直交ＤＭ－ＲＳシーケン
スおよび別個のスクランブリングコードのうちの一方または両方を、複数のユーザの各々
にアップリンクデータの伝送のために割り当てることを含み得る。方法２０００はまた、
送信フォーマット選択（たとえば、ＴＦＩを通じて）、ＨＡＲＱ－ＩＤ、およびＨＡＲＱ
　ＲＶのうちの１つまたは複数を示す信号を、アップリンクデータと一緒に、複数のユー
ザの各々から受信することを含み得る。受信された信号は、ユーザに割り当てられた直交
ＤＭ－ＲＳシーケンスおよび／またはスクランブリングコードに基づいて処理され得る。
【０２１５】
　[0231]したがって、方法２０００はワイヤレス通信を提供し得る。方法２０００は一実
装形態にすぎず、方法２０００の動作は、他の実装形態が可能であるように再構成あるい
は修正されてよいことに留意されたい。
【０２１６】
　[0232]添付の図面に関して上記に記載された発明を実施するための形態は、例示的な実
施形態を記載しており、実装され得るまたは特許請求の範囲内に入る実施形態のみを表す
ものではない。この明細書全体にわたって使用する「例示的」という用語は、「例、事例
、または例示の働きをすること」を意味し、「好ましい」または「他の実施形態よりも有
利である」ことを意味しない。発明を実施するための形態は、記載された技法の理解を与
えるための具体的な詳細を含む。しかしながら、これらの技法は、これらの具体的な詳細
なしに実践され得る。場合によっては、記載された実施形態の概念を不明瞭にしないため
に、よく知られている構造およびデバイスがブロック図の形態で示される。
【０２１７】
　[0233]情報および信号は、多種多様な技術および技法のいずれかを使用して表され得る
。たとえば、上記の説明全体にわたって言及され得るデータ、命令、コマンド、情報、信
号、ビット、シンボル、およびチップは、電圧、電流、電磁波、磁場もしくは磁性粒子、
光場もしくは光学粒子、またはそれらの任意の組合せによって表され得る。
【０２１８】
　[0234]本明細書の開示に関して説明された様々な例示的なブロックおよびモジュールは
、汎用プロセッサ、デジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）、特定用途向け集積回路（ＡＳＩ
Ｃ）、フィールドプログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）または他のプログラマブル論
理デバイス、個別ゲートまたはトランジスタ論理、個別ハードウェア構成要素、あるいは
本明細書で説明された機能を実行するように設計されたそれらの任意の組合せを用いて実
装または実行され得る。汎用プロセッサはマイクロプロセッサであり得るが、代替では、
プロセッサは任意の従来のプロセッサ、コントローラ、マイクロコントローラ、またはス
テートマシンであり得る。プロセッサは、コンピューティングデバイスの組合せ、たとえ
ば、ＤＳＰとマイクロプロセッサとの組合せ、複数のマイクロプロセッサ、ＤＳＰコアと
連携する１つもしくは複数のマイクロプロセッサ、または任意の他のそのような構成とし
ても実装され得る。プロセッサは、場合によっては、メモリと電子通信していてもよく、
メモリは、プロセッサによって実行可能な命令を記憶する。
【０２１９】
　[0235]本明細書で説明された機能は、ハードウェア、プロセッサによって実行されるソ
フトウェア、ファームウェア、またはそれらの任意の組合せで実現され得る。プロセッサ
によって実行されるソフトウェアで実現される場合、機能は、１つまたは複数の命令また
はコードとしてコンピュータ可読媒体上に記憶されるか、あるいはコンピュータ可読媒体
を介して送信され得る。他の例および実装形態は、本開示および添付の特許請求の範囲の
範囲および趣旨内にある。たとえば、ソフトウェアの性質により、上記で説明された機能
は、プロセッサ、ハードウェア、ファームウェア、ハードワイヤリング、またはこれらの
うちのいずれかの組合せによって実行されるソフトウェアを使用して実現され得る。機能
を実現する特徴はまた、機能の部分が、異なる物理的な場所において実現されるように分
散されることを含めて、様々な位置に物理的に配置され得る。また、特許請求の範囲を含
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めて、本明細書で使用される場合、「のうちの少なくとも１つ」で終わる項目の列挙中で
使用される「または」は選言的列挙を示しており、たとえば、「Ａ、Ｂ、またはＣのうち
の少なくとも１つ」の列挙は、ＡまたはＢまたはＣまたはＡＢまたはＡＣまたはＢＣまた
はＡＢＣ（すなわち、ＡおよびＢおよびＣ）を意味する。
【０２２０】
　[0236]コンピュータプログラム製品またはコンピュータ可読媒体はいずれも、ある場所
から別の場所へのコンピュータプログラムの転送を容易にする任意の媒体を含む、コンピ
ュータ可読記憶媒体と通信媒体とを含む。記憶媒体は、汎用または専用コンピュータによ
ってアクセスされ得る任意の媒体であり得る。限定ではなく例として、コンピュータ可読
媒体は、ＲＡＭ、ＲＯＭ、ＥＥＰＲＯＭ（登録商標）、ＣＤ－ＲＯＭまたは他の光ディス
クストレージ、磁気ディスクストレージまたは他の磁気ストレージデバイス、あるいは命
令またはデータ構造の形態の所望のコンピュータ可読プログラムコードを搬送または記憶
するために使用され得、汎用もしくは専用コンピュータまたは汎用もしくは専用プロセッ
サによってアクセスされ得る、任意の他の媒体を備えることができる。さらに、いかなる
接続もコンピュータ可読媒体と適切に呼ばれる。たとえば、同軸ケーブル、光ファイバー
ケーブル、ツイストペア、デジタル加入者線（ＤＳＬ）、または赤外線、無線、およびマ
イクロ波などのワイヤレス技術を使用して、ソフトウェアがウェブサイト、サーバまたは
他の遠隔ソースから伝送される場合、同軸ケーブル、光ファイバーケーブル、ツイストペ
ア、ＤＳＬ、または赤外線、無線、およびマイクロ波などワイヤレス技術は、媒体の定義
に含まれる。本明細書で使用するディスク（disk）およびディスク（disc）は、コンパク
トディスク（disc）（ＣＤ）、レーザーディスク（登録商標）（disc）、光ディスク（di
sc）、デジタル多用途ディスク（disc）（ＤＶＤ）、フロッピー（登録商標）ディスク（
disk）、およびＢｌｕ－ｒａｙ（登録商標）ディスク（disc）を含み、ディスク（disk）
は通常、データを磁気的に再生し、ディスク（disc）は、データをレーザーで光学的に再
生する。上記の組合せも、コンピュータ可読媒体の範囲内に含まれる。
【０２２１】
　[0237]本開示についてのこれまでの説明は、当業者が本開示を構成または使用すること
ができるように与えられる。本開示への様々な修正は当業者には容易に明らかとなり、本
明細書で定義された一般原理は、本開示の趣旨または範囲から逸脱することなく他の変形
形態に適用され得る。本開示全体にわたって、「例」または「例示的」という用語は、一
例または一事例を示すものであり、言及された例についての選好を暗示せず、または必要
としない。したがって、本開示は、本明細書に記載された例および設計に限定されるべき
でなく、本明細書で開示される原理および新規の特徴に合致する最も広い範囲を与えられ
るべきである。
　以下に本願の出願当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
[Ｃ１]　認可スペクトルを介してアップリンク許可を受信することと、
　無認可スペクトルの利用可能性を決定するために、前記アップリンク許可に応答してク
リアチャネルアセスメント（ＣＣＡ）を実行すること、前記ＣＣＡは前記アップリンク許
可と関連した伝送の前に実行される、と、
　を備える、ワイヤレス通信のための方法。
[Ｃ２]　前記無認可スペクトルが利用できるという決定がなされる場合、前記無認可スペ
クトルを使用してデータを送信することと、
　前記無認可スペクトルが利用できないという決定がなされる場合、前記アップリンク許
可を無視することとをさらに備えるＣ１に記載の方法。
[Ｃ３]　前記無認可スペクトルが利用できるという決定がなされる場合、前記無認可スペ
クトルを使用してデータを送信することと、
　前記無認可スペクトルが利用できないという決定がなされる場合、前記無認可スペクト
ルの非利用可能性を示すシグナリングを、前記認可スペクトルを使用して送信することと
をさらに備えるＣ１に記載の方法。
[Ｃ４]　前記無認可スペクトルが利用できるという決定がなされる場合、前記無認可スペ
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クトルを使用してデータを送信することと、
　前記無認可スペクトルが利用できないという決定がなされる場合、前記認可スペクトル
を使用してデータを送信することとをさらに備えるＣ１に記載の方法。
[Ｃ５]　前記無認可スペクトルを使用してデータを送信することは、前記アップリンク許
可によって示されるサブフレームの第１のサブセットの中でデータを送信することを備え
、
　前記認可スペクトルを使用してデータを送信することは、前記アップリンク許可によっ
て示されるサブフレームの第２のサブセットの中でデータを送信することを備える、Ｃ４
に記載の方法。
[Ｃ６]　サブフレームの前記第１および第２のサブセットの各々は、前記サブセットの中
のいくつかのサブフレーム、前記サブセットの中の連続するサブフレーム間の時間間隔、
および前記アップリンク許可の受信の時間と前記サブセットの中のサブフレームの最初の
出現との間の初期オフセットのうちの、１つまたは複数の観点から規定される、Ｃ５に記
載の方法。
[Ｃ７]　サブフレームの前記第１のサブセットは、サブフレームの前記第２のサブセット
を含む、Ｃ５に記載の方法。
[Ｃ８]　サブフレームの前記第１および第２のサブセットは、同じサブフレームの中で開
始する、Ｃ５に記載の方法。
[Ｃ９]　サブフレームの前記第１のサブセットは、第１のサブフレームの中で開始し、
　サブフレームの前記第２のサブセットは、前記第１のサブフレームから遅延した第２の
サブフレームの中で開始する、Ｃ５に記載の方法。
[Ｃ１０]　前記アップリンク許可は、アップリンク許可の優先シーケンスを備え、前記優
先シーケンスの中の各アップリンク許可は、それぞれのコンポーネントキャリアに関連付
けられ、
　前記無認可スペクトルの利用可能性を決定するためにＣＣＡを実行することは、
　　利用可能性を決定するために、アップリンク許可の前記優先シーケンスに関連付けら
れている前記コンポーネントキャリアのうちの少なくとも１つでＣＣＡを実行することと
、
　　データを送信する際の使用のために利用できると認められた前記コンポーネントキャ
リアのうちの１つを識別することと
　を備える、
　Ｃ１に記載の方法。
[Ｃ１１]　前記優先シーケンスの中の前記アップリンク許可のサブセットに対応する前記
コンポーネントキャリアは、利用できると認められ、
　データを送信する際の使用のための前記１つのコンポーネントキャリアを識別すること
は、利用できると認められた前記コンポーネントキャリアの中から、前記サブセットの中
で最も優先度の高い前記アップリンク許可に対応する前記１つを選択することを備える、
　Ｃ１０に記載の方法。
[Ｃ１２]　前記優先シーケンスの中の各アップリンク許可は、
　　前記それぞれのコンポーネントキャリアに対する物理リソースブロック（ＰＲＢ）の
セット、および
　　前記アップリンク許可が適用できるサブフレームのサブセット
　のうちの１つまたは複数をさらに備える、
　Ｃ１０に記載の方法。
[Ｃ１３]　サブフレームの前記サブセットは、前記サブセットの中のいくつかのサブフレ
ーム、前記サブセットの中の連続するサブフレーム間の時間間隔、および前記アップリン
ク許可の受信の時間と前記サブセットの中のサブフレームの最初の出現との間の初期オフ
セットのうちの、１つまたは複数の観点から規定される、Ｃ１２に記載の方法。
[Ｃ１４]　前記優先シーケンスの中のアップリンク許可の中のパラメータは、前記優先シ
ーケンスの中の別のアップリンク許可の中のそれぞれのパラメータから暗黙のうちに決定
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される、Ｃ１０に記載の方法。
[Ｃ１５]　前記優先シーケンスの相異なるアップリンク許可の中のパラメータ間の暗黙の
関係は、無線リソース制御（ＲＲＣ）シグナリングを通じて少なくとも部分的に規定され
る、Ｃ１０に記載の方法。
[Ｃ１６]　ＰＲＢのセットに対する前記無認可スペクトル上での最大アップリンクデータ
レートの指示を、前記認可スペクトルを介して受信することと、
　前記指示に応答してサブフレームの中でＣＣＡを実行すること、前記ＣＣＡは、次のサ
ブフレームの中でデータを送信するための、前記無認可スペクトル中のＰＲＢの前記セッ
トに対するコンポーネントキャリアの利用可能性を決定するために実行される、と、
　をさらに備えるＣ１に記載の方法。
[Ｃ１７]　前記無認可スペクトル中のＰＲＢの前記セットに対する前記コンポーネントキ
ャリアが利用できるという決定がなされる場合、前記無認可スペクトルを使用してデータ
を送信することと、
　前記無認可スペクトル中のＰＲＢの前記セットに対する前記コンポーネントキャリアが
利用できないという決定がなされる場合、前記次のサブフレームの中でＣＣＡを実行する
こととをさらに備えるＣ１６に記載の方法。
[Ｃ１８]　前記無認可スペクトル中のＰＲＢの前記セットに対する前記コンポーネントキ
ャリアが利用できるという決定がなされる場合、前記無認可スペクトルを使用してデータ
を送信することと、
　前記無認可スペクトル中のＰＲＢの前記セットに対する前記コンポーネントキャリアが
利用できないという決定がなされる場合、前記認可スペクトルを使用してデータを送信す
ることとをさらに備えるＣ１６に記載の方法。
[Ｃ１９]　ＰＲＢの前記同じセットは、複数のユーザの各々に前記無認可スペクトルの前
記アップリンク上で割り当てられる、Ｃ１６に記載の方法。
[Ｃ２０]　ＰＲＢの前記同じセットが割り当てられた前記複数のユーザから送信されるデ
ータは、逐次干渉除去（ＳＩＣ）を使用して復号される、Ｃ１９に記載の方法。
[Ｃ２１]　ＰＲＢの前記同じセットが割り当てられた前記複数のユーザは、直交復調基準
信号（ＤＭ－ＲＳ）シーケンスが割り当てられる、Ｃ１９に記載の方法。
[Ｃ２２]　前記複数のユーザの各々は、別個のスクランブリングコードが割り当てられる
、Ｃ２１に記載の方法。
[Ｃ２３]　前記無認可スペクトル中のＰＲＢの前記セットに対する前記コンポーネントキ
ャリアが利用できるという決定がなされる場合、前記方法は、
　割り当てられた直交ＤＭ－ＲＳシーケンスおよび割り当てられたスクランブリングコー
ドのうちの一方または両方に従って、アップリンクデータ、アップリンク制御信号、およ
びアップリンク基準信号のうちの１つまたは複数を送信すること
　をさらに備える、
　Ｃ１６に記載の方法。
[Ｃ２４]　前記アップリンクデータ、前記アップリンク制御信号、および前記アップリン
ク基準信号のうちの前記１つまたは複数と一緒に、送信フォーマット選択、ハイブリッド
自動再送要求識別子（ＨＡＲＱ－ＩＤ）、およびＨＡＲＱ冗長バージョン（ＲＶ）のうち
の１つまたは複数を示す信号を送信することをさらに備えるＣ２３に記載の方法。
[Ｃ２５]　基地局が前記アップリンク許可をスケジュールするために、スケジューリング
要求、バッファステータス報告、および電力ヘッドルーム報告のうちの１つまたは複数を
送信することをさらに備えるＣ１に記載の方法。
[Ｃ２６]　前記電力ヘッドルーム報告は、前記認可スペクトルと関連した電力ヘッドルー
ムと、前記無認可スペクトルと関連した電力ヘッドルームとを示す、Ｃ２５に記載の方法
。
[Ｃ２７]　前記アップリンク許可によって示される変調コーディング方式（ＭＣＳ）から
の変更を識別することと、
　前記アップリンク許可によって割り振られたＰＲＢ内のリソース要素のセットを介して
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メッセージを送信すること、前記メッセージは、ＭＣＳの前記識別された変更を示す、と
　をさらに備えるＣ１に記載の方法。
[Ｃ２８]　前記アップリンク許可は、アップリンク伝送に対してＭＣＳを割り振ることな
く、アップリンク伝送に対してＰＲＢを割り振り、前記方法は、
　前記アップリンク許可を受信すると、アップリンク伝送に対して前記ＭＣＳを決定する
ことと、
　アップリンク伝送に対して割り振られた前記ＰＲＢ内のリソース要素のセットを介して
メッセージを送信すること、前記メッセージは、アップリンク伝送に対して決定された前
記ＭＣＳを示す、と
　をさらに備える、
　Ｃ１に記載の方法。
[Ｃ２９]　プロセッサと、
　前記プロセッサと電子通信しているメモリと、
　前記メモリに記憶された命令、
　　前記命令は、
　　　認可スペクトルを介してアップリンク許可を受信する、および
　　　無認可スペクトルの利用可能性を決定するために、前記アップリンク許可に応答し
てクリアチャネルアセスメント（ＣＣＡ）を実行する、前記ＣＣＡは、前記アップリンク
許可と関連した伝送の前に実行される、
　　ように前記プロセッサによって実行可能である、と、
　を備えるワイヤレス通信のための装置。
[Ｃ３０]　前記命令は、
　前記無認可スペクトルが利用できるという決定がなされる場合、前記無認可スペクトル
を使用してデータを送信する、および
　前記無認可スペクトルが利用できないという決定がなされる場合、前記アップリンク許
可を無視する、
　ように前記プロセッサによって実行可能である、Ｃ２９に記載の装置。
[Ｃ３１]　前記命令は、
　前記無認可スペクトルが利用できるという決定がなされる場合、前記無認可スペクトル
を使用してデータを送信する、および
　前記無認可スペクトルが利用できないという決定がなされる場合、前記無認可スペクト
ルの非利用可能性を示すシグナリングを、前記認可スペクトルを使用して送信する、
　ように前記プロセッサによって実行可能である、Ｃ２９に記載の装置。
[Ｃ３２]　前記命令は、
　前記無認可スペクトルが利用できるという決定がなされる場合、前記無認可スペクトル
を使用してデータを送信する、および
　前記無認可スペクトルが利用できないという決定がなされる場合、前記認可スペクトル
を使用してデータを送信する、
　ように前記プロセッサによって実行可能である、Ｃ２９に記載の装置。
[Ｃ３３]　前記無認可スペクトルを使用してデータを送信するように前記プロセッサによ
って実行可能な前記命令は、前記アップリンク許可によって示されるサブフレームの第１
のサブセットの中でデータを送信するように前記プロセッサによって実行可能な命令を備
え、
　前記認可スペクトルを使用してデータを送信するように前記プロセッサによって実行可
能な前記命令は、前記アップリンク許可によって示されるサブフレームの第２のサブセッ
トの中でデータを送信するように前記プロセッサによって実行可能な命令を備える、
　Ｃ３２に記載の装置。
[Ｃ３４]　サブフレームの前記第１および第２のサブセットの各々は、前記サブセットの
中のいくつかのサブフレーム、前記サブセットの中の連続するサブフレーム間の時間間隔
、および前記アップリンク許可の受信の時間と前記サブセットの中のサブフレームの最初
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の出現との間の初期オフセットのうちの、１つまたは複数の観点から規定される、Ｃ３３
に記載の装置。
[Ｃ３５]　サブフレームの前記第１のサブセットは、第１のサブフレームの中で開始し、
　サブフレームの前記第２のサブセットは、前記第１のサブフレームから遅延した第２の
サブフレームの中で開始する、Ｃ３３に記載の装置。
[Ｃ３６]　前記アップリンク許可は、アップリンク許可の優先シーケンスを備え、前記優
先シーケンスの中の各アップリンク許可は、それぞれのコンポーネントキャリアに関連付
けられ、
　前記無認可スペクトルの利用可能性を決定するためにＣＣＡを実行するように前記プロ
セッサによって実行可能な前記命令は、
　　利用可能性を決定するために、アップリンク許可の前記優先シーケンスに関連付けら
れている前記コンポーネントキャリアのうちの少なくとも１つでＣＣＡを実行する、およ
び
　　データを送信する際の使用のために利用できると認められた前記コンポーネントキャ
リアのうちの１つを識別する、
　ように前記プロセッサによって実行可能な命令を備える、
　Ｃ２９に記載の装置。
[Ｃ３７]　前記優先シーケンスの中の各アップリンク許可は、
　　前記それぞれのコンポーネントキャリアに対する物理リソースブロック（ＰＲＢ）の
セット、および
　　前記アップリンク許可が適用できるサブフレームのサブセット
　のうちの１つまたは複数をさらに備える、
　Ｃ３６に記載の装置。
[Ｃ３８]　サブフレームの前記サブセットは、前記サブセットの中のいくつかのサブフレ
ーム、前記サブセットの中の連続するサブフレーム間の時間間隔、および前記アップリン
ク許可の受信の時間と前記サブセットの中のサブフレームの最初の出現との間の初期オフ
セットのうちの、１つまたは複数の観点から規定される、Ｃ３７に記載の装置。
[Ｃ３９]　前記優先シーケンスの相異なるアップリンク許可の中のパラメータ間の暗黙の
関係は、無線リソース制御（ＲＲＣ）シグナリングを通じて少なくとも部分的に規定され
る、Ｃ３６に記載の装置。
[Ｃ４０]　前記命令は、
　ＰＲＢのセットに対する前記無認可スペクトル上での最大アップリンクデータレートの
指示を、前記認可スペクトルを介して受信する、および
　前記指示に応答してサブフレームの中でＣＣＡを実行する、前記ＣＣＡは、次のサブフ
レームの中でデータを送信するための、前記無認可スペクトル中のＰＲＢの前記セットに
対するコンポーネントキャリアの利用可能性を決定するために実行される、
　ように前記プロセッサによって実行可能である、
　Ｃ２９に記載の装置。
[Ｃ４１]　前記命令は、
　前記無認可スペクトル中のＰＲＢの前記セットに対する前記コンポーネントキャリアが
利用できるという決定がなされる場合、前記無認可スペクトルを使用してデータを送信す
る、および
　前記無認可スペクトル中のＰＲＢの前記セットに対する前記コンポーネントキャリアが
利用できないという決定がなされる場合、前記次のサブフレームの中でＣＣＡを実行する
　ように前記プロセッサによって実行可能である、
　Ｃ４０に記載の装置。
[Ｃ４２]　前記命令は、
　前記無認可スペクトル中のＰＲＢの前記セットに対する前記コンポーネントキャリアが
利用できるという決定がなされる場合、前記無認可スペクトルを使用してデータを送信す
る、および



(60) JP 6416241 B2 2018.10.31

10

20

30

40

50

　前記無認可スペクトル中のＰＲＢの前記セットに対する前記コンポーネントキャリアが
利用できないという決定がなされる場合、前記認可スペクトルを使用してデータを送信す
る
　ように前記プロセッサによって実行可能である、
　Ｃ４０に記載の装置。
[Ｃ４３]　ＰＲＢの前記同じセットは、複数のユーザの各々に前記無認可スペクトルの前
記アップリンク上で割り当てられる、Ｃ４０に記載の装置。
[Ｃ４４]　ＰＲＢの前記同じセットが割り当てられた前記複数のユーザから送信されるデ
ータは、逐次干渉除去（ＳＩＣ）を使用して復号される、Ｃ４３に記載の装置。
[Ｃ４５]　ＰＲＢの前記同じセットが割り当てられた前記複数のユーザは、直交復調基準
信号（ＤＭ－ＲＳ）シーケンスが割り当てられる、Ｃ４３に記載の装置。
[Ｃ４６]　前記複数のユーザの各々は、別個のスクランブリングコードが割り当てられる
、Ｃ４５に記載の装置。
[Ｃ４７]　前記無認可スペクトル中のＰＲＢの前記セットに対する前記コンポーネントキ
ャリアが利用できるという決定がなされる場合、前記命令は、
　割り当てられた直交ＤＭ－ＲＳシーケンスおよび割り当てられたスクランブリングコー
ドのうちの一方または両方に従って、アップリンクデータ、アップリンク制御信号、およ
びアップリンク基準信号のうちの１つまたは複数を送信する
　ように前記プロセッサによって実行可能である、
　Ｃ４０に記載の装置。
[Ｃ４８]　前記命令は、
　前記アップリンクデータ、前記アップリンク制御信号、および前記アップリンク基準信
号のうちの前記１つまたは複数と一緒に、送信フォーマット選択、ハイブリッド自動再送
要求識別子（ＨＡＲＱ－ＩＤ）、およびＨＡＲＱ冗長バージョン（ＲＶ）のうちの１つま
たは複数を示す信号を送信する
　ように前記プロセッサによって実行可能である、
　Ｃ４７に記載の装置。
[Ｃ４９]　前記命令は、
　基地局が前記アップリンク許可をスケジュールするために、スケジューリング要求、バ
ッファステータス報告、および電力ヘッドルーム報告のうちの１つまたは複数を送信する
　ように前記プロセッサによって実行可能である、
　Ｃ２９に記載の装置。
[Ｃ５０]　前記アップリンク許可は、アップリンク伝送に対して変調コーディング方式（
ＭＣＳ）を割り振ることなく、アップリンク伝送に対してＰＲＢを割り振り、
　前記命令は、
　　前記アップリンク許可を受信すると、アップリンク伝送に対して前記ＭＣＳを決定す
る、および
　　アップリンク伝送に対して割り振られた前記ＰＲＢ内のリソース要素のセットを介し
てメッセージを送信する、前記メッセージは、アップリンク伝送に対して決定された前記
ＭＣＳを示す、
　ように前記プロセッサによって実行可能である、
　Ｃ２９に記載の装置。
[Ｃ５１]　認可スペクトルを介してアップリンク許可を受信するための手段と、
　無認可スペクトルの利用可能性を決定するために、前記アップリンク許可に応答してク
リアチャネルアセスメント（ＣＣＡ）を実行するための手段、前記ＣＣＡは、前記アップ
リンク許可と関連した伝送の前に実行される、と
　を備えるワイヤレス通信のための装置。
[Ｃ５２]　前記無認可スペクトルが利用できるという決定がなされる場合、前記無認可ス
ペクトルを使用してデータを送信するための手段と、
　前記無認可スペクトルが利用できないという決定がなされる場合、前記アップリンク許
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可を無視するための手段とをさらに備えるＣ５１に記載の装置。
[Ｃ５３]　前記無認可スペクトルが利用できるという決定がなされる場合、前記無認可ス
ペクトルを使用してデータを送信するための手段と、
　前記無認可スペクトルが利用できないという決定がなされる場合、前記無認可スペクト
ルの非利用可能性を示すシグナリングを、前記認可スペクトルを使用して送信するための
手段とをさらに備えるＣ５１に記載の装置。
[Ｃ５４]　前記無認可スペクトルが利用できるという決定がなされる場合、前記無認可ス
ペクトルを使用してデータを送信するための手段と、
　前記無認可スペクトルが利用できないという決定がなされる場合、前記認可スペクトル
を使用してデータを送信するための手段とをさらに備えるＣ５１に記載の装置。
[Ｃ５５]　ワイヤレス通信のためのコンピュータプログラム製品であって、
　前記コンピュータプログラム製品は、
　　認可スペクトルを介してアップリンク許可を受信する、および
　　無認可スペクトルの利用可能性を決定するために、前記アップリンク許可に応答して
クリアチャネルアセスメント（ＣＣＡ）を実行する、前記ＣＣＡは、前記アップリンク許
可と関連した伝送の前に実行される、
　　ようにプロセッサによって実行可能な命令を記憶する非一時的コンピュータ可読媒体
　を備える、
　ワイヤレス通信のためのコンピュータプログラム製品。
[Ｃ５６]　前記命令は、
　前記無認可スペクトルが利用できるという決定がなされる場合、前記無認可スペクトル
を使用してデータを送信する、および
　前記無認可スペクトルが利用できないという決定がなされる場合、前記アップリンク許
可を無視する
　ように前記プロセッサによって実行可能である、
　Ｃ５５に記載のコンピュータプログラム製品。
[Ｃ５７]　前記命令は、
　前記無認可スペクトルが利用できるという決定がなされる場合、前記無認可スペクトル
を使用してデータを送信する、および
　前記無認可スペクトルが利用できないという決定がなされる場合、前記無認可スペクト
ルの非利用可能性を示すシグナリングを、前記認可スペクトルを使用して送信する
　ように前記プロセッサによって実行可能である、
　Ｃ５５に記載のコンピュータプログラム製品。
[Ｃ５８]　前記命令は、
　前記無認可スペクトルが利用できるという決定がなされる場合、前記無認可スペクトル
を使用してデータを送信する、および
　前記無認可スペクトルが利用できないという決定がなされる場合、前記認可スペクトル
を使用してデータを送信する
　ように前記プロセッサによって実行可能である、
　Ｃ５５に記載のコンピュータプログラム製品。
[Ｃ５９]　認可スペクトルを介してスケジューリング情報を受信することと、
　前記認可スペクトルを介してアップリンク許可を送信すること、前記アップリンク許可
は、前記スケジューリング情報に少なくとも部分的に基づき、前記アップリンク許可は、
前記アップリンク許可と関連した伝送の前に、無認可スペクトルの利用可能性を決定する
ためのクリアチャネルアセスメント（ＣＣＡ）をトリガするように構成される、と、
　を備える、ワイヤレス通信のための方法。
[Ｃ６０]　前記無認可スペクトルが利用できるという決定がなされる場合、前記無認可ス
ペクトルを介してデータを受信することと、
　前記無認可スペクトルが利用できないという決定がなされる場合、前記認可スペクトル
を介してデータを受信することとをさらに備えるＣ５９に記載の方法。
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[Ｃ６１]　前記無認可スペクトルを介してデータを受信することは、前記アップリンク許
可によって示されるサブフレームの第１のサブセットを介して送信されたデータを受信す
ることを備え、
　前記認可スペクトルを介してデータを受信することは、前記アップリンク許可によって
示されるサブフレームの第２のサブセットを介して送信されたデータを受信することを備
える、Ｃ６０に記載の方法。
[Ｃ６２]　サブフレームの前記第１のサブセットは、サブフレームの前記第２のサブセッ
トを含む、Ｃ６１に記載の方法。
[Ｃ６３]　サブフレームの前記第１および第２のサブセットは、同じサブフレームの中で
開始する、Ｃ６１に記載の方法。
[Ｃ６４]　サブフレームの前記第１のサブセットは、第１のサブフレームの中で開始し、
　サブフレームの前記第２のサブセットは、前記第１のサブフレームから遅延した第２の
サブフレームの中で開始する、Ｃ６１に記載の方法。
[Ｃ６５]　サブフレームの前記第１のサブセットを介して送信されたデータが受信される
場合、サブフレームの前記第２のサブセットを介したデータの前記伝送と関連した前記認
可スペクトルの中のリソースを解放することをさらに備えるＣ６４に記載の方法。
[Ｃ６６]　前記スケジューリング情報は、
　スケジューリング要求、
　バッファステータス報告、ならびに
　前記認可スペクトルと関連した電力ヘッドルームおよび前記無認可スペクトルと関連し
た電力ヘッドルームを示す電力ヘッドルーム報告のうちの１つまたは複数を備える、Ｃ５
９に記載の方法。
[Ｃ６７]　物理リソースブロック（ＰＲＢ）の同じセットを、前記無認可スペクトルの前
記アップリンク上の複数のユーザに、前記送信されたアップリンク許可に少なくとも部分
的に基づいて割り当てることと、
　前記割り当てられたＰＲＢを使用する前記複数のユーザからアップリンクデータを受信
することと、
　前記アップリンクデータを逐次干渉除去（ＳＩＣ）を使用して復号することとをさらに
備えるＣ５９に記載の方法。
[Ｃ６８]　直交復調基準信号（ＤＭ－ＲＳ）シーケンスおよびスクランブリングコードの
うちの一方または両方を、前記複数のユーザの各々に、前記アップリンクデータの伝送の
ために割り当てることをさらに備えるＣ６７に記載の方法。
[Ｃ６９]　前記複数のユーザの各々から、前記アップリンクデータと一緒に、送信フォー
マット選択、ハイブリッド自動再送要求識別子（ＨＡＲＱ－ＩＤ）、およびＨＡＲＱ冗長
バージョン（ＲＶ）のうちの１つまたは複数を示す信号を受信することをさらに備えるＣ
６７に記載の方法。
[Ｃ７０]　プロセッサと、
　前記プロセッサと電子通信しているメモリと、
　前記メモリに記憶された命令、
　　前記命令は、
　　　認可スペクトルを介してスケジューリング情報を受信する、および
　　　前記認可スペクトルを介してアップリンク許可を送信する、前記アップリンク許可
は、前記スケジューリング情報に少なくとも部分的に基づき、前記アップリンク許可は、
前記アップリンク許可と関連した伝送の前に、無認可スペクトルの利用可能性を決定する
ためのクリアチャネルアセスメント（ＣＣＡ）をトリガするように構成される、　　よう
に前記プロセッサによって実行可能である、と、
　を備えるワイヤレス通信のための装置。
[Ｃ７１]　前記命令は、
　前記無認可スペクトルが利用できるという決定がなされる場合、前記無認可スペクトル
を介してデータを受信する、および
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　前記無認可スペクトルが利用できないという決定がなされる場合、前記認可スペクトル
を介してデータを受信する
　ように前記プロセッサによって実行可能である、
　Ｃ７０に記載の装置。
[Ｃ７２]　前記無認可スペクトルを介してデータを受信するように前記プロセッサによっ
て実行可能な前記命令は、前記アップリンク許可によって示されるサブフレームの第１の
サブセットを介して送信されたデータを受信するように前記プロセッサによって実行可能
な命令を備え、
　前記認可スペクトルを介してデータを受信するように前記プロセッサによって実行可能
な前記命令は、前記アップリンク許可によって示されるサブフレームの第２のサブセット
を介して送信されたデータを受信するように前記プロセッサによって実行可能な命令を備
える、
　Ｃ７１に記載の装置。
[Ｃ７３]　前記スケジューリング情報は、
　スケジューリング要求、
　バッファステータス報告、ならびに
　前記認可スペクトルと関連した電力ヘッドルームおよび前記無認可スペクトルと関連し
た電力ヘッドルームを示す電力ヘッドルーム報告
　のうちの１つまたは複数を備える、
　Ｃ７０に記載の装置。
[Ｃ７４]　認可スペクトルを介してスケジューリング情報を受信するための手段と、
　前記認可スペクトルを介してアップリンク許可を送信するための手段、前記アップリン
ク許可は、前記スケジューリング情報に少なくとも部分的に基づき、前記アップリンク許
可は、前記アップリンク許可と関連した伝送の前に、無認可スペクトルの利用可能性を決
定するためのクリアチャネルアセスメント（ＣＣＡ）をトリガするように構成される、と
、
　を備えるワイヤレス通信のための装置。
[Ｃ７５]　前記無認可スペクトルが利用できるという決定がなされる場合、前記無認可ス
ペクトルを介してデータを受信するための手段と、
　前記無認可スペクトルが利用できないという決定がなされる場合、前記認可スペクトル
を介してデータを受信するための手段とをさらに備えるＣ７４に記載の装置。
[Ｃ７６]　前記無認可スペクトルを介してデータを受信するための手段は、前記アップリ
ンク許可によって示されるサブフレームの第１のサブセットを介して送信されたデータを
受信することを備え、
　前記認可スペクトルを介してデータを受信するための手段は、前記アップリンク許可に
よって示されるサブフレームの第２のサブセットを介して送信されたデータを受信するこ
とを備える、Ｃ７５に記載の装置。
[Ｃ７７]　ワイヤレス通信のためのコンピュータプログラム製品であって、
　前記コンピュータプログラム製品は、
　　認可スペクトルを介してスケジューリング情報を受信する、および
　　前記認可スペクトルを介してアップリンク許可を送信する、前記アップリンク許可は
、前記スケジューリング情報に少なくとも部分的に基づき、前記アップリンク許可は、前
記アップリンク許可と関連した伝送の前に、無認可スペクトルの利用可能性を決定するた
めのクリアチャネルアセスメント（ＣＣＡ）をトリガするように構成される、
　　ようにプロセッサによって実行可能な命令を記憶する非一時的コンピュータ可読媒体
　を備える、
　ワイヤレス通信のためのコンピュータプログラム製品。
[Ｃ７８]　前記命令は、
　前記無認可スペクトルが利用できるという決定がなされる場合、前記無認可スペクトル
を介してデータを受信する、および
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　前記無認可スペクトルが利用できないという決定がなされる場合、前記認可スペクトル
を介してデータを受信する
　ように前記プロセッサによって実行可能である、
　Ｃ７７に記載のコンピュータプログラム製品。
[Ｃ７９]　前記無認可スペクトルを介してデータを受信するように前記プロセッサによっ
て実行可能な前記命令は、前記アップリンク許可によって示されるサブフレームの第１の
サブセットを介して送信されたデータを受信するように前記プロセッサによって実行可能
な命令を備え、
　前記認可スペクトルを介してデータを受信するように前記プロセッサによって実行可能
な前記命令は、前記アップリンク許可によって示されるサブフレームの第２のサブセット
を介して送信されたデータを受信するように前記プロセッサによって実行可能な命令を備
える、Ｃ７８に記載のコンピュータプログラム製品。
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